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　あれから、七百年と半分が過ぎた。




　　　　[image: くぎり]




　朧おぼろはもちろん猫で、牡で、おいぼれで、最後のスカイウォーカーだった。がりがりに瘦やせているくせにどうしようもないくらい食い意地が汚くて、灰色の毛並みは使い古しの歯ブラシみたいにぼさぼさで、背中にはどでかいハゲがあった。

　たとえ背中にどでかいハゲがあろうとも朧はスカイウォーカーであり、スカイウォーカーであるからには朧は用心深い奴やつだった。とりわけ、ただひとり生き残った最後のスカイウォーカーである朧は、実に慎重な手を打ったのだ。

　自分がいつ、どこで、どんなふうにくたばってもいいように。

　大昔から受け継がれてきた研究が、自分の代で途と絶だえてしまうことがないように。

　いつの日か必ず現れるはずの、まだ見ぬ三十七番目のスカイウォーカーのために。

　ところが、晩年の朧おぼろが相あい棒ぼうとしていたロボットはたいそう頭が悪かった。当初、己の研究のすべてをロボットに語って聞かせようとした朧だったが、そんなにたくさん憶おぼえきれないようとロボットは泣いた。やむなく次善の策が取られた。ロボットに憶えさせるのではなく、ロボットに書き残させることにしたのである。記録用紙にはスケッチブックが、筆記用具にはクレヨンが使われた。お前もうちょっとましな字は書けんのかと朧が文句を言えば、こんなにたくさん書いたら緑のクレヨンがぜんぶなくなっちゃうとロボットは文句を言った。

　幾本ものクレヨンと、長い長い時間を費やして、朧はついにすべてを語り尽くした。

　書き取ったページはスケッチブックから切り離され、大きな陶器の瓶に詰められた。

　瓶を水銀で満たし、コルクの栓をして、ようやく作業は終わった。

　──その瓶をどこかに隠してこい。

　朧は、ロボットにそう命じた。

　どこでもいいの、とロボットは尋ね、絶対に見つからんようなところならどこでもよいと朧は答えた。生意気にもロボットは矛盾を感じた。朧の言っていることはおかしい。ロボットだってこの瓶の目的くらいはちゃんと理解している。三十七番目の誰だれかに見つけてもらうために隠すのだ。なのに、絶対に見つけられないところに隠したら、絶対に見つけられなくなってしまう。

　ロボットがそのことを指摘すると、かまわんからそうしろ、と朧は言う。

　ロボットは、朧がこの瓶をどうして欲しいと言っているのかよくわからなくなってきた。

　──えっと、だったら、隠す場所は朧が決めて。

　──それはできん。瓶のありかはわしにも知らせてはならん。

　──どうして？

　──その瓶が、誰にも絶対に見つからんようにするためだ。

　ロボットはすっかりわけがわからなくなってしまった。顔をしかめて考え込むロボットを面白そうに見つめ、朧は尻尾しつぽをやさしく揺り動かしながら、こう言った。




　──余計な心配はせんでよいから、ここなら誰にも絶対に見つからんと思う場所に隠してしまえ。お前がどこにどう隠そうとも、三十七番は必ずやその瓶を見つけ出す。見つけられん奴やつには永久に見つけられん。よいか、




　ロボットはみなまで聞かず、よおしそれじゃあ気門エアロツクから宇宙に投げちゃうからね、と凄すごんでみせた。朧が自分の知恵を侮あなどっていると思って腹を立てたのだ。が、朧は少しも動じることなく、好きにしろと答えた。違いない。スカイウォーカーの夢は、たかがロボットの投げたごときでどうにかできるほど安くはないのだから。しかし、そっけないそのひと言にロボットはますます頭にきた。半なかば本気で瓶を宇宙に捨ててしまうつもりになって、ロボットは瓶をいつものリュックサックに押し込み、朧おぼろのねぐらを走り出た。

　走り出たところで振り返り、あかんべえをした。

　気をつけてな──と朧は言った。

　すべてを語り尽くし、老いさらばえた身体からだから何かが抜け落ちた、透明な表情をしていた。

　それが、ロボットの見た、最後のスカイウォーカーの最後の姿だ。

　危険すぎて、ねぐらにはもう二度と戻れなかった。




　朧は、大集会の放ったソウルセイバーの宣せん教きよう部隊に殺された。
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　トルクは、夜と霧と黴かびの世界だ。




　大集会の長老ハーンたちに言わせれば、トルクは、大昔に天てん使したちの手で築かれた石造りの城であり、宇宙に浮かぶ島である。

　お説ごもっとも。

　なるほど、トルクは確かに、宇宙を漂う巨大な円筒形の構造物である。変化に乏しいぶっきらぼうなその外壁は「街を取り囲む城壁」と通じるものがあるし、その外壁のいたるところをぶち破ってブロッコリーのようにもこもこと飛び出している酸素黴の大木も、「島を覆おおう森」だと言われればそんなふうにも見える。外壁には扉も窓もほとんどなく、星の光が内部を照らすこともなく、トルクはその円筒形の巨体に宇宙と同じ色の夜をいっぱいに詰め込んで、空き缶が斜面を転がるような具合に回転し続けている。

　一見したところ、トルクは全体がひとつのかたまりとして回転しているように見える。が、それは質量の比からすれば八割がたの正解で、実際のトルクは飽くなき回転を続ける巨大な「外がい殻かく」と、その回転から切り離されている「中ちゆう心しん柱ちゆう」というふたつの部分から成る。

　展望台は、その中心柱のてっぺんにある大きな球形の部屋だ。

　閉ざされた夜の世界であるトルクの中にあって、数少ない、窓のある場所のひとつだ。

　ならば見晴らしもいいのかと言えばそれは場合によりけりで、ここから見える景色は数時間の周期で天と地ほども変わってしまう。展望台の半分は中心柱の外部に張り出しており、蜂はちの巣状のフレームに切り分けられた一面の窓になっている。しかし、今この瞬間、展望台の窓から外を眺めても、そこにあるのは底抜けの闇ばかりだ。面白いものは何も見えない。

　トルクの中心柱は回転していない。ということは、この展望台もまた、常に無重力の只ただ中なかにある。が、ここにないのは重力くらいのもので、外殻の回転によって発生する中心柱内部の気流の余波がこの球形の空間に行き着いて大きく淀よどむため、闇と霧の中をさ迷う様々な漂流物は自然とこの展望台に集まってくる。加えて、壁面には黴かびの菌きん糸しが獰どう猛もうに生い茂り、空気中の微細な塵ちりを核にして成長する黴玉が無数に漂い、そこかしこに発光細菌のコロニーがあったりして、展望台の夜に頼りない緑色の光を灯ともしていたりする。

　暗く、物音ひとつせず、猫の子一匹いない。

　そんな展望台のちょうど真ん中のあたり、時速１センチくらいの速度でぼんやりと渦を巻く漂流物の群れの中に、ぴったりとフタの閉ざされたダンボールの箱がある。

　ずいぶんとくたびれた感じの、１立方メートルくらいの大きさの、抗菌コーティングのすり切れたダンボールの箱だ。

　箱には、「ひろってください」と書いてある。

　赤のクレヨンで書かれたと思おぼしき、大きくて下手くそな文字。

　その箱の中には、女の子が入っている。

　ごわごわでだぶだぶの、赤いツナギの作業服を着ている。一流メーカー品のレプリカの、ぶ厚くて重そうなスニーカーを履はいている。狭苦しいダンボール箱の中で、小さな身体からだぜんぶを使ってリュックサックを抱きしめてうつむき、身動きひとつしない。

　彼女の名前は「クリスマス」である。

　間違いない。その証拠に、彼女の額ひたいのマーキングにちゃんとそう書いてある。額のマーキングにはさらに、彼女が『甲賀組コウガ・フアクトリー』製のロボットであることも、初起動が西暦二一八四年の十二月であることも明記されている。

　そのマーキングを別にすれば、クリスマスはどこからどう見ても、ことによるとまだサンタクロースの存在を信じているかもしれない年とし頃ごろの、人間の女の子のように見える。すぐ怒るくせにすぐ泣きそうな目をしている。怒っても泣いてもドラキュラのように目立つ大きな八重歯をしている。ランダム制御の神様は右の目め尻じりにホクロをくれた。もともと深い鳶とび色いろをしていた髪は、色素の酸化が進んですっかり白っぽくなってしまったけれど、これはこれで似合っていると言えなくもない。身動きのひとつもしないのは人間らしくないというケチのつけ方もあるが、それはクリスマスが全身の機能のほとんどすべてを冬眠させているからだ。その気になればクリスマスは、くしゃみもあくびも瞬まばたきも貧乏揺すりも、特に意識することもなしにやってのける。

　とはいえ、彼女が初起動したあの十二月はもはや、ロボットであるクリスマスにとっても決して近い過去ではなくなってしまった。この箱の中に身を潜ひそめるずっと以前から、クリスマスは右足の指をほとんど動かすことができなくなっていたし、左腕のいくつかの筋肉は信号に対する反応が微妙に遅れるようになっていた。記憶まわりの障害も昔からで、クリスマスは新しいことを憶おぼえたり何かを思い出したりすることが苦手である。ロボットのくせに何かと忘れっぽいし、昔のことなど何も憶えていない。思い出をたどって自分が生まれたころのことを思い出そうとしても、すべてはトルクの闇と霧に巻かれてしまう。ただ、本当に色々なことがあったというぼんやりとした印象だけがある。ずいぶん歩いたし、たくさん喋しやべったし、いつもいつも笑っていたような気がする。

　そんなクリスマスが唯一はっきりと憶えているのは、死んだ朧おぼろのことだ。

　朧に託された瓶のことも、この箱に身を潜ひそめるまでの経緯も、箱の中でゆっくりと変化していった自分の気持ちについても、クリスマスははっきりと憶えている。




　絶対に見つからないようなところに瓶を隠せ、と朧は言った。

　絶対に見つからない隠し場所が思いつかなかったときにはどうすればいいのか、朧は何も言ってはくれなかった。

　仕事はいつだってきちんとやってきたし、瓶を隠すのは朧が自分にくれた最後の仕事だ。きちんとやらなければいけないと思った。どこに隠せば絶対に見つからないか、クリスマスだって一いつ生しよう懸けん命めい考えたのである。しかし、どうしても思いつかなかった。どこにどんなふうに隠しても、結局いつかは誰だれかに見つかってしまうような気がする。

　結局、考えあぐねた末にクリスマスが思いついた最も確実な方法は、どこか適当な場所に、自分が瓶と一緒に隠れ続けることだった。

　これなら、自分が見つからないうちは瓶も見つからない。もし誰かに見つかりそうになったら逃げてしまえばいい。さらに、三十七番目の誰かだけにはすぐにそれとわかるように、隠れる場所には目印として何か書いておく。大丈夫、トルクの猫の中に字が読める奴やつなんか滅めつ多たにいない。でも、朧は読めた。朧はスカイウォーカーだったから。ということはつまり、三十七番目の誰かもきっと読めるはずである。

　これはすごいアイデアだとクリスマスは思った。

　潜せん伏ぷく先は、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうの展望台に決めた。漂流物の中にダンボールの箱があったのでその中に隠れることにして、一番のお気に入りの、まだ先がとがった赤のクレヨンで「ひろってください」と書いた。いくらトルクの猫は字が読めないといっても、あまりはっきりしたことは書かない方がいいと思ったのである。

　そして、瓶の入ったリュックサックを胸に抱きしめて、クリスマスは隠れ始めた。




　最初の十年は、やる気満々だった。何か物音がするたびに冬眠を解除して、期待に満ちた顔で箱の取っ手の穴から外をのぞいた。その期待はいつも裏切られてばかりだったけれど、クリスマスは決してへこたれなかった。ときどき、リュックサックから瓶を取り出して眺めたり、ネズミがネズミ車を回すようにダンボール箱をぐるぐる回して遊んだりもした。今日こそは、今日こそは三十七番目の誰だれかが現れるに違いない──毎日そう思っていた。




　次の十年は、反省の十年だった。三十七番目の誰かが捜しに来ないのは、きっと自分の心がけが悪かったせいなのだとクリスマスは思った。ただで捜しに来てもらおうなんて虫のいい考えだったのだ。何かお礼を考えておかなければいけなかったのだ。三十七番目の誰かが捜しに来てくれたら、毎日ブラシをかけてあげようとクリスマスは決めた。




　その次の十年は、さらなる反省の十年だった。三十七番目の誰かが捜しに来てくれたら、毎日ブラシをかけてあげるし、毎日ねぐらを掃除してあげるし、いつでもだっこして喉のどをなでてあげるし、ネズミやゴキブリはぜんぶ自分が採ってきてあげるし、もし欲しいと言われたら大事にしていたクレヨンもぜんぶあげよう、とクリスマスは決めた。




　そして、最後の十年をかけて、とうとうクリスマスは悟ったのである。

　次のスカイウォーカーなど、永久に現れはしないのだということを。

　朧おぼろが、かわいそうだった。




　それから十年の半分が過ぎた今もなお、クリスマスはこうしてダンボール箱の中にいる。

　瓶を守って隠れ続けるためではない。

　とっくにやっていなければならなかったはずのことを、今度こそやるためだ。

　クリスマスにとって、世の中には二種類の猫しかいない。すなわち、「スカイウォーカー」と「それ以外」である。そして、朧を最後にスカイウォーカーは死に絶えてしまった。つまり、この先この箱を開ける者がいるとすれば、そいつは「それ以外」の猫である。

　要するに、大集会の手先である。

　望むところだった。

　誰であろうとやっつけてやる。

　敵かたき討うちだ。

　朧おぼろに代わって恨うらみを晴らすのだ。

　だって、朧は、悪いことなどひとつもしていなかったのだから。

　朧は教えてくれた。スカイウォーカーの末路など知れきっていると。無事に天てん寿じゆを全まつとうすることなどできない。運に欠ける者は、実験中の事故で死ぬ。胆たん力りよくに欠ける者は、宇宙のあまりの黒さに気がふれる。そして、それ以外の者はすべて、いずれはソウルセイバーの手にかかって殺される。

　朧はその生き残りだった。

　朧は、その最後の生き残りだったのだ。

　朧のすべての観測を、すべての実験をクリスマスは手伝った。難しいことは何ひとつわからなかったけれど、クリスマスは知っている、よく知っている。最後の一匹になってしまっても、朧は決してあきらめなかった。ヤケクソにもならなかった。自分こそは、今度こそは──そう念じて、うんこをするひまも惜しんで研究にうちこんでいたのだ。

　そして、それでもだめだったのだ。

　大集会の長老ハーンたちなどにはわかるまい。がんばってがんばって、うんこをするひまも惜しんでがんばって、それでもだめだったときの気持ちなど、つまるところ誰だれかを殺すしか能のないソウルセイバーなどには決してわかりはすまいとクリスマスは思う。そして、朧は最期まで立ち止まらなかった。だめだとわかった後も朧は研究をやめなかったのだ。朧は確かにおいぼれだったし、がりがりに瘦やせていたし、どうしようもないくらい食い意地が汚かったし、灰色の毛並みは使い古しの歯ブラシみたいにぼさぼさだったし、背中にはどでかいハゲまであった。それでも、たとえ背中にどでかいハゲがあろうとも、朧はまぎれもないスカイウォーカーの最後の末まつ裔えいだったのだと思う。自分の生きているうちに夢に手が届くことはないだろうという冷徹な判断を下し、しかし努力をすることは決してやめず、過去のスカイウォーカーたちの成し遂げた研究に自分が成し得るあらゆることを上乗せして、いつの日か必ず現れるはずの三十七番目の誰かのために、瓶詰めの夢を残したのだ。

　確かに、その瓶詰めの夢を受け継ぐ者は、ついに現れることはなかった。

　それは認める。

　しかし、朧がしてきたことの、一体どこが死ぬほど悪いことなのだ。

　やっつけてやる。

　誰であろうと容赦はしない。いまさら謝ってもだめだ。泣いたって絶対に許してやらない。

　朧の無念を思い知らせてやる。

　はたしてどちらが死に値するほどの愚か者だったのかを教えてやる。

　新たな目標を得た瞬間から、「つらい」とも「さびしい」とも思わなくなった。夢を抱いて待ち続けるより、恨みを吞のんで待ち続ける方がずっと簡単だった。なにもしなくていい。箱の中の冷たい闇の中で、こうしてただひらすらに身体からだを丸めていればいい。赤いツナギの作業服を着て、ぶ厚くて重そうなスニーカーを履はいて、狭苦しいダンボール箱の真ん中に浮かび、小さな身体からだぜんぶを使ってリュックサックを抱きしめてうつむき、クリスマスは身動きひとつしない。

　物音が聞こえた。

　クリスマスは無視した。取っ手の穴から外をのぞいても、どうせ、変わったことは何もないに決まっているのだ。こういう物音に何度がっかりさせられたか知れない。そんなものにはもう動じないのだ。子供っぽい期待をするのはもうやめたのだ。この展望台にも、物音を立てるものは結構あるのだ。壁の石積みが温度の変化に軋きしんだり、漂流物が何かにぶつかったり。

　再び、物音が聞こえた。

　こうして箱の中にいるだけでも色々なことがわかる。この展望台もずいぶん変わった。昔はこんなに寒くなかったし、空気の流れはもう少しゆっくりだったし、黴かびだってこんなにたくさんは生えていなかった。黴の中に発光細菌のコロニーが大量発生して、箱の取っ手の穴からいつも緑色の光が射さしていたこともある。たぶん、気温や気流が何十年もかけてゆっくりと変化して、それにつれて黴の植しよく生せいも変わってきたのだと思う。生育に適した温度は黴の種類ごとに違うだろうし、珍しい種類の黴の胞ほう子しが空気の流れに乗って遠くから運ばれてきたりもするだろう。四十年と半分でこれだけ変わるのだ。あと百年くらいすればもっとめちゃくちゃに変わるかもしれない。ものすごい黴が生えたりすればおもしろい。歩く黴とか喋しやべる黴とか。

　三度目は、物音だけではなかった。

　微弱なマイクロ波がダンボール箱を叩たたいた。

　暗闇の中を歩く猫が、暗視の補助として無意識に放つ微弱な波だ。

　全身の冬眠解除にかかった。無気呼吸の中止、高速神経の磁化処理、血管拡張とマイクロマシンの全群起動、全部をいっぺんにやった。自律系の液体回路に片っ端から火を点つけ、通電不能な経路を次々とバイパスして循環器系に質問信号を飛ばす。冬眠稼働している三つの心臓が、次の拍はく動どう予定は約二時間後だと声を揃えた。血中酸素は喉のどから手が出るほど欲しかったが、クリスマスは拍動のペースを今以上には上げないことに決める。こちらが物音を立ててはまずい。備蓄しておいた酸素を爆発的に使って、半なかば死体のような身体に熱を呼び覚まそうとあがく。神経内の活動電位がでたらめに衝突してしまい、指示信号が末まつ梢しようまで行き渡らず、酸素はまるで足りない。クリスマスは迷った末に、随意回路の一部を使って肺の呼吸再開を許可する。呼吸音を聞きつけられるかもしれないが、冬眠からの復帰がこれ以上遅れるよりはましだ。

　静かに吸って、吐いた。

　氷点をはるかに下回る気温にもかかわらず、薄く開いた口からもれる息はいつになっても白くはならない。薬物信号で何度も何度もブーストしているのに体温が遅々として上がらない。

　物音がまた聞こえた。

　四つ足がほぼ同時に床を蹴けった音であると容易に分析できるほどの近さだった。

　５メートル。それ以上に遠いということは絶対にない。

　どうしよう、どうしよう。

　とにかく動けるようになることだ。脳圧の上昇もＰｈバランスの安定も後に回した。全骨格を磁化させて骨内の神経をＯＮする。酸素を筋肉組織だけに集中消費させ、どうにか身体からだを動かせるところまで強引にもっていく。

　目を開けた。

　箱形に切り取られた冷たい闇と、久しぶりに目にするダンボールの黴かびのしみと、すぐ目の前にある取っ手の穴と、その向こう側に広がる展望台の夜。

　あれきり、何も聞こえない。

　だが、いるはずだ。

　痺しびれるような恐怖を感じた。自律系が動き始めている今のクリスマスにとって、それは「泣きたくなるほどの」恐怖だった。弱虫な自分が死ぬほど情けない。ケンカにはそれなりに自信があったのに、この箱を開ける奴やつは誰だれだろうとやっつけてやるなんて息巻いていたくせに、いざそのときがきたらこのざまだ。それでも、本当に泣くわけにはいかない。そんなことをしたら外にいる奴に気づかれてしまう。この寒さでは涙だって凍りつく。

　箱に触れないように気をつけて、固く丸めていた身体をゆっくりとほどく。懸けん命めいに恐怖をねじ伏せる。そおっと頭を上げて、取っ手の穴に顔を近づけ、外をのぞいてみた。

　穴の外には、闇があった。

　闇には二つの金きん色いろの目玉がついていて、穴のすぐ向こうからこちらをのぞき込んでいた。

　クリスマスは悲鳴を上げた。




　　　　[image: くぎり]




　天てん使しは、箱の中にいた。




　とうとう見つけた。暗闇でも利く猫の目には、額ひたいのマーキングに書かれている名前もはっきりと見えた。伝説の語る通りだった。色の抜けた髪。闇になお白い牙きば。だぶだぶの赤い作業服と、大きくて分厚いスニーカー。

　が、驚いたのはお互い様だった。

　幽かすかだって、まさか向こうからもこっちをのぞいているなんて思っていなかったのだ。お互いの目が合った途端、ダンボール箱は悲鳴を上げてがったんぼっこんと揺れ動き、幽は幽で全身の毛が逆立つほどびっくりした。反射的に箱を蹴けって身体を反転させ、菌きん糸しの枝を足場に飛び跳はねて、一いち目もく散さんに黴の林の中へと逃げ戻った。

　まだ、ほんの子猫だった。

　トルクの夜に金きん色いろの目をつけたような、幽かすかは本当にどこまでも真っ黒な猫だった。菌きん糸しの枝にしがみつき、ぴったりと身を伏せて、ダンボール箱をじっと見つめている。額ひたいからは太くて長いヒゲのようなものが突き出ているが、これは「電波ヒゲ」というトルクの猫に特有の器官である。これがあるおかげで、トルクの猫はデジタル信号を電波に乗せて会話をすることができるし、物に当たって跳はね返ってくる波を感じ取って闇と霧に満ちたトルクの回廊を歩き回ることができる。長くて器用な尻尾しつぽもまたトルクの猫の特徴で、物をつかんだり、パイプに巻きつけて滑り降りたり、獲え物ものの目の前でゆらゆら動かして注意をそらしたりといった、様々な場面で活かつ躍やくをする。

　が、幽にはひとつだけ妙なところがあった。

　相あい棒ぼうのロボットを連れていないのだ。

　この年とし頃ごろの猫がまだロボットを持たないのはそれほど珍しいことではない。トルクの猫はロボットと一緒でなければ一歩も出歩けない、というわけでも無論ない。しかし、幽が今いるここは、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのてっぺんにある展望台である。猫たちが多く住む外がい殻かくからこの展望台までの間には、無数の気門エアロツクが、危険な毒黴かびの森が、気密が破れて真空地帯となった回廊があるはずなのだ。

　そんな、ロボットを連れた大人の猫でも二の足を踏むような道のりを、この黒猫はどうやって踏破してきたのだろうか。

『びっくりした？　怒ってる？』

　幽は、デジタル信号でダンボール箱に話しかけた。

『またそっちへ行ったら何かする？』

　ダンボール箱は答えない。

　金属製の短いパイプが幽のすぐ近くを漂っていた。幽はそのパイプを尻尾でつかんで引き寄せ、箱を見つめて一秒で狙ねらいをつける。くるりと宙返りをして、身体からだを鞭むちのようにしならせて、力を加減して投げた。パイプは宙を飛び、ダンボール箱の「ひろってください」と書かれたあたりにぼんと当たって跳はね返った。

　その瞬間、ダンボール箱は、せっぱつまった早口でこう言った。

「雨になるでしょう雨になるでしょう。前線の南下とともに雨になるでしょう。内陸部では風も強くところによって強い雨が降りますので充分な警戒が必要です。明け方の気温は朝け今さと同じくらいのところが多く寝苦しい夜が続きそうです」

　思わぬ反応に幽は目を見開いた。

　天てん使し語は遥はるかな昔に失われてしまった言語だ。古こ文もん書じよに書かれている文字の意味を汲み取るならともかく、音響資料など今ではほとんど残っていないし、「声による話し言葉」という概念がそもそも猫にはない。天使語を耳で聞きとってその意味を理解するなど、どんなに優秀な考古学者にとっても至難の業である。

　しかし幽かすかには、ダンボール箱が何を言っているのか、何となくわかるのだ。

　なぜそんなことがわかるのかは、よくわからない。

　無意味な反応ではないという不思議な確信がある。ひどく慌てていて、怖がっていて、一いつ生しよう懸けん命めいに強がっているのだと思う。何をするんだこのノミ野郎、あっちへ行け、お前など少しも恐こわくないぞ──そんなことを言っているのだ。

　再びダンボール箱に問いかける。

『そっちへ行ってもいい？』

　ダンボール箱は答える。

「大雨洪水警けい報ほうです」

　幽はなんだかおかしくなって、身体からだが浮き上がらないように長い尻尾しつぽを枝に巻きつけ、その場でくるくると踊った。気持ちが昂たかぶって背中の毛がちりちりする。ダンボール箱は恨めしげな沈黙を守っている。

　長い間、ずっと捜していた。他のどんなロボットにも興味はなかった。いいロボットを捜してやるとしつこく持ちかけるおせっかいなドールマスターもいたし、ロボットなしの半はん端ぱ者とずいぶんいじめられた。それでも、ひとりでずっと捜し続けた。古こ文もん書じよを漁り、トルクのあちこちをさ迷った。ずいぶん危ない目にも遭あった。怪物のような野良ロボットに襲われて右の後足を折られたこともあるし、毒黴かびの病気にかかって死にかけたこともある。

　それでも、あきらめようとは一度も思わなかった。

　猫の手もロボットの手も借りず、たったひとりで、ひたすらに捜し続けてきたのだ。

『──自分が賞金首だってこと、知ってた？』

　ダンボール箱は答えない。

『朧おぼろ・三十六番は、殺される前に審問にかけられた。異い端たん文書を詰めた瓶を残したことを喋しやべったんだ。宣せん教きよう部隊は血眼になってトルクの隅々まで捜したけど、その瓶も、その瓶のありかを知ってるはずのロボットも、結局は見つからずじまいになった。──そのこと、知ってた？』

　やはりダンボール箱は答えない。

　それでも、幽にはわかる。取っ手の穴からこっちを見ている。長い長い間、希望を常に裏切られてきたことだろう。もう何も信じられなくなって、これ以上傷つかないですむように張り巡らせた壁は生なま半なかな厚さではあるまい。

『でもね、そんなのは三十六番の計算のうちだったはずだよ。計算が得意でなきゃスカイウォーカーは務まらないからね。審問で頭を塗り潰つぶされなくても、三十六番はきっと同じことを喋るつもりだったと思う。そうでなきゃ、瓶のことは誰だれにも知られないままになっちゃうし、ぼくだってその瓶を探そうなんて思わなかったはずだもの。きみはぜんぶ見てたんだろ、三十六番は死にもの狂いで研究をしてたんだろ？　その瓶の中には、三十六番の研究の成果がぜんぶ詰まっているんだろ？」

　そのとき、展望台の窓の外に青い光が射さした。

　青い光は右から左に窓の外を走り抜け、展望台の夜を追い散らし、渦を巻く漂流物のすべてに色と影を与えた。

　何時間かに一度やってくる、展望台の夜明けだ。

『その研究の続きはぼくがやる』

　言う。

『ぼくは、幽かすか・スカイウォーカーの三十七番だ』

　夜が明けた。

　展望台は、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのてっぺんにある大きな球状の部屋だ。黴かびの森に囲まれ、無数の漂流物が舞い漂うその場所で、黒い子猫が「ひろってください」と書かれたダンボール箱をじっと見上げていた。

　その背景をなす半球状の窓を埋め尽くして、青い地球は、白い乱雲とともにあった。

『約束する。必ず、あそこにたどり着いてみせる』

　幽は思う。

　自分こそは。

　今度こそは。

　トルクの誰だれもが「地ち球きゆう儀ぎ」と呼び、死者の魂が行き着く彼ひ岸がんであると信じるあの場所に、自分は必ずたどり着いてみせる。大集会の長老ハーンたちもたまにはまともなことを言う──その通り、トルクは大昔に天てん使したちの手で築かれた城であり、宇宙に浮かぶ島だ。その高度は地上６０００キロ、軌道速度は秒速５６００メートル。このふたつの悪あく魔まの数字に打ち勝つためには、強力な噴射のできるエンジンと堅けん牢ろう無む比ひな耐熱機構があればいい。軌道速度を殺すための大きな力と、途方もない熱に耐えられる硬い盾さえあれば。




　──お前がどこにどう隠そうとも、三十七番は必ずやその瓶を見つけ出す。見つけられん奴やつには永久に見つけられん。よいか、いつの時代でもそうだが、世の中には二種類の猫しかおらん。

　不可能なことには興味のない奴と、不可能なことにしか興味のない奴だ。




「ひろってください」と書かれたダンボール箱のフタが、おっかなびっくりに開いていく。
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　葬式が始まる。坊主どもが無重力の中でくるくると舞い踊り、首に吊つるされた鈴がころころと鳴り響き、その音は幾重にも跳はね返って、螺旋階段スパイラルの洞々たる闇の中に落ちていく。

　焰ほむらの身体からだは身動きひとつしない。

　その周囲を坊主どもが踊り回る。闇には幾本もの錆さびた鉄の鎖がはりめぐらされており、坊主どもはその鎖を足場として跳ね回り、悪あく霊りようとの絶ぜつ縁えん札ふだを撒まき散らして結けつ界かいを張り、宙で身をよじり、一心に、目まぐるしく踊っている。

　葬そう儀ぎの間、死人は決して動いてはならない決まりだ。焰は、白い毬まりのように身体を固く丸めている。目隠しの中で目を閉じている。右の耳のピアスには戒かい名みようの書かれた名札が結びつけられている。長い尻尾しつぽをゆらりともさせない。尻尾をじっと動かさないでいるのは難しいことなのだが、こうして死体となるのもすでに十三回目であり、焰は慣れていた。なかなか堂に入った死にっぷりだ。

　螺旋階段は巨大な円筒形の空間で、直径が20メートル、長さが１５０メートル、トルク中ちゆう心しん柱ちゆうのそのまた中心にあり、重力はない。その名の通り、円筒の壁には長い長い螺旋階段がへばりついている。階段は円筒の底から数えて二千五百と五十二の段を刻み、百と三回の渦を巻いてようやくてっぺんにまで登り着く。

　その円筒のてっぺんの虚こ空くうの闇に浮いて、坊主どもは焰ほむらを弔とむらっている。

　この場所から見る螺旋階段は、リング状の巨大な歯車の連なりが詰め込まれた巨大な洞どう窟くつに見える。階段の途中には踊り場がいくつもあって、四方八方へと枝分かれする通路がぽっかりと口を開けている。それら「洞」と呼ばれる開口部には今、ただ一匹の猫の姿しかない。階段のてっぺんにほど近い小さな洞に、背の高いロボットを連れた茶色の子猫がいて、坊主どもが焰の葬そう儀ぎを進める様をじっと見つめているのだ。しかし、他にいくらもある大小の洞に、他の猫の姿はまるでない。

　これは異常な事態だと言える。

　せっかくのスパイラルダイブが──それも、空前絶後の大一番が、あといくらもしないうちに始まるというのに。

　焰と坊主どもの頭上には、大きさの異なる四つのシャンデリアが浮いている。鋼鉄製の丸くて無骨な枠にロウソクを幾本も突っ立てただけの代物だが、真ん中には歯車がむき出しの機関部らしきものがあって、その上と下では大きなファンがゆるゆると回転している。このファンが周囲の空気をかき混ぜているおかげでロウソクに酸素が供給され続け、丸っちい炎は無重力の中にあってもどうにか燃えていられるわけだ。シャンデリアそのものが回転してしまわないように、上下のファンは互いに逆の方向に回ることで発生するトルクを打ち消し合っていた。

　鈴をごろごろ鳴らして躍おどっていた坊主どもが、今度はメートル波で経を唱え始めた。

　いつものことでもあるし、ありがたいことには違いない。が、焰にはどうにもうるさくてたまらない。目隠しに隠れている眉み間けんに力がこもる。動かすまいと務めている尻尾しつぽが微かすかに波打つ。とはいえ、まさか本当に文句をいうわけにもいかない。何と言っても、坊主たちは自分のために祈ってくれているのだから──死んだら迷わず地ち球きゆう儀ぎへ行けるように、と。

　そうなのだ。

　今度こそ自分は負けて、死ぬかもしれない。

　今度の相手は、今までとは違うのだ。

　斑まだら・千二百九十九番。

　過去四年にわたって「多爾[image: こん]ドルゴン」の座に君臨し続けている、史上最強のスパイラルダイバー。

　斑を相手に十三回目のダイブをやると決めたとき、誰だれもが焰を止めた。ここまできただけでも立派なもんだ、なぜ死に急ぐようなまねをする、悪いことは言わないからやめておけ──誰もがそう言った。斑はそれは恐ろしい顔をしているんだぞ、気の弱い子猫などその顔にひとにらみされただけで死んでしまうんだぞ──そう言った奴やつもいる。斑は怒ると炎の息を吐くと聞くぞ、お前などあっという間にお粗末な消し炭にされてしまうぞ──そう言った奴もいる。斑はその頭の先と尻尾しつぽの先とでは天気が違うほどの巨体だと聞くぞ、お前など、斑まだらの毛皮の中にいるノミに食われただけで死んでしまうぞ──そう言った奴やつもいる。それ以外にも耳にタコができるほど聞かされた、数え切れないほどの「お前など」「お前など」「お前など」。

　それでも焰ほむらは、斑に挑戦状を叩たたきつけた。

「あやつき髑髏しやれこうべ」と呼ばれる、古い作法に則った挑戦状だった。自分の糞くそを尿で溶き、それを右の前足に塗って天てん使しの頭ず蓋がい骨こつの額ひたいの部分にぺたりと足跡をつける。その頭蓋骨に腐ったネズミの死し骸がいを添えて、空中楼閣の赤黴かびの老木の根元に置いてきたのだ。

　トルクがひっくり返るような騒ぎになるかと思いきや、周囲の反応は「とうとうやっちまったか……」という重ったるいあきらめだった。知り合いは回廊で焰に行き会うと、目をそらすか、「お前はいい奴だったよ」みたいなことを言うか、借りていた物を返すかだった。

　ふと、誰だれかの尻尾が焰の頭を撫なで、目隠しを取り去った。

　それでも焰は目を開けない。

　声がした。

『で、どうだ、勝算はあるのか？』

　目を開ける。

　気がつけば、読ど経きようはいつの間にか終わっていた。すぐ目の前には、よぼよぼの坊主が浮いている。周囲には他の誰の姿もなく、撒まき散らされた札が闇に漂っているばかり。焰の知らぬ間に葬そう儀ぎは終わってしまったようだ。目の前にいるこのよぼよぼの死にぞこないだけを残して、他の連中はとっとと引き上げてしまったらしい。

『──死人と口を利いていいのかい？』

『構かまわんさ。ぬしほどの向こう見ずが、死んでわしのようなおいぼれに祟たたるとも思えんからの。これ幸いと地ち球きゆう儀ぎへ飛び降りて、歴代のスパイラルダイバーに片っ端からケンカを売るつもりじゃろが。違うか？』

　この死にぞこないの坊主はどうやら、ずいぶんくだけた奴らしかった。長いこと目を閉じていたせいで視界がぼやけ、四つのシャンデリアが投げかけるぼんやりとした光の中、暗い色の毛皮をした坊主の笑みはまるで幽霊のように滲にじんで見えた。

　焰はうるさそうに答える。

『──向こうが突っかかってくればだけどな』

　坊主は笑う。

『坊主に噓うそをつくと尻尾を引っこ抜かれるぞ。何があろうとなかろうと、ぬしは自分より強い奴を見れば突っかかっていくじゃろうよ』

　かもしれない、と焰は思う。

　見れば、坊主は額の電波ヒゲの周囲の毛を星型に剃そり抜いており、右の耳に大きな耳飾りを三つもつけ、尻尾の先には見るからに偉そうな大きな鈴を下げている。こいつ僧そう正じようさまなのか──焰ほむらは少しだけ驚いた。下っ端の坊主が酔すい狂きようで居残って自分をからかっているのかと思っていたのだ。僧そう正じようともあろう者が、死人である自分に一体何の話があるのだろう。

『──で、何の話だっけ』

『だから、勝算じゃ勝算』

　一瞬だけ呆あつ気けにとられ、次いで馬鹿馬鹿しくなって、

『ねえよバカそんなもん。あるわけねえだろ。スパイラルダイブにそんなもんがあったためしはねえよ。そんなもんがあったら勝負の意味がねえだろうが』

　それを聞いた坊主は目を丸くした。顔を近づけ、

『するとあれか、まったくの無策というわけか？』

『決まってるだろ。相手のことなんにも知らねえのにどうやって作戦立てるんだよ』

『しかし、そうは言っても何かあるじゃろう、例えば──』

　と言ったきり坊主は考え込んでしまう。いくら僧正でもしょせんは坊主であって、戦いの機微などまるで埒らち外がいのことなのだろう。首をかしげ、尻尾しつぽの先に下げた鈴を苛いら立だたしげに振りながら、いつまでも考え込んでいる。

　強引に続きを引き取った。

『──例えばさ、何でもいいや、尻尾を踏んだとか踏まないとかで、全然知らねえ誰だれかとマジんなってケンカしたとするだろ？』

『うむ』

『で、どっちかが死ぬより先に勝負がついたとする。かたっぽの勝ちで、かたっぽの負けさ。負けた方はくやしいもんだから仕返しを考える。いっぺんやり合って相手の手のうちがある程度はわかってるから、当然そいつは作戦を立てるよな。背中を引っかいても効き目がなかったみたいだから、次は腹を引っかいてやろうとか。尻尾に嚙かみついてもだめだったらから今度は耳に嚙みついてやろうとか』

　坊主は口を挟まずに話を聞いている。焰はなんだかきまりが悪くなった。

『──やめ。坊さんに説教するなんてあべこべだ』

『いや、なかなか面白い。続きを頼む』

　そう言う坊主の口調に馬鹿にしたようなところは少しもない。ためらいながらも焰は先を続けようとして、

『──何だっけ』

『尻尾に嚙みついてもだめなら耳に嚙みつくんじゃ』

『そうそれ。仕返しをするんだよ。てめえこないだはよくもやってくれたなってわけさ。で、もういっぺんケンカする。かたっぽが勝ってかたっぽが負ける。負けた方は作戦を練ってまたケンカをしにいく。これの繰り返し。そいつらがどれくらいバカかにもよるけど、そんなこと繰り返してたらしまいにゃどうなると思う？』

　問われた坊主は、まったくの真剣に問い返した。

『──どうなる？』

『決まってんだろ。やるたんびにケンカの真剣味がどんどん薄れて、しまいには友達になっちまってケリさ。「なかなかやるな」「お前もな」ってやつだ。相手の手のうちを読もうとしてのべつ頭をひねってりゃあ、相手の都合もわかっちまうし、相手をやっつけなくてもすむ方法だって見つかっちまうんだよ』

　坊主は沈黙している。

『これでわかっただろ？　作戦なんて二度目三度目のケンカからのもんだし、そんなもんが少しでもからみ始めたが最後、それはもう本当の勝負じゃあなくなっちまうんだ。どこの誰だれともわからない、引っかきが得意なのか嚙かみつきが得意なのかもわからない、まるで得え体たいの知れない「そいつ」とやり合う最初の一回目だけが本当の勝負だ。それ以降はみんな求愛ダンスみたいなもんさ。相手のことは何もわからない、手のうちも知らない、だから作戦も立たなきゃ同情のしようもない、同情のしようがないからどんなことをしてでも相手に勝ちたいと思う、そういう最初の一回目だけが本当の真剣勝負なんだよ。本当におっかないのも、本当に真剣になれるのも、その最初の一回目だけなんだよ』

　坊主は沈黙した後に、ぽつりと尋ねた。

『──斑まだらに負けたらどうするつもりじゃ。その言い草ではよもや二度目はあるまい』

『ああ、二度目なんかねえさ。相手は音に聞こえし多爾[image: こん]ドルゴンサマだ、そんときゃおれは地ち球きゆう儀ぎにいるよ』

　坊主は唇を舐なめ、目を細め、あきらめきったように一度うつむいた。再び上げたその顔には笑みがあり、

『のう、スパイラルダイバーなぞやめにして坊主にならんか？　ぬしの話は面白い』

　ばぁか、坊主になぞ誰がなるか──焰ほむらはうんざりと思う。

『よそのネズミは太って見えるのさ』

　話をすることが得意だなどと思ったことはない。聞く耳のある者には別の世界の話は何であれ、たいてい面白いのだ。焰はぷいとそっぽを向いて螺旋階段スパイラルの奥のとある洞に視線を向けた。

　そして、ちょっとだけ驚いた。

　──あいつ、まだいたのか。

　茶色の子猫は、まだその洞にいた。ひょろりと背の高い、間抜けな面つきのロボットと一緒に、こちらをじっと見つめている。

　焰が階段入りしたときにはすでに、子猫はその洞に陣取っていた。それからすぐに焰は目隠しをされ、葬式が始まり、その葬式はいつのまにか終わって、クソ坊主のなれなれしい話に付き合って、ふと気がつけは子猫はまだそこにいる。シャンデリアの弱い光を受けて、子猫のふたつの瞳が闇の中で薄赤く光っている。

　しかし、それだけだった。

　茶色の子猫一匹と、ひょろ長いロボットが一体いるだけ。螺旋階段スパイラルの他のどの洞にも、誰だれの姿もない。

　トルクで最も人気のないスパイラルダイバーは誰かといえば、それは他でもない──焰ほむら・二千五百三十三番である。

　そのことは焰とて自覚しているし、大して気にしてもいない。が、さすがの焰もここまで閑散とした螺旋階段は初めてだった。焰がこれまでに勝ち抜いてきた十二回のダイブにだって、それなりの数の見物客はいたのだ。もちろん、それなりの数といっても知れたものだったし、そうした見物人たちも焰ではなく焰の対戦相手を見に来ていたのだろう。とはいえ、寝っこけていようが牝めすといちゃついていようが、洞にいる以上は一応は見物客である。螺旋階段のどの洞にもダイブを見物する猫たちの瞳が点々と輝き、猫たちの連れのロボットが手にしている発光細菌を詰めたランプの明かりが、螺旋階段全体をうすぼんやりと照らしていたものである。

　これまでは、だ。

　しかし、十三回目の今は、この有様だ。

　当然だと焰は思う。なにしろ、丸っきり人気のない自分が、無謀にも恐ろしい怪物である斑まだらと対戦するのだ。見物客にしてみれば、この場にいるべきではない理由は三つある。まず、焰の戦いなど見る気もしない。次に、恐ろしい怪物である斑などと同じ場所にいたら命が危ない。最後に、結果は知れきっているのだからわざわざ見る必要などない。

　構かまうものか、と思った。

　見物客のために戦うのではない。

　しかし、茶色の子猫はまだそこにいて、焰をじっと見つめている。

　いきなり、焰はまっすぐに子猫をにらみつけ、にたりと笑いかけてやった。

　子猫は跳はね上がって驚いた。不用意に跳ね上がったので、小さな身体からだが洞の天井近くまで浮き上がってしまった。それを見たロボットがあわてて子猫を捕まえる。が、パニックに陥ってわけがわからなくなっているのだろう、子猫は恩知らずにも自分を捕まえてくれたロボットの顔面をばりばりとかきむしり、ロボットの頭上を蹴けり抜けて、通路の奥へと逃げ込んでしまった。ロボットはおろおろし、両目を間抜けな感じにぴかぴかと光らせ、がしゃんがしゃんと子猫の後を追う。

　傍かたわらで一部始終を見ていた坊主は苦笑して、

『──意地の悪い奴やつじゃのう。最後にただひとり残った見物客だというに』

『いいさ』

　焰は子猫とロボットが逃げ込んだ通路の闇をすかし見る。

　どうせいないなら、見物人などいっそ一人もいない方がよかった。

『そんなことはいいんだ。それよりもさ、多爾[image: こん]ドルゴンサマが出張ってくるにゃまだ少しあるだろ。説教聞いたらちゃんと托たく鉢はつよこせ。今度はそっちのネズミの話をしてくれよ』

　焰ほむらはそう言って頭上を見上げた。坊主は焰の視線の先を追う。

『あの四つの浮き燭しよく台だいは、宇宙の構造を表しているんだろ──』

　焰と坊主の頭上の闇の中には、大きさの異なる四つのシャンデリアが浮いている。八枚のファンが静かに闇をかき混ぜる音が聞こえる。鋼鉄製の丸い枠はロウソクの光と闇に負けて目には映らず、四つの丸い星座が夜に浮かんでいるように見えた。

『──おれはさ、死んだらさ、おれの魂はさ、』

『地ち球きゆう儀ぎへゆく』

　坊主は答えた。

『ぬしは見たことがないかもしれんが、魂が地球儀の昇しよう天てん力りよくに引かれて落ちていくところは、我ら生きた猫の目でも見ることができる。特に、トルクが地球儀の夜の側にあるときにはな。光り輝く魂が長い軌跡を引いて、たいそうな早さで流れ落ちていく様がはっきりと見えるぞ。落ちていく魂がなぜ光るかというとな、地球儀の神しん気きに触れた魂の汚けがれが燃えるからだ。つまり、より汚れた魂ほどよく光るということになるな。──こういう話はつまらんか？』

『いや』

『遥はるかな昔、トルクには天てん使しと猫が住んでいた。天使は傲ごう慢まんにも、自らの姿に似せた生き人形をこしらえた。この生き人形とは今で言うロボットであるが、天使のこの傲慢な行いに神なる覇は威い奴ど呂ろは怒り、滅びの使徒である三つの支し威いとひとつの亜あ威いを遣わして、天使をひとり残らず滅ぼした。トルクの遥か外側を回っておる月は、滅びの使徒が残した天使の墓標じゃ。墓標は忌むべきものであるからして、こうした葬儀の場においても月を表す浮き燭台が用意されることはない。ここまではよいな？』

　焰が目でうなずくと、坊主は眠たそうに尻尾しつぽを動かし、頭上の闇に浮いているシャンデリアのひとつを指した。尻尾の先に吊つられた鈴がからりと鳴った。

『あれだ。あの浮き燭台のうちの、もっとも小さいものがトルクを表す。死して後、ぬしの魂は汚れを焼かれて地球儀へ落ちていく──ほれ、トルクのすぐ隣に浮いておる大きな燭台。あれが地球儀じゃ。汚れを焼き落とされた魂は百年の寿命を持つが、地球儀においても死はぬしを訪れる。その後、ぬしの魂は地球儀を旅立ち、さらなる高らかな場所へと向かう。その地を金きん星せい儀ぎと呼ぶ──あそこの、ずっとむこうにある燭台じゃな。金星儀での猫の寿命は千年に及ぶ。その寿命をまっとうした猫は、ついに──』

　焰は口を挟はさんだ。

『太陽儀に召されるんだろ？』

　坊主は驚いて振り返り、ひげを震わせ、

『──ただのケンカ屋と見くびっておったようじゃ。ぬしは妙なことを知っておるな』

『ただのケンカ屋だからだよ。おれらスパイラルダイバーにとっちゃ、死ぬなんてことはメシ食ったりクソしたりすんのと同じ距離にあるからな。他の猫よりゃ興味もあるし、そのへんのジジイの話を聞いたりもするさ。だけど、地ち球きゆう儀ぎに落っこちてく魂が燃えるなんてこと知らなかったし、金きん星せい儀ぎなんて聞いたこともなかったよ。続きは？』

　坊主はふむ、とうなずき、

『ますますぬしを弟子に取りたくなった』

　焰ほむらに横目でにらみつけられ、

『──とはいえ、続きはもうあまりない。金星儀での天寿を終えた魂は、』

　坊主は、一番遠くに浮いている、一番大きなシャンデリアを尻尾しつぽで指した。

『あれが太たい陽よう儀ぎじゃ。あそこへゆく。あの太陽儀こそ、神なる覇は威い奴ど呂ろのおわす宇宙の中心なのじゃ。父なる覇威奴呂と母なる覇威奴呂は常にまぐわいて、神子なる辺へ理り迂う無むを生み出しておる。同時に膨ぼう大だいなる光素が発生し、彼方よりその光素が照らしおるおかげで酸素黴かびは豊かに茂り、我らトルクの猫も生きておれるというわけだ』

　話が大きすぎる。その過程をうまく想像することができない。が、この坊主もそれは同じだろうと焰は思う。誰だれしも同じであるはずだ。理解しているのとただ知っているのとでは天と地ほども違う。

『太陽儀に召されるまで一千と百年か──気の長い話だな。で、その先は？』

　坊主の尻尾がぴくりと震え、からりと鈴が鳴った。

『──なんじゃと？』

『だから、その続きだよ。死んだおれの魂が、一千と百年かけて太陽儀にたどり着いて、それから先はどうなる？』

　表情も固く、坊主は慎重に答える。

『それで終わりだ。終わりの先はないし、魂が太陽儀に召されることが最終的な救いなのだ』

『終わりってことあるか。太陽儀でもやっぱり魂に寿命がきて、またどこか別の場所へ行ったりとかしないのかよ？　他に行き場がないんなら、太陽儀はいつか猫の魂でいっぱいになっちまうんじゃないのか？　それとも、』

　喝カ──────────────────────────────────────っ!!

　坊主はまったくの突然に焰をにらみつけ、全身の毛を逆立て、喉のどを鳴らして大喝した。焰は心底驚いて身をのけぞらせ、呆あつ気けにとられて意識が一瞬だけ空白に染まった。

　その瞬間。

『スキありっ』

　坊主はするりと尻尾を伸ばし、その先に吊つられた鈴で焰の鼻っ面をぼかっと叩はたいた。

　かなり痛かった。叩かれた反動で、焰の身体からだが回転し始めてしまった。

『笑止。ぬしはそれでもスパイラルダイバーであるか。わしが敵であったならぬしは今のひと太刀で地球儀送りよ』

　坊主は頰ほおヒゲを大きく開いて満面の笑みを浮かべる。焰ほむらは尻尾しつぽを強く振ってその回転を止め、両の前足で鼻を押さえ、目を丸くして坊主を見上げる。

『しかしな、わしがわし以外の坊主であったなら、そんなもんではすまんかもしれんのだぞ』

『──な、なんだよそりゃ』

『今後は気をつけるがよい。ぬしの物言いは世の坊主どもを怒らせる。坊主とて猫の子よ。中には気の短い奴やつもおるしな、ぬしを異い端たん者しやとして審問にかけようと計るやもしれん。よしんば、そこまで修行の足らん奴でなくとも──』

　そこで坊主はいきなり語調を荒げ、

『太たい陽よう儀ぎに行き着いたその先のことなど考えてはならん！　そうした問いにこそ終わりがないのだ！　そのような際限のない問いに心を縛しばられておるようでは、死して後も貴公の魂は答えを求めて宇宙の暗黒を無限にさ迷い続けることになるぞ！』

　そして再び柔らかな口調に戻る。

『──とまあ、大抵の坊主ならそう言うだろうて』

　坊主の満面の笑みは結局、焰が怒り出すタイミングをすっかり潰つぶしてしまった。

　──変な坊主だ。

　そう、本当に変な坊主だと焰は思う。ヤバい物言いをしているのは自分よりもむしろこの坊主の方だと焰は思うのだ。この坊主は、焰の言葉が自分たちの痛いところを突いたのだということを認める言い方をしている。「こちらに矛盾があることは百も承知だ。しかし、実際問題として、面倒事に巻き込まれるのが嫌ならそういう角の立つ物言いは慎むべきだ」──坊主ははっきりとそう言っている。そんな言い草こそが、そもそも坊主の口にしてよい言葉ではないはずだ。

　もし、もう一歩だけ踏み込んだら、この坊主は何と答えるのだろう。

『──大抵の坊主がそう言うなら、じゃあ、あんたならどう言うんだよ』

　ふむ──坊主は真面目な顔で視線をさ迷わせ、

『先ほど、わしが話した太陽儀までの魂の道のりだがな。あれはその昔、大集会の偉大なストーリーメイカーであった剣つるぎが膨ぼう大だいな観測結果より導出した「三段階ジエイコブス・至天ラダー・航路オービツト」というやつだ。今では坊主をやっておる者なら誰だれでも知っておるし、大集会もこれこそが正しい浄じよう土ど構造であるというお墨付きを与えておる。しかし、しかしだ』

　坊主は急に声をひそめ、焰以外には誰もいるはずのない周囲の闇に目を走らせ、物陰に潜ひそむ何者の姿もないと納得するまで執しつ拗ようにマイクロ波を放った。焰は驚いて、

『な、なんだよ』

　坊主は焰にぐいと顔を近づけ、

『ここだけの話、わしはこの説に疑問を持っておる。天てん使しの残した古こ文もん書じよを読み解いていくとな、金きん星せい儀ぎと太陽儀の間にはもう一段階、「水すい星せい儀ぎ」という儀体があるはずなのだ。これまでにその存在を実際の観測で確かめた者はおらなんだし、今ではそんな儀ぎ体たいなぞありはせんということになっておる。しかし、しかしじゃ。もし仮に水すい星せい儀ぎがごく小さく、太たい陽よう儀ぎにごく近い軌道を回っておるとすれば──』

　そのとき、鈴の音とメートル波の経きよう文もんが聞こえた。

　坊主は全身の毛を逆立てて口をつぐみ、螺旋階段スパイラルの奥底の闇を振り返った。

　墨のような暗闇の中に、遠く、シャンデリアの灯があった。

『ようやくお出ましだ』

　螺ら旋せんの底をぴたりとにらみつけ、焰ほむらがつぶやいた。

　一端から一端までは１５０メートル。

　大げさな距離ではない。

　とはいえ、今の螺旋階段には見物客はいない。ロボットたちが手にするランプの明かりのひとつもなく、螺旋階段の闇はいつになく深い。しかし、ごく微少な光をも逃すことのない猫の目は、１５０メートルの闇の堆積を貫いてその奥底を見通すことができる。

　焰と坊主には見える。

　まずは、闇に浮かぶ四つのシャンデリアの光。

　そして、その周囲に蠢うごめく僧そう形ぎようの猫たちの姿。

　そのさらに背後、螺旋階段の底をなす直径20メートルの円形の壁には、鋼鉄製の大きなカタパルトが四基ある。最初からそこにあったのではなく、大昔の猫が大変な労力を費やして設しつらえたものだ。四基とも構造はまったく同じで、ゴム製の弦の力で荷物を飛ばす仕組みである。でかいゴム鉄砲と言ってしまえばそれまでだが、大変な力で跳はね返ってくるこの弦に打たれたら、猫の身体からだなど簡単に両断される。カタパルトの正面には八角形の大きなプレートが溶接されており、四基それぞれの番号が書き込まれている。左上から時計回りに「壱いち号」「弐に号」「参さん号」「四号」。

　その参号カタパルトの射出レーン上に、「不ふ動どう」がいる。

　ハーネスで全身を固定されてうずくまる、羽をむしり取られた蜂はちのような異い形ぎようの姿がある。

　坊主がつぶやく。

『あれが斑まだらの相あい棒ぼうか。珍しいな、天てん使し型ではないぞ』

『そうでもないさ。螺旋階段はどうせ無重力だしな、ダイバーの中にゃ相棒の足をぜんぶ外しちまう奴だっているぜ』

　焰はそう答える。が、その目はカタパルトの上の不動を見てはいない。

　鈴を鳴らして踊る坊主たちの只ただ中なかに、その名の通りの斑を全身の毛皮に散らした、さして大きくもない猫がいる。

　焰がそうしていたように、目隠しをして闇に身体を浮かべている。

　焰は、その猫だけを見ている。

　あれが、斑まだらだ。

　そのはずだ。

『──拍子抜けじゃな。何が口から火を吐くか。またずいぶんと貧ひん相そうな奴やつではないか。やはり噂うわさはあてにはならんな。あれでは話半分にもならん』

　斑の姿に気づいた坊主が辛しん辣らつな感想を述べた。

　焰ほむらは無言だ。

『けっ、見よあのザマを。どこの生臭だ。ずいぶんとまあ適当な葬式もあったものよ。けち臭い札の撒まき方をしおって。おおっなんじゃなめんとんのかこら、戒かい名みよう札もつけよらん』

『まあそう言うな。あんまり真剣にやったら多爾[image: こん]ドルゴンさまに失礼だとでも思ってるのさ』

　途端、坊主は剣けん吞のんな目つきで焰を振り返った。

『──まさか、ぬしも同じ考えなのか？』

　焰の表情は変わらない。

『いや。おれは斑にケンカを売った張本人だしな。どこの坊主もみんなブルっちまってさ。誰だれも葬式を引き受けてくれなくて困ってたんだ。無理聞いてもらってすまなかったと思ってる』

　坊主は押し黙った。

　焰もそれ以上は何も言わない。

　坊主の言う通り、確かに適当だった。二人が見守る中、敵方の葬式はものの数分で片付いてしまった。

　突然、視界を揺るがすような鐘の音が鳴り響いた。鐘の音は螺旋階段スパイラルの隅々にまでわんわんと反響し、かなりの時間をかけてようやく闇に溶けて薄れていく。続いて、今度は大きな歯車が規則的にかみ合うような音が聞こえてきた。

　螺旋階段の真ん中にある空気時計が、最後の二分を数え始めていた。

『秒読み開始だ。ごっそさん、これまでで一番懇ねんごろな弔とむらいだったよ。もう行きな』

　焰が言う。

　坊主は焰をじっと見つめ、

『──ぬしよ、』

『何だよ』

『──必ず勝たれよ。わしの葬式を無駄にせよ。あのみっともない奴やつに、あんないい加減な葬式しかせなんだことを後悔させてやれ』

　歯車の音を十聞いてから、焰は答えた。

『守れるかどうかわからない約束はしないよ』

『な、なんじゃぬしは。なぜ今になってそんな情けないことを言う。いいか、言葉というものにはすごい力があるんじゃぞ。言葉には言こと霊だまというものがあって、』

　すぐ足元にあった鎖を蹴けって、焰は背後の闇の中へと跳ちよう躍やくした。白い身体からだをくるくると回し、別の鎖に尻尾しつぽを巻きつけて身体からだの動きを止め、手足をだらしなく広げてぶらりとぶら下がる。

　にたりと笑った。

『できるかどうかわからないことを必ずやるって言うのは噓うそだろ。さっきと言ってることが違うぜ、坊さんに噓ついたら尻尾を引っこ抜かれるんじゃなかったのかよ』

　再び鐘の音が螺旋階段スパイラルを震わせる。

　あと一分。

『ほら、危ないからもう行けっての。その様子じゃ坊さんも老い先短かいだろうしさ、またじきに地ち球きゆう儀ぎでばったりってことになるだろ。そんときゃよろしく頼むわ』

　投げつけるように言う。

　歯車の音は続く。

『のう』

『何だってんだよ、いいかげんに──』

　が、そのときの坊主の顔にはもう、ふざけた感じの笑みがあるだけだった。

『本当に、わしの弟子になる気はないのか？』




　坊さんを追い払い、尻尾で鎖にぶら下がっていた焰ほむらはくるりと身体を引き上げた。

　言った言葉に噓はない。

　噂うわさはいくらも聞いた。しかし、斑まだらという猫がどれだけすごい奴やつなのか、本当のところはまるで知らない。だから作戦もへったくれもない。が、伊だ達てや酔すい狂きようで多爾[image: こん]ドルゴンの座を四年間も守り続けることはできまい。

　螺旋階段の底の、かすかなシャンデリアの明かりを見つめた。

　そんな怪物と、自分はこれから戦うのだ。

　焰はひとつ身を反らし、背後の闇へと大きく跳ちよう躍やくした。

　焰の背後、螺旋階段の天井をなす直径20メートルの円形の壁には、鋼鉄製の大きなカタパルトが四基ある。

　そして、そのカタパルトの壱いち号と四号の射出レーン上に、ハーネスで全身を固定されてうずくまる二体の巨人の姿がある。

　どちらも天てん使し型のロボットであり、双子のようなまったくの同型機であるが、その身の丈は２メートルにあまり、重量は双方合わせて５００キロ以上にも及ぶ。その身を固める古びた防ぼう刃じんギアには、かつて焰が倒してきたスパイラルダイバーの返り血が深々と染みついている。両機の額ひたいには、甲賀組コウガ・フアクトリー製のロボットであることを示すマーキングがある。額にはさらに、両機の初起動が西暦二一八二年の三月であることが記され、夜光塗料で筆書きされた銘が鈍く輝いていた。

　壱いち号カタパルトの巨人の銘は、「日につ光こう」。

　四号カタパルトの巨人の銘は、「月がつ光こう」。

　焰ほむらは日光の頭にしがみつき、その頭の後ろにある防ぼう刃じんギアのフードの中にくるりと滑り込む。そのとき、四号カタパルトの月光が焰の方を見上げ、肉食獣が喉のどを鳴らすような低い唸うなりを上げた。焰はフードから顔をのぞかせ、

『いや、いつもと同じだよ。おれと日光が先行して、お前が一秒後にその後に続く』

　今度は日光が長い息を吐く。それにも焰は答えて、

『ああ。あの茶色のチビとお伴のひょろひょろしたロボットだろ？』

　日光が短く唸る。

『なんだそりゃ。そんなもんいるわけねえだろ』

　日光はなおも言い張る。

『勘弁しろよお前、ついにイカれたんじゃねえのか？』

　日光はそれでも納得しない。

『あのな、お前だってあの坊さんの話聞いてたろ？　天てん使しなんてとっくの昔にみんな死んじまってもういねえんだよ』

　ならばあれを見てみろとばかりに、日光は螺旋階段スバイラルのずっと奥の一点を指差した。

　焰はその先を目で追った。

　そこは、螺旋階段の中腹あたりにある大きな洞だった。闇を頰ほお張ばった口がぽっかりと開いているばかりで、別段変わったものは何もない。猫もロボットも、もちろん天使もいない。

『なんにもいねえぞ』

　さっきまでそこにいたのに──どうやら日光はそう思っているらしい。指差したその先に誰だれの姿もないことに気づいて戸惑い、フードの中の焰を不安げに振り返る。

『気味悪い話はもう終わりだ。得え物ものの準備はできてんだろうな？』

　仕方なしに日光はうなずく。焰は日光の肩越しに、螺旋階段の奥底の暗がりをにらみつける。

　秒を刻む歯車の音が続く。

　転がらない毬まりに、食えないネズミに存在する価値がないように、弱いスパイラルダイバーが息をしていい理由は何もない。

　だから、ただひたすらに、飢かつえたように挑戦を続けてきた。倒した相手のことはそれきり忘れた。自分が倒されたらそれまでだった。ただ、そこで倒れればいい、それきり起き上がらなければいい、起き上がれるものでもあるまい──そう思っていた。

　その通り──負けるなら、二度と起き上がれないくらいに負ける必要があった。

　負けて、生き残ってしまうことだけが恐ろしかった。

　負けて死んだ後に自分がどうなるかはわかっている。が、負けてなお死にぞこなったら、その後、自分はどうなってしまうかわからない。わからないものは恐ろしい。恐ろしいものに対処する方法は二つある。腹を見せて友達になるか、襲いかかって叩たたき潰つぶすかだ。

　そうして気がつけば、見知らぬ相手との最初の一回目を十二回も積み重ねていた。

　それでも、休むことはまだできなかった。

　班まだらがいたからだ。

　誰だれも奴やつに勝つことはできないと誰もが言う。

　焰ほむらが息をしていてはいけないのだと誰もが言っている。

　集中しろ。歯車の音があと十も鳴れば、自分はあの奈落の底めがけて撃ち出される。向こうがカタパルトのゼンマイと歯車をどうプログラムしているかにもよるが、会かい敵てきする瞬間は早ければ撃ち出されて三秒後、どんなに遅くとも五秒後にはやってくる。

　本当に自分は息をするにも値しないのか。それがもうすぐわかる。

　斑がそれを決めてくれる。

　こちらは楽なものだ。全力で抗あらがう以外のことは何もしなくていい。

　日光と月光が、射出の衝撃に備えて固く身体からだを丸める。

　鐘が、鳴った。




　　　　[image: くぎり]




　焰が見た。

　焰がこっちを見た。

　焰がこっちを見て笑った。

　真っ暗な通路の中を、楽はびょんびょん跳はね回っている。喜んでいるのか怖がっているのか、自分でもよくわからない。とにかくじっとしていられなくて、楽は弾丸のような勢いで無重力の通路を飛び回っている。

　闇の中に隠れていた柱にけつまずいた。

　べしょんと天井にぶつかる。

　それでも楽はぱっと起き上がり、その場で喜びの踊りを踊った。喜びの踊りを踊るくらいなのだから、自分はやっぱり喜んでいるのだと思う。楽の喜びの踊りは左回りである。ということはつまり楽は牝めすである。身体の大きさからすれば一歳になるかならないかくらいだろうが、目まぐるしい勢いで尻尾しつぽを振り回し、威勢よく耳を立てて、実に気の強そうな踊り方をする。

　焰はかっこいい、と楽は思う。

　焰のこれまでのダイブはぜんぶ見ている。

　焰ほむらの戦いには華がないとみんなは言う。技もへったくれもない、あんまりにも戦いがすぐに終わってしまってつまらないと言う。けれど、そのへんがかっこいいと楽かぐらは思うのだ。そんな焰の戦いは確かに、血なまぐさい結果に終わることが多いし、楽にはそれが恐ろしくて目をつぶってうずくまってしまうこともある。でも、スパイラルダイブとは最初からそういうものなのだ。一番強い猫を決める、その勝者は大変な尊敬を勝ち得る、生死を懸かけた真剣な戦いだ。そんな真剣な戦いに、華とか何とかいう話を持ち込む方が筋違いだと楽は思うのだった。相手を倒し、白い身体からだをその返り血に染めた焰の姿は、とても自分と同じ猫だとは思えない。その姿が楽には、恐ろしい悪あく魔まのようにも、厳しい修行に耐える僧侶のようにも見える。

　だから、楽は驚かなかった。今日という日がくることが、楽にはわかっていた。

　楽は急に踊りを止めた。自分の尻尾しつぽの先をがじがじと嚙かんでしょんぼりとする。

　斑まだらを相手に焰が十三回目のダイブに挑む──そう、いつかこういうときがくると楽にはわかっていたのだ。強い相手を際限なく求め続けていれば、いつか必ず、到底勝つことなどできないような相手にぶつかることになる。

　それでも焰はその相手に挑戦するだろうと楽は思っていたし、焰はその通りにした。

　周囲の大人たちは、斑がどれほど恐ろしい怪物であるかを噂うわさし、ついに焰も最期だと噂した。そうした噂のひとつひとつを聞くたびに、楽は絶望的な気持ちになっていった。にらむだけで子猫を殺し、口から炎の息を吐き、頭と尻尾で天気が違うほど巨大な怪物を相手に、どうやって戦えというのだろうか。いくらなんでもそんなのはズルだと思った。

　焰はきっと、その怪物にひと飲みにされてしまうに違いない。

　それでも楽は、その戦いを見にいくことにした。

　それがどんなにあっけない幕切れになろうとも、焰の最期を見届ける者がひとりくらいはいてもいいと思ったからである。

　案の定、あまりにも馬鹿馬鹿しい挑戦であると誰だれもが思ったのか、螺旋階段スパイラルの洞には自分以外の一匹の猫の姿もなかった。楽だけが見守るうちに焰の葬式が始まり、その葬式が終わって、焰はお坊さんと何か話し込み始めた。何を話しているのか聞きたいと楽は思った。階段を上がってもっと近くの洞に行けば話を聞けるかもしれない。しかし、見物客は自分しかいないので目立ってしまうし、自分が近くに行ったら二人は話をやめてしまうかもしれないし、お前みたいなちっぽけな子猫はあっちへ行けと追っ払われてしまうかもしれない。ぐずぐずと躊躇ためらっていたそのとき、焰がいきなり楽を見て、にたりと笑ったのだ。その瞬間からわけがわからなくなって、通路を無む茶ちや苦く茶ちやに走り回って、気がついたらここにいた。

　落ち込んでしまう。自分はやっぱり子供なのだと思う。

　戦いはもう始まってしまったろうに、焰はもう怪物にひと飲みにされてしまっているかもしれないというのに、焰に笑いかけられたことが嬉うれしくて、自分はここでのん気に喜びの踊りを踊っていたのだ。

　ぴくんと顔を上げる。

　──震しん電でんは？

　自分のロボットの置き去りにしてきてしまったことに、楽かぐらはようやく気づいた。震電はのろまだから、きっと自分を捜して見当違いのところをうろうろしているに違いない。

　周囲の闇をきょろきょろと見回す。

　なー、なー、と声を出して呼んでみる。

　返事はなかった。完全にはぐれてしまったらしい。震電はばかだから、道順というものをちっとも憶おぼえられない。きっとどこかの回廊に迷い込んで途方に暮れているに決まっていた。楽はこちらから捜しに行くことにする。天井を蹴けって、力なく通路の闇に漂い出す。

　焰ほむらが怪物に飲まれてしまうところなど、見届ける勇気はもうなくなっていたのだ。

　通路の壁から壁へ跳はね回りながら、あちこちの回廊を巡り、震電の姿を捜した。このあたりに住んでいる猫などいないから、回廊はどこもまったくの荒れ放題で、中には黴かびに埋もれて通れなくなっているようなところもあった。楽はいくつものハッチをくぐり抜け、ダクトの中をのぞき込み、空気の匂においを嗅かいで、途方に暮れた震電が隠れていそうなところを捜した。それでも震電は見つからない。ふと思いつく。震電はなまけものだから、楽を追いかけることを途中であきらめてしまって、螺旋階段スパイラルの洞に戻って自分を待っているのかもしれない。

　ありそうなことに思えた。

　そう考えた途端、震電をさがすのが馬鹿らしくなった。

　震電が困っていると思うから、せっかくこっちから捜してやろうと思ったのに。横着をしてただ待っているだけなんて。

　震電のばか。

　迎えに行ってなんかやらないんだから。

　楽はひとりで勝手に腹を立て、螺旋階段とは反対の方向へと進み始めた。ねじ曲がったハッチの隙すき間まをするりとくぐり抜けると不意に行く手が開け、大きな広場のような回廊に出た。

　西さい架か坑こうの市場だ。

　トルクをさすらうトレーダーの群れはいくつもあるが、その中の「天てん神じん一家」という連中が、大昔にこの西架坑でダイブの見物客を当て込んだ物売りを始めた。たいそう実入りがよかったのか、天神一家は以来この場所に居着いてしまい、そこに他の物売りたちが合流して市場ができた。螺旋階段の周囲には似たような経緯で出来上がった市場がいくつもあるけれど、この西架坑は楽にとってはおなじみの場所である。

　が、その西架坑の市場も今日に限っては閑かん古こ鳥どりが鳴いている。ドーム状の広い空間は、ビニールシートと鋼鉄のパイプでこしらえた浮き露ろ店てんで埋まっている。露店と露店は太い鎖でつなぎ止められており、猫もロボットもその鎖を足場にして、どの方向にも自由に動き回れるようになっている。しかし、客足が極端に少ないのは楽の目にも明らかだった。よく見れば、行き交う猫はみなトレーダーばかりである。骨のかけらで作ったビーズの飾りをじゃらじゃらさせているのですぐわかる。

　楽かぐらは床を蹴けって、露ろ店てんの間をゆっくりと漂っていく。

　食い物屋、部品屋から始まって見世物小屋に辻つじ占うらないまで、この西さい架か坑こうにはありとあらゆるトレーダーがいる。しかし、この西架坑で一番大きな顔をしているのは博打ばくち屋だ。スパイラルダイブの勝敗を客に予想させてテラ銭を取る商売である。ダイブのある日にはどの博打屋の店先の鎖も猫で鈴なりになる。楽は博打をやるような歳としではないけれど、博打屋の店先に掲げられている賭かけ率を見るのは楽しみにしていた。ところが、今日という今日はその博打屋こそが泣きを見る日であるらしい。通りがかりの楽がふと見れば、とある博打屋の掲げた黒板には賭率を表す数字の代わりに何やらヤケクソな感じのする文字が躍おどっており、露店の奥では店主と思しき太ったブチ猫がふて寝をしている。

　楽は近くの鎖につかまって、その黒板の文字をじっと見つめた。

　楽はほとんど字が読めない。楽が読めるのはせいぜいが自分の名前と数字くらいであるから、その黒板に何と書いてあるのかもよくわからない。それでも、その文字ぶりのヤケクソな感じからして何となく見当はつく。「てめえのせいで商売上がったりだ死ね焰ほむら」とか、そんなことが書いてあるに決まっていた。

　そう思うと、何だか悲しくなった。

　ダイブを賭の対象にするのはいい。別に何とも思わない。勝手にやればいい。しかし、怪物を相手どり、死をも厭いとわずに挑戦しようという者に唾するような言い草はあんまりだと思った。

『おら。そんなとこでベソかいてんじゃねえよゲンくそ悪い』

　博打屋の店主と思しきブチ猫が、寝床から横目で楽をにらんでいた。楽はなおもぐずぐずと泣き、電波ヒゲからべちゃべちゃしたノイズが漏れる。トルクの猫は涙ではなく、電波で泣くのだ。

『──なんだお前、もしかして焰の身内か？』

　楽は首をふる。

『じゃあなんで泣いてんだよ』

　もごもごしたマイクロ波で、ひどいことが書いてあるから、と楽は答えた。ブチ猫は「わけがわからん」という顔をして、

『その黒板か？　お前、字が読めるのか？』

　楽は首をふる。

『あのなあ、ありゃ魔ま除よけの呪まじないだ。今日みたいに商売がうまくねえ日は、悪いもんが早く落ちるようにああして目につくところに呪いの文句を書いとくんだよ。あの文句がどういう意味なのかはおれだって知らねえ』

　それでも楽は泣き止まない。ブチ猫はうんざりした顔をしながらも楽を尻尾しつぽで招いた。楽はためらいがちに露ろ店てんに足を踏み入れる。ブチ猫の浮き露店は大きなテントのような構造で、楽かぐらがひと足つくごとにぐらぐらと揺れた。ブチ猫が何か複雑なデジタル信号を飛ばすと、寝床の陰にいた八本足のロボットがのそりと身を起こして、そばにあったコンテナから大きなナイロンの袋を取り出した。細い触手のようなマニピュレータを器用に動かし、袋からでっかいゴキブリの干ひ物ものを一匹つまみ出して楽に差し出した。ブチ猫が言う。

『食いな』

　楽は尻尾しつぽをはたりと動かしてお辞じ儀ぎをすると、素直にその干物を受け取った。ひと口かじる。

『お前、焰ほむらが贔屓ひいきなのか？』

　楽はうん、とうなずいた。

『あーやだやだ。こちとら奴やつのおかげで一日丸潰つぶれだ。くそ、ただでさえ奴のダイブは客だって集まらねえのによ。どうせ死ぬならもうちっと人の迷惑にならねえように死ねってんだ』

　楽はむっとして、

『だって、焰は強いもん。強くてかっこいいんだもん』

　驚くべきことが起こった。ブチ猫は、楽の言葉に「ああ」とうなずいたのだ。

『まあな。あんなどでかいロボットを二体もいっぺんに操るんだ、そんじょそこらのダイバーとは端から出来が違うさ。ジンバルロックからの脱出だってとんでもなく早い。おまけにバカなんじゃねえかと思うほど度胸もある。おれから見たってかっこいいよ』

　焰をまともに誉める大人を見たのは初めてだった。目を丸くする楽を横目で見て、ブチ猫はにたりと笑い、

『ナメんなよガキが。おれ様はな、お前なんぞが生まれるずっと前から博打ばくち屋でメシ食ってきたんだ。そこらの猫とはダイバー見る目だって違うさ』

　楽の小さな身体からだに喜びが弾はじけた。やっぱり焰はかっこいいのだ。このブチ猫は要するにプロで、そのプロも焰には一目置いているのだ。思わず喜びの踊りを踊ってしまいそうになって、ブチ猫の尻尾に押さえつけられた。出どころを失った喜びが言葉になってあふれそうになり、途端に何を言おうとしていたのか忘れてしまって、

『──あ、だからだから、その、ジンバルロックってなに？』

　そんなことも知らねえのか、とブチ猫は呆あきれ、

『──まあ、ガキだししょうがねえか。ほれ、敵にどつかれたダイバーが無重力の中でぐるぐる回っちまうことがあるだろう。あれさ』

　楽はきょとんとしている。ブチ猫は面倒臭そうに説明をつけ足す。

『つまりな、身体がぐるぐる回っちまったら、ダイバーにやどっちがどっちなのかわかんなくなっちまうだろ。一本の軸を中心に回転してるだけならまだどうにかなるんだが、ほとんどの場合はそうじゃねえ。慌てて身体の重心位置をくずしたり壁に接触したりして、妙なスピンがかかっちまう。こうなったらもう最後だ。そのダイバーにはもう何が何だかわかりゃあしねえ。自分がどう回っているのか、どっちがどの方向なのか、敵はどこにいるのか、自分のロボットはどこなのか。自分でやってみりゃわかるぜ。見えてる景色がでたらめな方向にすげえ勢いでぐわんぐわん回るんだ。こうなっちまったダイバーはワイヤーを壁に撃ち込んで回転を止めようとするんだが、それだって一ひと筋すじ縄なわじゃいかねえ。回っちまってるダイバーが投げるアンカーはどうしたって真っ直ぐにゃ飛ばねえし、近くの壁にうまいこと刺さるかどうかもわからねえ。ま、そんなことする前に大抵、相手にトドメ刺されてそれまでよ』

　楽かぐらは納得した。それなら知っている。ジンバルロックという言葉は知らなかったが、そういう状態に陥ってとどめを刺されたダイバーはこれまでに何度も見た。

　そして、そのとどめを刺すダイバーは、いつも焰ほむらだった。

『でも、楽は見たことないよ、焰がそんなふうになったところ』

『そりゃそうだろう。焰は、相手にぶん殴られた瞬間に、自分の身体からだにどういうスピンがかかるかを一瞬で判断して、ワイヤーを使って重心位置を変えて、身体の回転をあっという間に止めちまうからな。──ところでお前、楽っていうのか』

　うん、とうなずく。干ひ物ものをもうひと口かじって、

『だったら、焰はどうして人気がないの？』

『あいつは容赦を知らねえ。そりゃあれだけ強けりゃそこらのダイバーじゃ歯が立たねえさ。ネズミが猫と戦うようなもんだ。けどな、あいつは自分の技を見せつけるなんてことにはまるで興味がねえから、奴やつがすげえダイバーかどうかはそれなりに見る目のある奴にしかわからねえ。実力差がありすぎるから勝負だってあっという間についちまう。派手な見せ場もロクにねえ、しかもあっという間に終わっちまうダイブなんて誰だれが見に行くかよ。てこたあ見物客の集まりも悪いから、おれたちみたいな稼業にも嫌われる。おれたち博打ばくち屋に嫌われちまったら最後、そりゃ人気は出ねえさ』

　人気は出ないとプロにお墨付きをもらってしまって、楽はがっくりとしおたれた。

『──でも、おじさんは焰のことかっこいいって思うんでしょ？』

『思うよ。思うけど、それと商売とは別さ。おれたち博打屋にとってはな、黒い猫でも白い猫でも客を招く猫がいい猫なんだよ。まったく焰もなあ、あれでもう少し客にサービスする色気があればなあ──』

　しばらくの間、ブチ猫と楽は二人してため息をついていた。そのうちに、楽がふと思いついたように、

『賭かけ率はどんな？』

『ねえよそんなもの』

　いまいましげにブチ猫がつぶやく。

『焰に張る奴が誰もいねえ。賭にも何もなりゃしねえよ』

　やっぱりそれが冷静な見方というものなのだろうと楽かぐらは思った。万にひとつの奇跡が起こって焰ほむらが勝つのではないか──そんな気持ちが、実は、楽の胸の中にはあったのだ。

　でも──

『おじさんも、焰は負けると思う？』

　ブチ猫はしばらく無言だった。

　やがて、こう言った。

『焰が勝つ可能性も、なくはねえ、と思うよ』

　信じられない答えに楽は飛び跳はねた。そのまま露ろ店てんの天井にぶつかってしまった。びょんと床に跳ね戻ってきて、

『勝てるの？　焰は勝つの!?』

　ブチ猫は笑って、

『なくはねえ、って言ったんだよ。どんな可能性だってなくはねえさ』

　──なにそれ。

　自分をからかったのだ、子供だと思ってバカにしているのだ──そう思った。鼻のひとつも引っかいてやろうと思って見上げたブチ猫の顔には、しかし、予想外に真面目な表情がある。

『お前、斑まだらが戦うところは見たこたあねえだろ。そんな歳としじゃねえもんな。でも、噂うわさだけは聞いてるんじゃねえのか。死ぬほどおっかねえ顔してるとか怒ると火を吐くとかとんでもなくでかいとか』

　うん、と楽はうなずく。

『そんなもんはみんな噓うそさ。斑だって猫だ。バケモンってわけじゃねえ。あいつに挑戦するようなアホはもういなくなっちまったしな、斑の戦う姿も見られなくなって、「バケモンみてえに強い奴やつだ」って話だけがひとり歩きして「奴は強いバケモンだ」ってことになっちまったのさ。でもな、ただの噓ってわけでもねえんだ。おれは斑の最後の戦いをこの目で見たことがある。ありゃあ一体全体何なんだって言われりゃあ、確かに、バケモンだって答える以外にゃねえだろうよ。ただな──』

　ブチ猫は言いよどむ。

『──斑は、自分の技を、これでもかってくらいに見せつける奴だった』

　ふと振り向き、意味をつかみかねている楽の表情を見て、

『つまりな、斑はいいかっこしいなんだよ。例えば、斑が１００の力を持っているとして、１の力しかねえ奴と戦ったとするだろ？　それでも斑は自分に１００の力があることを見せつけなきゃ気がすまねえのさ。戦いを思うさま長引かせて、相手をなぶりになぶって。だからとんでもなく強く見えるし、事実斑はとんでもなく強かった。斑がどれほど強いかってことは、奴の戦いをいっぺん見ればわかるんだ。ほれぼれしちまうくらいだよ。あれほど客を集められる猫もいなかっただろう。半分くれ』

　ゴキブリの干ひ物ものを嚙かみちぎり、半分をブチ猫にあげた。話の続きが聞きたくてむずむずしてくる。ブチ猫は干物の切れはしにのんびりとかじりつきながら、

『けどな、焰ほむらは客をまるで集められねえ。なぜなら、奴やつの戦いはちっとも面白くねえからだ。焰は無駄な技は見せねえ。意識してやってんのかそういう性格なのかは知らねえが、焰って奴は、相手を１の力しかねえ奴だと見切ったら２の力しか出さねえんだよ。これまでの相手はどいつもこいつも生っ白いボウヤだったしな、おれもこの稼業に手を染めてずいぶんになるが、そのおれから見ても焰はまだ底の知れねえところがある。可能性がなくはねえって言ったのは、そういう意味だよ』

　話が飲み込めてくるにつれ、ブチ猫はやっぱり自分をからかっていたのかもしれない、と楽かぐらは思った。

　ブチ猫はつまり、「斑まだらの実力はおおむね読めているが、焰の実力はまだ未知数だ」と言っているに過ぎない。未知数である焰の力が斑以上のものであるという保証は、やっぱりないのだ。焰だけは特別であってほしいと思うのは、自分の勝手な願望にすぎない。さんざん思わせぶりなことを言ったブチ猫だって、どちらかに賭けろと迫ったら、やっぱり斑に賭けるに決まっている。

　──だけど、自分は。

『──楽は、焰に賭ける』

『あ？』

『焰に賭ける！　焰は勝つもん！　絶対勝つんだもん!!』

『な、なに言ってんだよ。ダイブはとっくに始まってんだから駒こま張ばりはもう締しめ切りだ。それにお前金持ってんのか？』

　楽は大いばりで尻尾しつぽを掲げる。幼い猫がよく身につけている「鈴りん銭せん」が尻尾の先でころりと鳴った。ばあか、それじゃひと口にも足らねえよ──そう答えようとして思い直し、ため息をつき、ブチ猫は苦笑して言った。

『わかったよ。おれが受けてやらあ。そっちが鈴銭一個ならこっちはこれだ』

　ブチ猫は、宙に漂っていたゴキブリの干物の袋を尻尾で引き寄せ、ずいと楽の方へ押しやった。楽の鈴銭は確かに本物の貨幣だけれど、どちらかといえばお守り的な性格が強く、実際の額面としては大したものではない。今日び、鈴銭ひとつではゴキブリの干物ひと袋はとても買えない。それでも勝負は勝負であり、ブチ猫は大きく出たわけである。楽は尻尾の先から鈴銭をくわえ取ってブチ猫の方へと投げ出した。鉄てつ火か場ばに駒はそろった。二匹の猫は真剣な眼まな差ざしできりりとにらみ合う。

　そこに、間抜けなサイレンが茶々を入れた。

　きゅるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

『な、なんだありゃ？』

　ブチ猫は驚いて腰を浮かせ、楽かぐらはぱっと立ち上がって露ろ店てんのふちから外をのぞいた。

　やっぱりそうだった。

　震しん電でんだ。

　露店のはるか下に、市場の正面入り口にあたる大きなハッチが見える。そのすぐそばにある鋼鉄の柱に震電がしがみついていた。きゅるきゅるやかましいこの音は震電が楽を呼ぶときなどに発するサイレンで、震電は音響言語といったらこれしか喋しやべれない。柱にしがみつき、目をぴかぴかさせながらきゅるきゅる鳴いている震電のひょろ長い姿は、何だか珍しい昆虫みたいに見える。

『震電！』

　出力の大きなマイクロ波で楽が呼びかけると、震電は露店から顔をのぞかせている楽の姿に気づいて、無む茶ちや苦く茶ちやに大げさな身振りで両手をぶんぶんと振り回した。早くこっちへ来いと言うのだろうが、普段おっとりしている震電にはまったく似つかわしくないそぶりである。

『なんだあれお前のか。その歳としでロボット持ちなんてお前、ずいぶんなおませさんだな』

　震電がああも慌てているのだ、何かあったのかもしれない。震電はぶきっちょだから、鎖を伝ってこの露店まで登ってくることはとてもできないだろう。楽は、ブチ猫へのさよならのお辞じ儀ぎもそこそこに露店を飛び出した。鎖の足場を次々と蹴けって、あっという間に震電の胸元に飛び込む。

　どこにいたの？　なにかあったの？

　と尋ねる間もあらばこそ、震電はいきなり楽の首ねっこをぐいとつまみ上げ、しがみついていた柱をがしんと蹴け飛とばして、いつもののろまな震電はどこへ行ってしまったのかと思わせる勢いでハッチに飛び込んだ。器用なのか不器用なのか全然わからない目め茶ちや苦く茶ちやな動きで、壁から壁へ、無重力の通路の闇をものすごいスピードで駆けていく。

『痛い痛い震電!!　そんなにしたら楽は痛い!!』

　いくら首ねっことはいえ、そんなに振り回されたら痛いし苦しい。楽は叫びながら身をもぎはなそうとするが、いつも楽の言うことなら何でも聞く震電が今はなぜか言うことを聞かない。ただひたすらに走る。やりすぎなくらいに腕を振り、前にいる誰だれかの背中を蹴倒し続けるような足どりで震電は走る。立ちふさがるガラクタをすべて蹴散らし、踏み潰つぶされたカエルのような格好で雄お々おしく跳ちよう躍やく、垂直なダクトを一気に通り抜け、そのまま天井に頭をぶつける。

『震電!!　言うこと聞けばか!!　言うこと聞かないとお仕置きだからねもう隠れんぼも鬼ごっこもしてあげないからね!!』

　この脅し文句が多少は効いたのか、がくりと震電の動きが鈍った。その隙すきに楽は震電の手から逃れる。その楽を見つめて、震電は両目をぴかぴかさせる。

『？　何が？　何が早くしないと終わっちゃうの？』

　だが、そこまでだった。震電は今度は楽の尻尾しつぽをぐいとつかみ、再び疾風はやてのような爆走を開始する。痛いやら腹が立つやらで楽かぐらは何も考えられず、震しん電でんが迷うそぶりもなく辿たどるこの道が自分のよく知っている道であることにも気づかなかった。

　突然、震電が壁から突き出たハンドルにつかまって危なっかしく急停止した。

　目の前に真っ黒な虚こ空くうが開け、楽の身体からだは震電が走ってきた勢いそのままに、その闇の中に飛び出していきそうになった。震電が何かのはずみで尻尾しつぽを放してしまったら本当にそうなっていたに違いない。

　楽は突然の闇と虚空にわけがわからず、ばかな震電がついにトルクの外に走り出てしまったに違いないと考えた。震電は平気かもしれないが、自分が生身でトルクの外に出たら死んでしまうに決まっている。ぴんと引っぱられたままの尻尾の痛みも忘れ、恐怖のあまり、楽は固く目を閉じて身体を丸めた。

　しかし、いつまでたっても自分は死なない。

　ふと、巨おおきな風が楽の頰ほおひげを揺らした。

　まるで、自分の目の前を、重い何かが速い速度で通り過ぎていったかのような空気の動きだった。

　恐る恐る楽は目を開けた。

　そして、ここがどこであるのかを理解した。

　螺旋階段スパイラルの中腹あたりの、洞だった。

　そして、楽はそれを見た。




　の電源はもう死んでいるが、今さらそんなものに用はなく、月光の自律系のバスもまだ八割以上が生きている。まだやれる。今度こそ、次こそ奴やつを追いつめる。不動が動く。苦しまぎれに右腕が閃ひらめき、微少な針ダートの雲が目め茶ちや苦く茶ちやな相対速度で襲い来る。雲の合間にわざとらしい抜け道が四つ。左は罠わな、そのとなりも罠、その奥も罠、そのさらに奥も罠だが展開速度が遅すぎる。ばかめ、そんなふざけた照準で何を撃げき墜ついするつもりだ。日光に最優先でコマンド、左の




　楽の想像は、当たっていたのだろう。多分。

　震電は、楽の後を追いかけるのが途中でいやになって、元いた洞に引き返し、ここで待っていればそのうち楽も戻ってくるだろうと決め込んで、たったひとりでダイブを見物していたに違いない。震電とてこの勝負がどんなものであるかは承知していたのだろう──一分が過ぎ、二分が過ぎ、とうとう十分が過ぎて、ついに事の重大さに気づいた震電は、今度こそ楽を見つけるべく、サイレンをきゅるきゅると鳴り響かせて走り出したのだ。

　なぜなら、早くしなければ、終わってしまうと思ったから。

　戦いにケリがついてしまうと思ったからだ。

　そして、震電は正しいと楽は思った。

　早くしなければ終わってしまう。戦いにケリがついてしまう。

　楽かぐらは震しん電でんの手を振り解ほどき、気が違ったような勢いで再び通路の闇へと走り込んだ。

　自分の勝ちだ。

　いい気味だ、こっちをただの子猫と侮あなどったのが運の尽きだ。ゴキブリの干ひ物ものひと袋、あの博打ばくち屋のブチ猫からそっくり巻き上げてやる。ブチ猫は後になってぐずぐず言うかもしれない。お前みたいなちっぽけな子猫の言うことなど信用できるか、そっちの勝ちだというその証拠を見せろと言うかもしれない。だから、大急ぎでみんなに知らせなければならない。今すぐ西さい架か坑こうへ取って返し、広場の真ん中にある浮き櫓やぐらに飛び乗って、火事と空気漏れと毒黴かび雲のときにしか鳴らしてはいけないことになっているドラム鐘の鎖にしがみついて身体からだ中じゆうで揺するのだ。ばかな大人たちは何事かとこっちを見上げるだろう。いかれたチビめ、すぐに降りてこないと痛い目にあわせるぞと言うだろう。構かまうものか。大人たちだってどうせその後すぐに、自分を叱しかることなどすっかり忘れてしまうに決まっている。

　なにしろ、螺旋階段スパイラルでは今も、焰ほむらが斑まだらをこてんぱんにぶちのめしているのだから。

　客の来ない商売などにかまけている暇はない。何もかも放り出して大急ぎで見に行かなければ、今にも勝負は終わってしまうかもしれない。焰は決して戦いを無駄に長引かせたりはしない。斑が最後の隙すきを見せたらそれまでた。

　焰は、見物客が見ていようがいまいがお構いなしにとどめを刺して、勝負にケリをつけてしまうのだから。
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　誰だれも奴やつに勝つことはできないと、誰もが言った。




　奴は怪物だ、と誰もが言った。ひとにらみで子猫を殺すとも、口から炎の息を吐くとも言った。頭が晴れているときには尻尾しつぽでは雨がふっていると言う奴もいた。

　そして、本当にそうなのかもしれないと心のどこかで思っていた。最後の最後まで、奴は本物の怪物かもしれないと信じている自分がどこかにいたのだ。

　そんなはずはなかったのに。

　斑はもちろん猫で、牡で、おいぼれで、スパイラルダイバーだった。

　最初から妙だった。会かい敵てき直後に焰の仕掛けた交差軌道はあっさりとかわされ、不ふ動どうは日につ光こうの最初の斬ざん撃げきを弾はじき飛ばして後続の月がつ光こうに襲い掛かり、月光が振り下ろした長大な斬ざん甲こう刀とうの刃を一発でへし折ってのけた。

　そして、そのときにはもう気づいていた。

　やろうと思えばやれた。

　焰ほむらは確信が持てず、同じ交差を三回繰り返した。

　やはり、その三回の交差でも斑まだらを捕とらえることはできなかった。焰の方もそんなことができるとは思っていなかったし、その三回で月がつ光こうの防ほう刃じんギアはボロ屑くずのようになった。

　それでも、その死角の正体がわからなかった。

　攻撃をする瞬間の斑の頭上に、なぜ死角ができるのかがわからない。反転機動ビームマヌーバをたった二回やるだけでいい。二つ以上の足場と充分な速度さえあれば、あの死角に飛び込むことが自分にはできる。斑にだって同じことができるはずだと焰は思った。仮にも多爾[image: こん]ドルゴンだろう、できないとは言わせない──やはり、罠わななのかもしれない。自分にはその裏がつかめないほど高度な。

　六回目の交差で、焰は追いつめられた。

　日につ光こうが左腕を失い、月光ははるか遠くに弾はじき飛ばされていた。不ふ動どうの怪物のような姿が目前に迫り、いよいよ自分も最期かと思ったあの瞬間まで、斑の頭上に発生する幽かすかな死角を攻める気にはどうしてもなれなかった。斑は多爾[image: こん]ドルゴンであり、怪物に決まっており、その死角を攻めたが最後、自分はにらみ殺されて死ぬか、炎の息に焼かれて死ぬか、ノミに食われて死ぬのだ。しかし、それをやる以外にないところまで、ついに自分は追いつめられた。反転機動ビームマヌーバの二回連続。焰にとっては大して難しいことではない。

　どんな死に方でも同じだと思った。

　攻めた。

　あれほどの恐怖に歪ゆがんだ猫の顔を、焰は見たことがなかった。




　不動が手足を縮めている。まるで怯おびえた虫のように、残された四本の足を胸にぴったりと押しつけている。甲殻に鎧よろわれた長い長い両腕を盾として、その背後に斑と自分の頭部を隠している。全身からワイヤーを撒まき散らし、速すぎる速度を少しでも殺そうとあがいている。

　奴やつの足二本と引き換えに日光は右の肺を叩たたき潰つぶされ、今は螺旋階段スパイラルの遥はるか後方でジンバルロックに陥ってぐるぐる回っている。死ぬほどの損傷ではないはずだが、もはや戦力としてあてにはできないし、そんな必要もありはしなかった。焰は日光へのコマンドをすべて中止し、その結果生じた膨ぼう大だいな空きチャンネルをすべて月光のコントロールに突っ込む。月光は壁面に次々とワイヤーを撃ち込み、逃げる不動めがけ、右肩の鞍くらから焰を振り落としかねない加速度で一散に突撃する。不動が腕に仕込まれたディスペンサーから針ダートの雲を撃ち出す。見苦しい。当たるとも思っていないくせに、まともな照準などもう失われているくせに。不動が引きずるワイヤーの風切り音がすぐそばで聞こえる。不動の腕の隙すき間まに斑の姿が見える。もうそれ以外の何も聞こえず、もうそれ以外の何も目に入らない。半分に折れた斬ざん甲こう刀とうを閃ひらめかせ、月光は不動の腕もろともに斑を両断しようとした。

　斑とて、それを読んではいた。

　不動の両腕を使えばその斬ざん撃げきを受け止められることもわかっていた。そうする以外に道はなかったし、自分が必ずそうすると焰ほむらが読んでいることもわかっていた。それをすれば、不ふ動どうの両腕の間に猫の頭ひとつ分の空間ができることも、自分の敗北がその隙すき間まから滑り込んでくることも、斑まだらにはわかっていた。

　わかってはいても、斑には、それ以上はどうすることもできなかった。

　最後の隙だった。

　最後の隙を見せたその瞬間の斑の顔を、焰は生涯忘れることはないだろう。もはや避さけ得ぬとわかっている敗北に恐怖し、追い落とされようとしている玉座への妄もう執しゆうをなおも捨て切れずに叫ぶダイバーの顔。それは、かつての栄光にすがり、いつとも知れぬ強者の出現に怯おびえて、独り歩きを続ける噂うわさの陰に隠れて震えていた、おいぼれの顔だった。

　斬ざん甲こう刀とうが不動の腕に食い込んだ一瞬の後、焰は月がつ光こうの肩を蹴けった。不動の両腕の隙間に飛び込み、そのまま斑にぶつかっていった。斑の身体からだは大して重くもなかった。斑は虚こ空くうに弾はじき飛ばされ、焰は不動の背を蹴って跳ちよう躍やくし、全身を鞭むちのようにしならせて、渾こん身しんの力を込めて首を振った。

　焰の首からは、幾筋もの蜘く蛛もの糸が伸びている。

　その蜘蛛の糸の先には、小さな鈴がいくつもついた、盾の形をした大きな刃がある。

　その刃のひとつが、容赦のない、容赦などまるでない速度で弧を描き、ジンバルロックに陥った斑の身体を斜めに走り抜けていく。斑は声も上げなかった。刃は弧を描いて不動の巨体に糸を巻きつけ、横腹に突き立って止まり、焰の身体を虚空につなぎ止める。

　刃についた小さな鈴が、鳴った。




　そのときにはもう、螺旋階段スパイラルのすべての洞が猫とロボットで埋まっていた。

　最後まで、誰だれひとり、うめき声ひとつ上げなかった。戦いの終わりを告げる鈴の音は、螺旋階段のどこにいても聞こえた。必ず勝てと焰に言った坊主も、焰が勝つ可能性もなくはないと言った博打ばくち屋のブチ猫も、焰は必ず勝つと悔しまぎれに言い切った楽も、それぞれが別々の洞で、別々にその鈴の音を聞いた。

　罵ば声せいも歓声もありはしなかった。

　誰もが、声もなく焰を見つめていた。

　斑の身体が壁面にぶつかり、そこに血の跡を残して跳はね返ってきた。焰は不動に打ち込んだブレードのワイヤーを首から切り離し、別のブレードを振るう勢いで身体の流れていく方向を制御して、跳ね返ってきた斑の身体を四つ足で抱きとめた。

　月光に、来い、と命じる。

　斑の身体は、まだ温かかった。

　月光がやってきて焰を捕まえ、ワイヤーを壁に撃ち込んでそれ以上の漂流を止めた。焰は月光の肩に跳び移り、逞たくましい腕に抱かれている斑の身体をじっと見つめた。

　斑まだらは年寄りじみた、やせっぽちな猫だった。

　焰ほむらは月がつ光こうに、やるべきことを命じた。

　月光は、自分の身体からだに残った防ぼう刃じんギアの一部を帯状に引き裂いて、斑の頭に巻きつけて目隠しをした。次いで、肩の上にいる焰に手を伸ばし、焰の右耳のピアスを戒かい名みようの名札ごとちぎり取って、斑の耳につけてやった。

『やるよ。ないと困るだろ』

　焰はつぶやき、斑の死に顔の焼きついた目を静かに閉じて、月光の肩の上でふわりと身体を伸ばした。

　葬式が始まる。

　螺旋階段スパイラルの闇は今、無数の発光細菌ランプの明かりに照らされている。うすぼんやりとした明かりの中に、斑を抱いた月光が浮いている。その肩の上で、焰は目を閉じたまま、弔とむらいの踊りを踊っている。細い細いワイヤーはランプの明かりにすら光を返さず、ゆっくりと踊り続ける焰はまるで、無重力の中を意のままに動き回ることができるかのように見える。焰は魔ま除よけの言葉を口ずさみながら、斑が無事に地ち球きゆう儀ぎに行けるよう祈りながら、斑の落ち行く先にたくさんのネズミがいることを祈りながら、温かな寝床があることを祈りながら、ゆっくりと踊り続ける。

　誰だれもが言葉もなく、その様を見つめている。

　返り血にその白い毛皮を斑に染めた猫が、弔いの踊りを踊り続ける。
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　言い出しっぺとしてまず、芥あくたの名前を挙げておく。元はといえば奴やつがぜんぶ悪い。奴が余計なことを言い出さなければ、トルクはもっと単純なままの世界でいられたに違いない。




　芥はもちろん猫で、牡で、大集会のストーリーメイカーだった。ストーリーメイカーというのは僧そう侶りよでもあり、考古学者でもあって、つまりはトルクと呼ばれるこの世界の成り立ちと神神との関かかわりを研究する聖職者だ。研究の結果解き明かされたトルクの歴史は、どんな猫でも理解できるよう「絵物語」という形に編集し直され、トルク外がい殻かくのとある回廊の長大な壁画となって今も残っている。

　芥は、かの有名な剣よりも百年ほど後の人物である。芥の生きていた時代にはすでに、トルクは「天使たちの手になる城であり、宇宙に浮かぶ島である」ことがはっきりしていたし、剣の提唱した「三段階ジエイコブス・至天ラダー・航路オービツト」はとっくに大集会の承認を得て、学識ある猫なら誰でもわきまえておくべき浄じよう土ど構造の基礎理論となっていた。芥が生まれるよりもずっとずっと昔から、地ち球きゆう儀ぎは死者の魂が赴く彼ひ岸がんとしてそこにあり、それは神聖なる事実であり、動かし難い常識であったのだ。

　が、よせばいいのに、芥あくたはある疑問を抱いてしまったのである。

　宇宙に浮かぶトルクには、猫がいる。ネズミもいるしゴキブリもいる。

　一体、我々猫や、ネズミやゴキブリは、どこからやってきたのだろうか。

　この疑問を抱いたのは何も芥が最初ではなかったし、様々な仮説が唱えられてもいた。中でも最も有力なものが「生命太たい陽よう儀ぎ発生説」で、この仮説では、トルクのすべての生物はみな神なる覇は威い奴ど呂ろによって創つくられ、トルク創造と同時に天てん使しの手で持ち込まれたものだとされる。天使に生物を創る力はなかった。それは、天使が我が身に姿を似せて造ったロボットが、生命を持たないからくりであることを見れば明らかだ。この傲ごう慢まんな行いがもとで天使は滅びたのだし、だとすれば、生物を創ったのは神なる覇威奴呂その人しかあり得ない。そして、覇威奴呂のおわす場所は太陽儀だ。結論、生物の起源は太陽儀である。

　芥は、この説明に納得しなかった。

　そして、芥はゴキブリに着目した。

　ゴキブリには羽がある。宙を飛ぶ。このゴキブリを一匹捕まえて、トルク外がい殻かくのどこかで放り投げると、ゴキブリはぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶと宙を飛ぶ。ゴキブリのことだからどこへ飛んで行くかは知れないが、それでもゴキブリは概おおむね、自分の進みたい方向に自由に飛んでいるように見える。

　が、同じゴキブリを今度はトルク中心柱で放り投げてみる。ゴキブリはやはり宙を飛ぶが、今度はおかしな飛び方をする。

　腹を外側に向けた宙返りを繰り返すのだ。

　ゴキブリのこの宙返りの謎なぞを解くカギは、重力の有無に隠されているに違いないと芥は考えた。トルクの外殻と中ちゆう心しん柱ちゆうの違いといえばそのことに尽きるからだ。外殻は回転しているので、遠心力による重力が存在する。静止している中心柱にはそれがない。

　つまり、中心柱を飛ぶゴキブリは、自分はまっすぐに飛んでいるつもりでも、あるはずの重力が実はないために、知らず知らずのうちに上昇してしまっているのだ。その上昇はどこまでも続くので、結果としてゴキブリは腹を外に向けた宙返りをひたすら繰り返すことになる。

　芥はこのゴキブリの実験を何度も何度も繰り返し、それがゴキブリの種類の違いや、空気の流れのあるなしのせいではないことを確かめた。ゴキブリは確かに、無重力状態にあっては宙返りを繰り返すばかりで、少しもうまく飛ぶことができないのだ。

　なぜ。

「生命太陽儀発生説」によれは、ゴキブリは太陽儀で神なる覇威奴呂によって創り出され、天使の手でトルクに持ち込まれたということになっている。しかし、そもそもの最初からトルクに住まうべく創られたはずのゴキブリが、トルクのある場所ではうまく飛べなくなってしまうというのは、芥あくたにはひどく不自然なことに思えた。ゴキブリはまるで、常に重力のある場所で生きていくべく創つくり出された生き物のように見える。それなら説明がつく。それなら、重力のないところにいきなり連れてこられたらうまく飛べなくなってしまうのも無理はない。

　ひょっとすると、ゴキブリは、常に重力が──あるいはそれに似た力が──働いているどこかで生まれ、その場所に適応して、長い長い間生きてきたのではないか。ゴキブリが天てん使しの手でトルクに持ち込まれたのは、実は「ごく最近」のことなのではないのか。

　そもそも、トルク外がい殻かくはなぜ回転しているのか。

　遠心力による重力を発生させるため。

　よかろう。では、なぜそんなものが必要だったのか。外殻の回転速度は、どうやって、何を基準に決めたのか。剣つるぎが算出した地ち球きゆう儀ぎの昇しよう天てん力りよくと、トルク最外殻の遠心重力がほぼ等しいのは単なる偶然なのか。

　ゴキブリが、もともと住んでいた場所というのは、ひょっとしたら──




　だから、よせばいいのに、と言ったのだ。

　芥は、「生命地球儀起源説」を唱えた直後に異い端たん審問にかけられ、浄じよう土どたる地球儀の神性を貶おとしめた希代の背信者として処刑されてしまった。

　もっとも、どんな昔話も大抵そうであるが、この話も眉まゆに唾つばして聞く必要はある。「芥は普段から子猫をさらっては食っていた」とか「死んだ芥の血で汚けがされた場所には長いこと黴かびすらも生えなかった」とか、そんな話も同じように伝わっているし、だいたい「芥」などという名前からしておかしい。歴史というのは勝者の手で書き残されるもので、その勝者は自分に反旗を翻ひるがえした者については、いつだってろくな書き方をしないものである。トルクの歴史もそのあたりの事情は同じだろうし、ことに初期のスカイウォーカーには「病やまい」「虚うつろ」「腐くされ」「骸むくろ」などといった、普通では考えられないような名前ばかりが連なる。その筆頭とされる芥とて、本当はそんな名前ではなかったのだろうし、あるいは一匹の猫ですらなくて、「生命地球儀起源説」を唱えた学術教団であったのかもしれない。

　ともあれ、「芥」は大集会の手で始末されてめでたしとなった。処刑の方法は撲ぼく殺さつであったというが、死の間際に芥がつぶやいたとされる言葉が今に伝わっている。刑場に引き出された芥は、居並ぶソウルセイバーに対して、こう言ったのだという。

　──拙せつ僧そうはここにて滅ぶが、拙僧の跡を継ぐ者が必ず現れるだろう。

　言わずにおけばいいものを。

　たとえ芥に必ずそうなるという確信があったにせよ、ソウルセイバーを相手に何を言ったところで、そんなものはただの捨てぜりふであり、負け惜しみ以上の何物でもあり得ない。

　いかにも作り話くさいエピソードではあるし、あるいは芥は実際にはそんなことは言わなかったのかもしれない。あるいは理不尽な死を目前にして、そうでも言わなければ収まりがつかなかったのかもしれない。あるいは、芥あくた本人も最初から負け惜しみのつもりで言ったのかもしれない。

　言われた方は笑うしかない。

　この話が事実だとすれば、芥の言葉を聞いたソウルセイバーたちも笑ったはずである。

　貴様ほどの罰当たりが二人といるものか──と。

　芥のその言葉は、しかし、現実のものとなったのだけれど。
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　多爾[image: こん]ドルゴンとは怪物の名前であり、怪物は、またの名を焰ほむらといった。




　しかたのないことなのだと思う。

　変わってしまったのは周囲よりもまず自分の方であることは、よくわかっている。

　それでなくても自分は、以前から決して愛想のいい方ではなかったし、付き合いの多い方でもなかったと思う。だから、周囲の誰だれのせいであるとも思わない。ついこの間までは自分ですら、多爾[image: こん]とは怪物の別名であると半ば信じていたのだ。

　それを思えば、誰を責める気にもなれない。

　街を出ることに決めた。

　いや、行く先はまだ決めていない──尋ねる者があれば、焰はそう答えただろう。

　ああ、ねぐらが決まったら知らせるよ──請こう者があれば、焰はそう言っただろう。

　しかし、焰の顔をまともに見ようとする者さえいなかった。

　だから、焰は誰にも何も告げずにねぐらを引き払った。

　日につ光こうと月がつ光こうの得え物ものを別にすれば、荷物さえろくになかった。

　長大な斬ざん甲こう刀とうを担いだ日光と月光を引き連れ、焰は雷らい祭さい坑こうの街を出た。




　雷祭坑を後にして、名もうろ憶おぼえの回廊を歩いた。このあたりの街はどこでもそうだが、街を外れると周囲の光景はあっという間に黴かびの森に埋もれる。天てん使しの化石がそこらじゆうにあって、菌きん糸しをまとったその骨格は、闇の中にあってもなお白々として見える。

　しばらく歩いたころ、焰を肩に乗せた月光がしきりと背後を気にし始めた。

　わずかに遅れて日光も、その背後の気配に気づいた。両機とも振り返ったりはしないし、歩調を変えたりもしない。傍はた目めにはただ黙々と歩いているばかりに見えるが、焰には月光の苛いら立だちがはっきりとわかる。月光がもの問いたげに小さく喉のどを鳴らし、焰もまた首の周りの毛をわずかに逆立てた。

『──わかってるよ。大丈夫だから、このまま真っ直ぐ行け』

　月がつ光こうはそうした。日につ光こうもそれに従う。さらに歩き、荒れ果てたリニアチューブ駅の連絡通路に入り込む。ぼろぼろに崩れた耐熱煉れん瓦がの壁に、日光と月光の足音がわんわんと反響する。このまま進め──尻尾しつぽの動きでそう命じ、焰ほむらは月光の肩から舞い下りた。音もなく通路を駆け、天井から外れて落ちた標識の陰に身を潜ひそめる。

　日光と月光の足音が左手の奥へと遠ざかっていく。

　と、右手から騒々しい足音が近づいてきた。二足歩行している。走っている。がっしやんがっしゃんとやかましい。何か大荷物を担いでいるらしい。押し殺したマイクロ波までが聞こえる。

『ばかばか震しん電でんのばか。だから言ったのにもっと近づかないと見失っちゃうかもって楽かぐらが言ったのに、見失っちゃったら震電のせいだからね』

　連絡通路の右手の奥から、間抜けな面でひょろっと背の高いロボットが現れた。ひょろひょろしているくせにそれなりに力はあるらしく、横幅の広い重そうなリュックサックを担いでどたどたと走ってくる。そのリュックサックのフタのところに茶色の毛玉がくっついており、その毛玉がロボットをしきりと急かしている。

　──誰だれかと思えば。

　すぐにわかった。

　ひょろ長い奴やつにもその背中にくっついている毛玉にも、焰には見み憶おぼえがあった。

　あのときの、あいつだ。

　斑まだらを殺やったあのダイブがまだ始まりもしないうちから見物にきていた、あのチビ。

　ひょろ長いロボットが目の前を走り抜けていき、焰は身を隠していた標識の陰から無造作に歩み出て、リュックサックの背中に声をかけた。

『待て』

　茶色の毛玉が真上に跳はね上がった。ひょろ長いロボットは両足が駆け足の形のまま凍りつき、顔から転んで床の上を１メートルほど滑って止まり、そのまま頭を抱えて丸くなった。そこに落ちてきた毛玉はリュックサックの上でぼんと跳ね、ころんと床に転がり落ちた。ひっくり返ったまま身動きもできずに焰を見つめる。

　焰はずかずかと近寄って、まずはひょろ長いロボットにいっぱつ蹴けりをくれた。

『そんなにビビんじゃねえバカ。なんにもしねえよ』

　次いで毛玉をじろりと見て、

『おれに何か用か』

　なるほど、こうしてひっくり返って腹を見せていると、それはただの毛玉ではなくて子猫に見える。が、うんともすんとも答えない。身体からだ中じゆうの毛をハリネズミのように逆立て、目を見開いて震えているばかりだ。焰は尻尾をひょいと伸ばして顔を突ついてやった。子猫は「ぴいっ」とひと声鳴いて目を固く閉じ、ぶるぶる震えながら、やけっぱちのように、

『か、かぐらかぐら！　とんじょうこうのかぐら！　みつぼしづきのちゃとらのかぐら！』

『仁義はいいよ。で、そっちのは震しん電でんだろ？』

　楽かぐらは焰ほむらが震電の名を知っていたことに驚いて目を見開くが、

『さっきお前がでかい声でばかばか言ってたじゃねえか。──あのな、』

　どう言えばいいか、焰は少し考える。

『──面白半分でついてくるのは勝手だけどな、街に戻れなくなっても知らねえぞ。いいか、このあたりはちょっと寒くなりやミルクみたいな霧が出て、自分のヒゲも見えねえ有様になっちまうんだ。帰り道がわからなくなって、右往左往してるうちに楼閣から足を踏み外してまっ逆さま。ここらの街にゃ、そうやって死んじまう奴やつがいくらでもいる』

　楽は目を見開いたまま、何度もうなずいた。

『イカれた野良ロボットが出るかもしれん。主を失ったロボットの溜たまり場になってる通路がこの近くにあるんだ。中にゃ頭のネジの外れたおっかねえのだっているからな、体温や心音や電波を嗅かぎつけて襲ってくるかもしれんぞ』

　楽はうなずく。

『盗賊だっているかもな。ついこの間も、このあたりでどっかのトレーダーの商隊が血祭りに上げられたばっかりだ。來らい州しゆうの愚ぐ連れん隊たい一家の仕業だって話だが、商隊の連中はみんな生皮引っぺがされた上に首を跳はねられて、そこらじゅう血の海だったらしいぜ』

　楽はまたうなずいた。心なしかその表情が明るくなっている。焰はその表情に飲まれて言葉に詰まった。

　変なガキだ。

　これだけ脅したのに。

　話にリアリティが欠けていたのかもしれないと焰は思う。しかし、焰が言ったことは丸っきりの噓うそというわけでもない。気温が下がるたびに危険な濃霧が発生するのは本当だし、この近くにある「人ひと形がた楼閣」が気味の悪い危険な場所であるのは確かだし、來州の愚連隊がこの近くに現れたらしいという噂うわさが立ったのも事実だ。

『へいきだもん』

　楽が言う。

『焰と一緒にいれば、野良公が来たって強盗が出たってみんなやっつけてくれるもん』

　焰は少しむっとした。

『なんでおれがお前を助けなくちゃなんねえんだよ』

　にべもない言葉にも、楽はこたえた様子はない。変に期待に満ちた目でじっと焰を見つめている。

『とにかく、悪いこた言わねえから街に戻れ。ダイブ見物に中ちゆう心しん柱ちゆうまでしょっちゅう出かけてるからってな、変な自信は持つな。いい気になってると痛い目見るだけじゃすまねえぞ。螺旋階段スパイラルまでの回廊は大集会だって目を光らせてるから特別安全なんだ。このへんの森とはわけが違うんだよ』

　言うだけは言ったのだ。

　後はどうなろうと知るものか。

　そんな気持ちになって、焰ほむらは踵きびすを返し、日につ光こうと月がつ光こうの足音を追って連絡通路を駆けていく。

　床にひっくりかえったまま、楽かぐらはその姿を呆ぼう然ぜんと見送った。焰の言った言葉が頭の中に木こ霊だましている。

　──ダイブ見物に中ちゆう心しん柱ちゆうまでしょっちゅう出かけてるからってな──

　ということは。つまり。

　焰は、自分のことを憶おぼえていてくれたのだ。

　喜びがはじけ、楽はその場で飛び上がって喜びの踊りを踊った。ひとしきりくるくると踊ってふと見れば、震しん電でんはいまだに頭を抱えて床にうずくまっている。楽は焰がやったのを真似して、震電の足にぼかりと蹴けりをくれた。

『いつまでやってるの震電！　ばか！　弱虫！　だんご虫！　早く追っかけないと焰がどっか行っちゃうよ！』




　今にも崩れてきそうな駅の構内を抜け、焰と日光月光はリニアチューブの軌道トンネルの中に足を踏み入れた。何の理由もなく右へ行くことに決める。

　軌道トンネルは、緩ゆるやかな上り下りの坂道が連続する、果ての知れない通路だった。

　大昔には、このトンネルの中を天てん使しの乗り物が走っていたらしい。トンネルの坂道には規則性があって、駅を通り過ぎると、まずは緩やかな下り坂になる。進むにつれて下り坂は次第に平坦になり、今度は緩やかな上り坂になる。その上り坂を上がっていけば、必ず次の駅が姿を現すのだ。

　歩いているうちに、焰にはこうした構造の理由がわかってきた。

　大昔には、このトンネルの中を天使の乗り物が走っていたのだ。その乗り物の詳しい構造などもちろん知らない。が、早い話が、ゴロのついた車なのだろうと思う。それならこの坂道の説明がつくからだ。駅を出発した車は下り坂を下っていくことで勢いがつくし、上り坂を上ることで減速して次の駅に楽に止まることができる。この坂道は、トルク外がい殻かくの遠心重力を利用して動力を節約するための仕組みなのだ。きっと。

　何度も分岐点に行き当たり、そのたびに「右の耳がかゆいから」とか「左の前足がむずむずするから」とか、そんなめちゃくちゃな理由で進む道を決めた。一度、日光と月光にじゃんけんをさせて進む道を決めようとしたことがあったけれど、結局うまくいかずに焰が適当に決めてしまった。日光と月光がすっかりむきになって、己の動体視力と反射神経のすべてを尽くした壮絶な勝負を始めてしまい、あいこばかりでちっとも勝負がつかなかったのだ。

　楽かぐらと震しん電でんが後をつけてくる気配は、ずっと続いていた。

　──知らねえぞばぁか。

　電波の反響の具合によっては、気配どころか楽の声が聞こえてくることもあった。

　震電としりとりをやっている。

　これが焰ほむらには少し意外だった。旅の道中でのしりとりは、もちろん退屈しのぎの遊びでもあるが、同時に魔ま除よけのお呪まじないの意味もあるからである。しりとりが続いている間は悪あく霊りようが近寄ってこないという言い伝えがトルクにはあるのだ。悪霊は、そのぐるぐる回り続ける言葉に惑わされて道に迷い、取り憑つくべき相手を見つけられなくなってしまうのだという。坊主たちが偉そうに唱える縁えん切ぎりの経きよう文もんも実はこれとまったく同じ理屈で、そのほとんどの部分は聖言が延々と連なったしりとりで出来ている。トルクをさすらうトレーダーたちも、街から街へと移動する際には全員でしりとりをする習慣がある。

　──いっぱしのトレーダー気取りだな。

　楽の声を聞くともなしに聞きながら、焰は苦笑する。

　もっとも、自分がやっていることの意味を楽がちゃんとわかっているのかどうか、焰には知る術すべはない。ただの遊びのつもりでやっているのかもしれないとも思う。

『ねー震電！　楽は知ってるよ、こっちの道を行けば旋せん祭さい坑こうの街に出るんだよね！　もういっぽうの道はずっと森の奥へ続いてるんだよね！　そーだよね震電！』

　楽はときどき、馬鹿でかい声で、聞こえよがしにそんなことを叫ぶ。

　道案内をしているつもりなのかもしれない。が、焰にはそもそもどこへ行くというあてもないのだし、あてがない以上、楽の言葉は右へ行くべきか左へ行くべきかの参考にはなりようがない。それに、楽のような子供の言うことを鵜う吞のみにするのは危ないとも思う。雷らい祭さい坑こうの街を後にして数時間、すでに焰ですら、自分が今どこにいるのかよくわからない。自分ですらここがどこなのかわからないのに、楽のような子供にそれがわかるはずはないと思う。楽は、知ったかぶりの出まかせを言っているだけなのかもしれない。

　歩き続けた。

　背後の楽の声が、次第に遠ざかっていった。

　肩の上で揺られているのにも疲れ、焰は床に降りてひとつ伸びをして、日につ光こうと月がつ光こうの先に立って歩き始めた。とにかく一日は歩き続けようと決めていたから、くたびれようが腹が減ろうが、リニアの軌道をたどってがむしゃらに進んだ。

　行く手の闇に霧が混じり始めたころ、上り坂の先にまた駅が現れた。

　もうくたくただった。今日はここで休もうと決めて、歪ゆがんで波をうっているホームの上に飛び上がる。黴かびの木に覆おおい尽くされた構内には、列車が大蛇のようにねじくれた半身をさらしていた。トンネルの先で何か予期せぬ障害物に激突でもして止まったかのようにも見える。この有様では、このトンネルをそれ以上先に進むのは無理かもしれない。回廊に戻れば人目がわずらわしいし、最後の分岐点を通りすぎてどのくらい歩いたのか憶おぼえてもいない。

　楽かぐらの声は、とっくに聞こえなくなっていた。

　焰ほむらはため息をつく。

　寒い。霧も濃くなってきた。これからどうするにせよ、今はここで休むのだ。焰は周囲を見回して身を隠せる場所を探した。列車がまず目につくが、日につ光こうや月がつ光こうには少し狭いかもしれない。歪ゆがんでしまって開かないドアもあるかもしれないし、逃げ道が限定されてしまうのは気に食わなかった。

　──？

　不審に思う。

　確かに荒れ果てた駅である。ホームの床石もひびだらけだし、耐熱煉れん瓦がの壁には大きくえぐれた箇所が目立つ。なのに、床の上がやけにきれいだ。もっと瓦が礫れきやガラクタがごろごろあってもよさそうなのに。

　──まあ、いいか。

　くたくたに疲れていたせいか、それ以上は考えごとに集中できなかった。ふらふらと構内をうろついて、連絡通路の奥に古びたベンチを見つけた。日光が少ない荷物からボロ布きれを取り出し、焰を乱暴にくるんでベンチの下にぞんざいに突っ込む。

『少し眠る。へんな奴やつが来たら日光が前、月光は左だ。ワイヤーも小太刀も使うな。おれが斬きれって言うまでは斬るなよ』

　日光と月光がベンチにどかりと腰を落とす。二人並んで斬ざん甲こう刀とうを床に突き立て、両手を柄つかの上で重ねて、正面の壁にある時刻表をじっと見つめてぴくりとも動かない。列車の到着でも待っているかのような風情だった。

　そのベンチの下で、焰はボロ布にくるまって身体からだを丸めている。

　気温が下がり続けており、身体の震えが止まらなかった。

　焰は空腹で、疲れ果てていた。

　ボロ布はこれ一枚しかない。

　食料の持ち合わせもない。

　焰はスパイラルダイバーであって、トレーダーではない。トルクを旅する際の適切な備えについてなど、詳しくは知らない。実際、ひとりでここまでの旅をするのは初めてのことである。楽の前では格好をつけて色々と能書きをたれはしたが、実は、焰が知っていることといったらあれでほぼ全部なのだ。

　寒くなるのは知ってはいたが、まさかこれほどとは思わなかった。歩きながらネズミでも捕まえて食えばいいと思っていたのに、チューブの中に入ってからはゴキブリ一匹見かけなかった。それでも、普段の焰なら無理矢理に眠って幾分なりとも身体を休めることができたかもしれない。しかし、どうしようもなく腹ペコで、くたくたに疲れている今の焰には、この寒さを無視してしまうことができない。

　今の自分の姿を、トルクじゅうの猫に見せてやりたいと思う。

　お前たちが怪物と恐れている多爾[image: こん]ドルゴンの、これが噓うそ偽いつわりのない正体であると。

　情けない。強い弱いというのは刀ヤツパや拳ゲンコツだけの話ではないのだとつくづく思う。戦って戦って、怪物とまで言われた相手をも屠ほふった挙句の果てにたどり着いたのがこのザマだ。急に、斑まだらと話がしてみたくなった。自分がそうであるように、あいつだってただの猫だったのに。鬼神の如きと噂うわさされるその陰で、その結果誰だれからも遠ざけられて、斑もまた、ボロにくるまって震えて眠る夜を過ごしたことがあったのだろうか。斑がどんな奴やつなのか、ついに自分は知らずじまいだった。

　話してみれば、あいつだって面白い奴だったのかもしれない。

　いまさら遅いけれど。

　寒さは耐え難かったが、今もゆっくりと降りつのる疲労は、これ以上の意識の維持を許さないところまできていた。ブレーカーが落ちるように、焰は眠りに落ちていく。

　突然、音を聞いた。

　きゅるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

　次いで、異常に反応した日につ光こうと月がつ光こうが、斬ざん甲こう刀とうの柄つかを握りしめる音。

　そして、がしゃがしゃうるさいあの足音と、叫び声を聞いた。

『見つけた！　やっと見つけたあ！　たいへんたいへん早く早くこっちこっち!!』

　焰は驚いてボロ布きれから顔を突き出した。連絡通路の入り口で震しん電でんが両手を振り回しながら飛び跳はねている。

『──楽かぐらか？　お前、なんで、』

　震電がどしゃがしゃと駆け寄ってくる。確かにひと目やふた目は見知っているとはいえ、その姿はまぎれもなく「へんな奴」であり、焰に言われた通りに日光は前、月光は左に展開して震電を見据え、焰が斬きれと言わないので斬らずにいる。ところが、震電はそんな日光月光にはお構かまいなしに、ベンチの下からボロ布ごと焰を引っぱり出した。

『な、なんだてめえ!?』

　焰は身をよじってボロ布ごしの震電の両手からくるりと逃れる。震電の頭に着地して、リュックサックにかじりついている楽をにらみつける。が、楽は夢中で叫ぶのだ。

『ほむらほむらたいへんたいへん！　あぶないのこんなところにいたら死んじゃうの!!』

　震電がくるりと向きを変えて走り出す。リュックサックにかじりついている楽は背後を振り返って、

『日光も月光もついてこなきゃだめ！　はやくしないと、はやくしないと風がくるよ！』

　楽に言われたからではなく、実際には焰がコマンドしたからなのだが、ともかくも日光と月光は少ない荷物を軽々と担いで震電を追った。震電はホームへと飛び出し、蛇のようにねじくれた列車へと一いち目もく散さんに駆けていく。車両のドアにとりつき、しかしそのドアが開かない。

『おい、風ってなんだ？　何が危ないんだよ!?』

『風なの！　捜したんだよ、焰ほむらがどんどん先にいっちゃうんだもん、楽かぐらは一いつ生しよう懸けん命めい捜したんだよ!?　こんなところにいるんだもん、こんなところにいたらあぶないんだもん!!』

　何だかよくわからない。わからないが、とにかく、

『どけ震しん電でん！　日につ光こう!!』

　日光が右足一発でドアを蹴け破った。震電は列車の中に飛び込み、ねじれた車両の中をさらに奥へと走り続け、最後尾の車両の座席の陰に転がり込んだ。ようやく、かわいそうなくらいに安心した楽が、しがみついていたリュックサックからぼたっと床に落ちる。

『で、何が危ないんだって？』

　焰が尋ねると、楽はくるんと身を起こし、座り込んでいる震電に向き直って、二人して妙な真ま似ねを始めた。震電が両手の先を頭のてっぺんに当てると楽は首を左にかしげて尻尾しつぽを立て、楽がごろりと床に転がって手足を広げれば震電は顔の左右で手をひらひらさせる。

『──何やってんだお前』

『計算。あのね、震電が時計の係で、楽が気圧の係。ええっとね、』

　ブロックサインの交換がひとしきり続いて、楽は「計算」を終えたらしかった。震電は妙なポーズを一秒ごとに変え続けている。

『んとね、あと四数えるくらい』

　焰は楽をじっと見つめて、

『──だから、何が』

　震電が両の手のひらを上にむけて物を持ち上げるような格好をして、ぴたりと動きを止めた。

　それから、誤差が三秒あった。

　震電が動きを止めた三秒後に、どこか遠くで巨大な怪物が深呼吸でもしているような、大量の空気の蠢うごめく音が聞こえた。その音が、トンネルの奥からすごい速度で接近してくる。あれは何だと尋ねる暇などありはしなかった。音は、列車全体にぶち当たって、何もかもを目め茶ちや苦く茶ちやに揺さぶった。

　文字通りの、風だった。

　衝撃波のような速度の、巨大な空気の流れだった。

　耳の痛みと風の轟ごう音おんで頭がどうにかなりそうだった。うずくまった床に車両同士が次々と玉突きにぶつかる衝撃が伝わり、風の轟音に軌道の軋きしみが加わった。列車が風圧に押され、蛇のようにうねって動いている。窓の外の霧が手の切れそうな速度で流れていく。ひと抱えもあるような瓦が礫れきが飛ぶように転がっていく。

　列車は、５メートルほども押されただろうか。

　永遠に続くかとも思われた風は、いつしか微風へと変わり、トンネルの奥へと去った。

　あらゆる隙すき間まから押し込まれた霧が、車両の中でゆっくりと渦を巻いていた。震しん電でんはいつものように頭を抱えてうずくまっており、コマンドをもらえなかった日につ光こうと月がつ光こうは床にひっくり返っており、楽かぐらは座席の下に隠れており、焰ほむらはその隣で、震電を笑えない格好で逆さまになっていた。

『……なんだよ、あれ……』

『っとね、活動のおじいが言ってたよ、トルクの外がい殻かくが回ってるからだって。チューブの中は遮るものがないから、ちょびっとの空気の流れがいっぱい集まって、さっきみたいな風になるんだって。あの風に飲まれた猫は、トンネルのずうっとずうっと奥のどこかに吸い込まれちゃってもう絶対見つからないんだって』

　震電がむくりと起き上がり、大きなリュックサックの中から迷めい彩さい色しよくの防水シートとアルミの支柱を引っぱり出した。床に立てた支柱の上にシートをかぶせ、周囲の座席もうまく使って、あっという間に簡単なテントを造ってしまう。

『お前──お前さ、お前のねぐらってどこだ？　どこの生まれの茶トラの楽だって？』

『屯とん城じよう坑こう。でもね、楽のねぐらはどこにもないの。楽は、震電と一緒にずうっとトルク歩きをしてるから。気に入った場所があればしばらくそこにいることもあるけど』

　確かに、決まったねぐらを持たない猫は少なからずいる。街には何か必要なものがあるときに立ち寄るだけで、相あい棒ぼうのロボットと共に気ままな旅を続けている連中だ。が、楽のような子猫がそんな放浪生活を送っているとは、焰にはにわかには信じ難かった。

　震電は嬉うれしそうにてきぱきと作業を続ける。おたまに二杯の鉄粉を難なん燃ねん繊せん維いの袋に入れて口を縛しばり、袋ごとわしゃわしゃと揉もみほぐし、毛布にくるんで楽に投げ渡す。楽は歓声を上げてその袋に身体からだ中じゆうで飛びついた。震電は焰にも同じ物を作ってよこす。

『──何だこれ』

『鉄てつ枕まくら。抱っこしてるとすぐにあったかくなるから。焰もおなか空いた？　楽はおなか空いたよ。震電、楽が捕まえたおっきなネズミ、まだ残ってたよね？』

　焰がふと見れば、日光と月光はまだ床にひっくり返っていた。

　立つ瀬がなかった。




『いつ風がくるかは計算すればわかるの。その計算のやり方も楽は活動のおじいに教わったの。活動のおじいが楽に「トルク歩き」を教えてくれたんだよ。しりとり歌も、罠わなの作り方も、黴かびの木のことも、壁の音を聞くやり方も、ぜんぶ教えてくれたんだよ。おじいはもうずっと前に地ち球きゆう儀ぎに行っちゃったんだけど、いろんな道具もみんなくれたし、震電を連れていってもいいって。震電は、前はおじいの相棒だったんだよ』

　闇の中に再び、濃い霧が流れ始めている。車両の中に張ったテントの下で、焰と楽は毛布にくるまっている。なるほど、焰の身体の下にある「鉄枕」は、抱いているとすぐに温かくなった。楽かぐらのくれたネズミを貪むさぼり食い、疲れも寒さも空腹も噓うそのように遠のいていったが、どうにも尻尾しつぽのつけ根あたりがむずむずする。今すぐこの場を立ち去ってしまいたいような気もするが、鉄てつ枕まくらの温かさに逆らうのは難しかった。

　日につ光こうと月がつ光こうと震しん電でんはテントの外にいて、三体で床にぺったりと座り込んでじゃんけんの勝負をしている。日光も月光も、そのすさまじい動体視力が災いしてフォームを深読みしすぎてしまうのか、何にも考えずにぐーちょきぱーを出す震電にこてんぱんに負けている。震電は目をぴかぴかさせて大喜びだが、日光月光の方は悔しさのあまり震電に襲いかかりそうな勢いだった。

『何者だ、その活動のおじいって』

『活動のね、おじいだよ』

　全然わからない。

『だからその、活動ってのはなんだ』

『焰は活動って知ってる？』

　わからないから聞いているのに。

『あのね、活動が本当はどんなだったのかは楽も知らない』

　ぶっ殺すぞこのガキ。

『楽はほんとの活動は見たことがないの。あのね、活動のおじいはものすごいおじいだったの。おじいは若いころに死神と縁えん切ぎりする魔ま法ほうを使ったんだって言ってた人もいる。おじいはね、自分はトルクができたばっかりの頃ころを知ってるし、生きて歩いている天使を見たことがあるって言ってたけど、いくらなんでもそんなのはうそだと楽は思うわけ。だっておじいはちょっとボケだったし、楽がそのころのことを話してって言っても、おじいはいっぺんだって話してくれたことなかったもの。だけど、おじいが本物の活動を見たことがあるって言ってたのはほんとだよ。きっと』

『──つまり、活動って、何かするって意味じゃなくて、そういう名前の物なのか？』

『活動を見るにはね、まずフィルムがないとだめなの。フィルムっていうのはすっごく長いテープみたいなもので、丸めて平べったい缶に入れてあるの。おじいはそのフィルムの入った缶はいっぱい持ってた。それと、暗い場所にある平らで白い壁もいるの。そんなのはトルクにはいっぱいあるから大丈夫。だけどね、「映写機」っていう機械がないとだめなの。おじいは映写機は持ってなかった。だから、おじいはフィルムの缶をいっぱい持って、映写機を探してトルクを旅してたの』

『活動を「見る」ってのは？　活動って見るものなのか？　そのフィルムと壁と映写機があれば、何か面白いもんでも見えるのか？』

　質問ばかりで、まるで自分の方が子猫になった気分だ。しかし、ちっとも要領を得ない楽の話しぶりは好奇心を刺激するところがあった。

『うん。すごくきれいで、すごくどきどきして、すごく面白いの』

　見たこともないくせに、楽かぐらはそう言った。

『あのね、楽はよくわからないんだけど、映写機っていうのは光を出す機械なんだって。その光をフィルムに当てると、壁に動く絵が出てくるんだって。ストーリーメイカーの壁画ってあるでしょ？　きっとあんなふうなんだと楽は思うの。でもね、壁画の絵は動かないけど、活動の絵は動くの』

　だいたいわかってきた。

「活動のおじい」なる人物の正体は、エクスプローラーだ。

　このトルクの中には、天てん使したちの遺のこした様々な遺物が眠っていると言われている。遺物という言い方をすればトルクそのものがすでに天使の遺物だし、日につ光こうや月がつ光こうや震しん電でんもそうだし、空き瓶や空き缶だってそうだ。が、そうした当たり前の物とは別に、その存在だけが噂うわさされる伝説的な遺物というやつがある。「シーベルトの箱船」とか「鏡の隠れ蓑みの」とか「蜂はち蜜みつ色の力場」とか、そんな、おとぎ話のような力をもった遺物の噂は限りない。そういう噂は、ほとんどの猫にとってはただのおとぎ話にすぎないが、そのおとぎ話を額面通りに受け取って、その遺物を求めて黴かびの密林の中に踏み込んでいく奴やつがときどきいる。

　なにしろ絵が動くのだ。そいつは伝説級の代物には違いない。

　活動のおじいも、そんなエクスプローラーのひとりだったのだろう。そして、おじいの探し求めていた獲え物ものが映写機だった──そういうことなのだろう。

『活動は天使さまが作ったものだから、フィルムを光にかけて出てくる絵も天使さまの絵なんだって。ときどきは猫も出てくるっておじいは言ってたけど。おじいは昔、本物の活動をたくさん見たことがあって、そのお話をみんな憶おぼえてたの。おじいがトルク歩きをする猫たちの人気者だったのはそのせい。おじいは映写機を持ってなかったし、だからほんとの活動をみんなに見せることはできなかったけど、自分が見た活動のお話をみんなに聞かせてあげることはできたから』

『お前も聞いたことあるのか、その話』

『何度もあるよ。すごかったんだから。あのね、いつもの小さな広場の黴の木にはおじいのランプが吊つるしてあるの。そのランプが合図なの。そのランプをおじいが点つけておくとね、トルク歩きをしてる猫たちがいっぱい集まってくるの。おじいはすぐには話を始めないんだよ。いつも決まって、みんなの前に座ってしばらくじっとしてるの。集まったみんなもおじいを急せかしたりはしないんだよ。みんな虫の干ひ物ものを食べたりお互いに話をしたりしてちゃんと待ってるんだ。そのうちにね、おじいが大きな声でへんてこなお呪まじないを唱えるの。「ぶ───────────────────────────────」って。それからは、おじいの世界なの。楽もいっぱい話を聞いたよ。おじいは音楽や音まで真ま似ねして話をするんだよ。天使さまが冒険する話とか、天使さまが恋をする話とか、天使さまがおっかない目にあう話とか、そういう話を楽かぐらはいっぱい聞いたの。そうだ、フィルムなら楽が持ってるよ。見る？』

　楽は毛布からぱっと飛び出し、リュックサックの中にもぐり込んでごそごそやって、平たくて大きなブリキの缶を蹴けり出した。缶は床を転がり、焰ほむらの目の前でぱたんと倒れる。

　どうということはない、ただの平たいブリキ缶だった。

　焰は毛布から身を乗り出して、ブリキ缶に顔を近づけてみた。古びた時間の臭においがした。歳としを経たかすかな黴かびの臭いだ。

　こんな物にかかずらわって一生を費やすなど、焰には正気の沙さ汰たとは思えなかった。が、それを言うならお互い様だという気もする。エクスプローラーから見れば、スパイラルダイバーのやっていることこそ正気の沙汰ではないと言ったに違いないのだから。

『じゃ、今はそのおじいに代わってお前が映写機を探してるのか？』

　楽はばね仕掛けのように毛布の中に跳はね返ってきた。

『うん。だって、楽も天使さま見たいもん。ねえ、焰はどうしてトルク歩きをすることにしたの？　焰は多爾[image: こん]ドルゴンになったんでしょ？　多爾[image: こん]は強いから偉いんだよね？　大集会の大長老ハーン様の前を横切っていいのは多爾[image: こん]だけなんだよね？　何もしなくてもお金をもらえるし、紫し禁きん坑こうの箱はこ城じろの、いっとうきれいなねぐらにだって住めるんだよね？　なのにどうしてトルク歩きをすることに決めたの？　もしかして、焰も楽みたいに何か探すの？』

　内心、ぎくりとした。

『──べつに、多爾[image: こん]になりたくて斑まだらと戦ったわけじゃないからな』

　平気な顔を装って、とりあえずそう答えた。

　噓うそではない。

　楽の言う通り、多爾[image: こん]の地位には権力が伴う。が、そんなものが欲しくて斑と戦ったのではない。

　多爾[image: こん]とはもともと、トルクで最も強い猫にのみ与えられる尊そん称しようである。

　トルクは猫がロボットを従えて生きる世界であり、太古の昔には、最も強いロボットを持ち、そのロボットを最もうまく操作できる者が尊敬された。王は戦いによって決められた。大集会の成立以降もその戦いはスパイラルダイブとなって残り、多爾[image: こん]とはスパイラルダイブのディフェンディングチャンピオンを意味する言葉となった。

　しかし、かつての王を意味する多爾[image: こん]の尊称を冠する猫は、現在の大集会からも強力な権利を保証されている。長老たちの会議に参加することもできるし、二等級以下の勅ちよく諭ゆを発することもできる。そして、多爾[image: こん]は強者であるから、ソウルセイバーを統率する宣せん教きよう指揮官とまったく同等の指揮権の保有が認められてもいる。

　もっとも、現実に多爾[image: こん]が長老の会議に参加したり、ソウルセイバーを指揮した例などほとんどない。現在の多爾[image: こん]は、あくまでもスパイラルダイブのディフェンディングチャンピオンであり、ようするにスパイラルダイバーなのであり、つまりは力こぶがでかいだけの猫である。アホに政治は務まらんという言い方がまずければ、大集会内部の権けん謀ぼう術じゆつ数すうの泥沼に興味を示すダイバーなどいない、と言い換えてもいい。

　焰ほむらも、そんなものに興味はない。

　そんなものが欲しくて、斑まだらと戦ったのではないのだ。

　斑が多爾[image: こん]ドルゴンでなかったとしても、焰は斑に同じ挑戦状を叩たたきつけていただろう。金にも上等なねぐらにも興味はなかった。斑と戦ったのは、斑こそが誰だれよりも強いスパイラルダイバーであると聞いたからだ。そして斑は死んだ。焰は多爾[image: こん]となった。周囲の焰を見る目もまた変わった。決して快い変化ではなかった。それはしかたのないことだと思うし、我慢をするのもさせるのもいやなら、自分が街を出ればそれでいいと思った。

　紫し禁きんの箱はこ城じろに住むことも拒み、そのまま行方をくらましたのだ。大集会の下っ端の誰かが、自分を捜してトルクを右往左往するのだろうと思うと、少しだけ痛快だった。

　──もしかして、焰も楽かぐらみたいに何か探すの？

　箱船にも隠れ蓑みのにも力場にも、映写機にも興味はない。

　自分はスパイラルダイバーだ。弱いスパイラルダイバーが息をしていい理由は何もない。

　自分は息をするにも値しないのか。

　斑と戦えば、それがわかるはずだったのだ。

　ダイブの葬式を請うけ負ってくれたあの僧そう正じようは、言葉には「言こと霊だま」という偉大な力があると言った。クソ坊主め──と焰は思う。口に出すだけで願いが叶かなうなら誰も苦労はしない。しかし、願いを口に出すだけなら何の苦労もない。もし、もし叶うのならば、

『──あのな、』




　叶った。




　その瞬間、最初にまず感じたのは、大出力の波だった。

　暗闇で狩りをする猫が獲え物ものに向けて放つ、「因いん縁ねん」と呼ばれる波長の波だった。この波を他の猫に向けて直射することは、そいつにウンコをぶつけるのと同じくらいに礼を失した行為であり、最も野蛮な形で相手にケンカを売っていることになる。焰と楽、日につ光こうと月がつ光こうと震しん電でん──最後尾の車両の中にいた全員がその波を感じた。眠っている目を覚ますくらいに強力な因縁だった。

　日光と月光と震電は右手を「ほい！」と突き出したまま動きを止めた。日光はちょき、月光もちょき、震電はぐーを出していた。

　楽はあまりのショックに打ちのめされ、腰が抜けたようにその場にうずくまって、なす術もなく震え始めた。無理もない、これほど明確で強烈な敵意をぶつけられたのは生まれて初めてなのだろう。

　焰ほむらはすさまじいまでに全身を緊張させ、余計な思考を頭の中からすべて蒸発させ、日につ光こうと月がつ光こうにコマンドラインをぶち込んで斬ざん甲こう刀とうを握らせた。

　やばい。

　最悪だった。自分を責めた。あの突風をやり過ごしたらすぐに、もっと広くて見通しのいいどこかに移動するべきだったのだ。この車両は狭すぎる。邪じや魔まな座席がそこらじゅうにごろごろあるし、楽かぐらと震しん電でんというお荷物までいる。日光と月光は図体がでかすぎて、こんな狭い場所では素早く縦じゆう横おうに動き回ることはできない。もちろん出口はある。車両の出入り口であるドアが四箇所。が、もう手後れかもしれない。相手は複数かもしれないし、この列車はもうとっくに包囲されているかもしれない。危険を覚悟で討って出るか、ここに留とどまって迎え撃つか。考える。夢中で。

　そのとき、楽がつぶやいた。

『……天てん使しさまだ……』

　焰が振り返ると、さっきまでぶるぶる震えてうずくまっていたはずの楽が、毛布から身を乗り出して呆ぼう然ぜんとしている。焰は楽が凝ぎよう視しする視線の先をたどる。自分たちの真正面、ねじくれた合わせ鏡のように連なる車両の奥に、何かがいた。

　そいつが、こう言った。

「避ひ難なん勧告が出ています。熱帯低気圧の北上にしたがって前線の活動は一段と活発になる見込みです。前線は明日も停滞するため、各地とも雷、突風を伴った激しい雨になるでしょう」

　白い息を霧に混ぜながら、そいつは、そう言った。

　天使のはずがあるものか、と焰は思った。

　そいつは、情けないほどのチビだった。髪は白く、リュックサックを背負い、血のように赤いつなぎの作業服を着て、ぶ厚くて重そうなスニーカーを履はいていた。見るからに凶悪なロッドメイスを肩に担いでいる。バーの長さはそいつの身長よりも短いくらいだろうが、物騒なのはその両端に取り付けられた馬鹿馬鹿しいほどでかいウエイトだった。不釣り合い極まりない武装だが、操る腕がいくら非力でも、あれでぶん殴られたら命が九つあっても足りはしない。

　そいつが、にかりと笑った。

　天使に牙きばなどあるものか、と焰は思った。言い放った。

『──出てくるなり因いん縁ねんつけるたあいい度胸だな』

　真っ黒な闇の中に、金きん色いろの、ふたつの瞳が見開かれた。

　メイスの頭の上に、真っ黒な猫がいる。

『あんたほどじゃないさ。風がくる時間だったし、すぐ上がってくるだろうと思って駅の出口で待ってたのに。心配した』

　やっと確信を持った。

　間違いない、あれは天使などではない。ロボットだ。黒猫がコマンドラインを出している。うまく隠してはいるが、かなり短い波長を使って、膨ぼう大だいな量の情報をものすごい速度でやり取りしている。

　焰ほむらに匹敵する通信速度だった。

　日につ光こうが斬ざん甲こう刀とうを構かまえる。その背後、焰がゆっくりと毛布から歩み出る。呆ほうけたままの楽かぐらの顔を尻尾しつぽの先ではたく。

『震しん電でん、』

　黒猫を見据えている。

『月がつ光こうをつけてやる。楽の尻尾をつかんで一番近くの街まで全速力で走るんだ。月光、変な奴やつらが追いかけてきたら構わねえから叩たたっ斬きれ』

　黒猫が口を挟む。

『ずいぶん弱気だね多爾[image: こん]ドルゴン。子分がひとり欠けてたから負けたって言い訳するつもりかい？　大丈夫だよ、他に仲間はいないから』

　そのひと言が、楽の気に触った。

　楽は突然、黒猫めがけて弾丸のように飛び出していこうとした。焰は黒猫を見据えたまま、楽の尻尾を踏んづけて止めた。楽はべしゃんと床につぶれたが、それでも黒猫をにらみつけてばたばたと暴れる。

『ばーか!!　ノミだらけのまっくろくろ!!　楽は知ってるもん、焰は強いんだから!!　あんたみたいなちびっこいのがかなうわけないんだから!!』

　黒猫は確かに焰よりもまだ少し若いように見えるが、まさか楽からちびっこいと言われるほど子供ではない。しかし、焰も黒猫も楽の言葉など聞いてはいない。

『早く行け』

　そのつぶやきに振り返れば、焰は一本一本の毛の先までに緊張を漲みなぎらせ、どれほどか見当もつかないほどの力が白い背中をゆっくりとたわめていく。

　楽が仰ぎ見る焰の顔には、なぜか、隠し切れない歓喜の色があった。

　理由はわからない。しかし、焰の顔に浮かぶその歓喜の色に、楽は言い知れぬ不安にとらわれた。焰はやる気だ。あの黒猫と野試合をして、やっつけてしまうつもりだ。黒猫がどうなろうが、そんなことは知らない。そんなのは自業自得だと思う。しかし、

　楽の知っている焰は、たとえダイブの直前であろうとも、ただの一度たりとも、こんな獰どう猛もうな顔をしたことはなかったのだ。

　焰は街を捨てた。ろくな旅支度もしないで、トルク歩きのことなど何にも知らないままで。楽から見れば、死にに行くのも同然の行為だった。捨てばちになっているように見えた。放っておけなかった。

　──べつに、多爾[image: こん]になりたくて斑まだらと戦ったわけじゃないからな。

　やっとわかった。

　焰ほむらが、住み慣れた街を捨ててまで探し出そうとしていたものとは、一体何なのか。

　でも。

　あの黒猫と天てん使しみたいなロボットが焰の捜し求めていた相手であるとは、楽かぐらにはどうしても思えないのだ。黒猫は焰よりもすいぶんちびっこいし、あの天使みたいなロボットと日につ光こう月がつ光こうとでは比べることすら無意味だった。

　そして、そのことは焰も承知している。

　あの黒猫とロボットを、焰は、楽と同じ目で見ている。

　あんな連中が焰に適かなうはずはないのだ。焰は、それを承知で戦おうとしている。ネズミを嬲なぶるときのように、弱いとわかっている相手を引き裂くことで憂うさを晴らそうとしている。でなければ、こうも獰どう猛もうな焰の表情の説明がつかない。

『──焰、ねえ、やめようよ。あんな奴やつほっといて楽と行こ。ね？』

　楽は焰を見上げて、そう言った。

　無駄であることは、わかっていたけれど。

『おれがやめてもむこうはやる気みたいだぜ』

　乾いた、丸っこい音が響いた。

　楽が振り返ると、黒猫と天使みたいなロボットが、ついに決定的な一線を越えようとしていた。リュックサックから取り出したのか、天使の頭ず蓋がい骨こつがロボットの足元に転がされている。ロボットは、その頭蓋骨にスニーカーの底を乗せた。

　始まる。

　霧と夜に閉ざされたトルク外殻の、誰だれからも忘れ去られたリニアチューブのとある駅の、大蛇のようにねじくれた列車の中に、二人の巨人を従えた白猫と、ちっぽけな女の子を従えた黒猫がいる。

　日光と月光が前に出る。二体で斬ざん甲こう刀とうを左右対称に構かまえる。焰の全身の緊張はもはや、電波ヒゲからアーク放電を発していないのが不思議に思えるほどの凄すさまじさだった。

　天使はロッドメイスを構えない。黒猫はやはり、そのメイスの頭の上にいる。自分の頭よりも大きな頭蓋骨に足を乗せ、天使は再びにたりと笑う。牙きばを見せて。




　牙を見せて笑い、天使は踊るように身を乗り出して、力任せに頭蓋骨を蹴けり飛ばした。




　頭蓋骨は、ねじれた合わせ鏡のように連なる車両の闇を貫いて飛び、間合いに飛び込んだ瞬間に、月光の斬甲刀に粉砕された。

　殺シヤ──────────────────────────────────っ!!

　焰と黒猫が咆ほえた。

　恐ろしかった。

　楽かぐらは夢中で座席の下に転がり込んだ。懸けん命めいにも震しん電でんはとっくにそうしていた。もう逃げ出すこともできない。ドアは開かないかもしれないし、震電の力では蹴け破れないかもしれないし、何よりも、この座席の下から出ていく勇気などまるでない。

　あと数瞬もすれば、ここは戦場になる。

　日につ光こうと月がつ光こうが荒れ狂う、宇宙空間も同然の場所になる。

　楽は、見ていた。

　戦いが終わるまで、なす術すべもなく、ただ見ている以外になかった。




　戦いは、十二秒で終わった。

　焰ほむらは負けた。
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　相も変わらず、霧で夜だった。震しん電でんは蝶ちよう番つがいの外れたハッチを蹴け倒して、名もない石造りの回廊にのしのしと踏み出していく。

　蹴倒されたハッチが大きな音をたて、床一面を覆おおい尽くしていたゴキブリの大軍が物陰を目指して一斉に逃げていく。楽かぐらがいればぎゃーぎゃー叫びながら狂ったように追い回すであろう光景だが、今のこの場にいるのは震電ひとりである。そして、震電は大物だから、ゴキブリのようなセコい獲え物ものには興味がないのだった。ビッグの余裕に目をぴかぴかさせ、ぐるりんと頭を一周させ、指差し確認で方角を確かめて、震電は黴かびに覆われた回廊を自信たっぷりに歩き出す。

　震電は、ネズミを獲とるのが得意である。

　おつむの出来がネズミと同レベルだからなのか、ネズミの通り道を見抜いて罠わなを仕掛ける震電の腕前は見事のひと言に尽きる。震電が右手に下げている半透明のゴミ袋には、すでに二匹のネズミが入っている。なかなかいい調子である。罠を仕掛けておいた場所を頭の中で確認しながら、震しん電でんは足取りも軽く歩き続ける。その後ろ姿が回廊の闇の奥に遠ざかっていく。

　迷子にならねばよいが。

　震電のことはひとまず放っておく。震電がやって来た方角、蝶ちよう番つがいの外れたハッチの奥に視線を転じる。

　ハッチの奥には、狭い通路が曲がりくねって続いている。この通路も石造りなのだが、太い黴かびの菌きん糸しはカミソリ一枚通らないはずの石の合わせ目をこじ割って飛び出し、床といわず壁といわず天井といわず、通路全体をすっぽりと覆おおい尽くしている。猫やロボットの姿はなく、発光細菌のコロニーが緑色の光に羽虫を集めていたりする。

　これらの菌糸はみな、光を求めてトルク外がい殻かくの表層を突き破り、宇宙に飛び出している酸素黴の大木の末端にあたる。つまり、このあたりはトルク外殻の外がい縁えん部に位置しており、ここから酸素黴の樹高ほどの距離には、宇宙があるはずだった。

　こうした酸素黴の巨木を底辺とする菌類の獰どう猛もうな生態系の中では、さしもの猫もそう大きな顔はできない。毒黴の群ぐん棲せい地ちも多いし、猫には毒にならなくともロボットに害をなす種類の菌類はそれ以上に多い。決定的なことに、宇宙に近ければ近いほど気密漏れに巻き込まれる危険は大きくなるわけだから、まともな猫はこんな場所には近づきもしない。

　通路をさらに奥へと進もう。

　ただ、何事にも例外はあるものだ。この通路も前人未踏の地というわけではない。さっき震電がここを歩いてきたばかりだし、床をよく観察すれば、何種類かの猫の足跡を見つけることができる。それらは、何かの掟おきてを破ってソウルセイバーに追われたお尋ね者の足跡だったり、悪い病気にかかって街を追放された哀れな宿なしの足跡だったり、とあるスパイラルダイバーを追いかけてこんなところまで来てしまった、幼い雌猫の足跡だったりする。

　幼い雌猫の足跡はごくごく最近のものだし、それなりの目を持つ者ならば、その後をたどっていくことは一応は可能だ。二度のバックトラックと四度のジャンプを見破ることができれば、通路はついに大きなドーム状の空間に行き当たる。六本の斜行エレベータが複雑に交差する分岐点だ。足跡はドームの中ほどに横たわるコンテナ牽けん引いん車両の残ざん骸がいに続いており、ガラスの吹き飛んだコクピットの中には、迷めい彩さい模様の防水シートとアルミの支柱で作られたテントがあった。

　突然、ドームの闇に予鈴が鳴り響いた。

　このドームには、天てん使しのからくりが生き残っているらしい。どこかにあるスピーカーから、能天気なピアノの調べが流れ出す。次いで、無駄に明るい感じのする天使の声が闇に響いた。『セカンドシフトのみなさん、おはようございます！　帝国臣民を北の脅威から守るため、今日も報国の志をもって元気よく作業に励みましょう！　それではレーザーで空中表示されております皇居の方角に正対して宇宙体操第一！　まずは手足の運動から──』

　この有り難い「祈り」の声にも、楽は目を覚まさない。

　テントの下には楽かぐらの寝床が置かれている。

　その寝床の中で楽は寝ている。

　楽の寝床は、柱時計の中身をすべて抜き取って、代わりにボロ布きれを山と詰め込んだ木製の箱である。

　この箱にはフタもあるし、フタには留め金もついている。この箱に楽をぶち込んでフタを閉め、リュックサックに縛しばりつけ、震しん電でんが担げば移動式の寝床にもなる。ただ、最近はあまりやらない。フタの留め金にガタがきており、楽がしょっちゅう転がり落ちるからだ。

　この寝床は楽の大のお気に入りである。そのせいなのか、この箱の中で眠っている楽の格好ときたらもうスキだらけである。うつ伏せになって手足をおっ広げ、毛布の山を身体からだ中じゆうで抱きしめ、あずき色の鼻でぷー、ぷー、と小さく寝息を立てて、実にいぎたなく眠る。ちょっとやそっとでは目を覚まさない。

　いつもなら、そうなのだ。

　しかし、今は少しばかり様子が違う。楽は今、寝床の中で固くとぐろを巻いている。ときどき身体がひくひくと動き、寝息も不規則で、電波ヒゲからは意味をなさない寝言が漏れる。

　楽は、夢を見ている。

　あの日のあの時の、十二秒の夢だ。

　楽の夢の中で、日につ光こう月がつ光こうが床を蹴けった。車両を揺るがすような踏み込みと共に、焰ほむらは大加速で突撃した。

　何か、突拍子もない罠わながある。

　焰は、そう考えていたはずだ。「仲間はいない」という黒猫の言葉も信じてはいなかっただろう。黒猫の相あい棒ぼうであるあの天てん使しは、あまりにも非力に見えた。ということは、黒猫と天使は最初からオトリで、本命は別にいるということなのか。あるいは、何かよほどの仕掛けを隠し持っているのか。

　いずれにせよ、焰は一瞬たりとも躊躇ためらうことなく、その「何か」の中に真っ向から踏み込む道を選んだ。そこには、戦いの場を楽と震電から可能な限り遠ざけようという意図と、日光月光の突進力に対する信頼と、相手がどんな奇抜な手を目論んでいるのか見てみたいという願望があったはずである。

　日光が先行し、焰を肩に乗せた月光がそれに続いた。

　月光の斬ざん甲こう刀とうの切っ先がとんでもない速度で床を滑り、火花の筋が車両の闇を走り抜けていく。テントが消し飛び、霧に穴が開き、蹴散らされた座席が宙を舞った。焰は、月光の肩の上で限界まで身を乗り出していた。目め茶ちや苦く茶ちやな風圧にその身を洗われ、長い尻尾しつぽが真横に流れた焰の姿はまるで白い矢のように見えた。

　黒猫と天使は、どういう動作もしなかった。

　ただ、その場に立ち尽くしていた。

　先行する日につ光こうが最初の連結部を通過する。身体からだの大きな日光月がつ光こうにとってそこは難所であるはずだが、焰ほむらは両機を影のように操り、まるで速度を落とさなかった。

　やはり、黒猫と天てん使しは動かない。

　次の連結部を通過する。この時点で焰は照準を開始した。パラメータが空白のまま動いていたコマンドに、攻撃目標指示を次々と突っ込んでいく。目標３。ロッドメイスと天使の頭部と黒猫。優先順位は指示順の通り。難しいことは何も考えていない。得え物ものさえ破壊してしまえば唯一の脅威が消滅する。残るは、ただの黒猫と非力なロボットだけになる。

　速度をさらに上げ、日光が最後の連結部を通過した。

　黒猫と天使のいる車両に突入した。

　その瞬間に黒猫が初めて動いた。ロッドメイスの頭の上から天使の右の肩の上にふわりと飛び乗った。天使が足を開き、メイスを緩ゆるく、槍やりのように構かまえる。日光が迫る。嵐のような勢いで、影のように直線的に。

　日光の斬ざん甲こう刀とうの間合いに入る一瞬前、天使が動いた。

　左前だった構えを右前に変え、一歩だけ前に出て、自分から斬甲刀の射程の中に入ったのだ。

　そのことが日光の攻撃衝動をトリガーした。日光は走り続けながら、斬甲刀を右から左へと振るい、左から右へと返した。

　感動的なまでの破壊が巻き起こった。

　車両の内側が振り子の軌跡のような曲線に斬きり裂かれ、その一瞬だけで車内に原形を留とどめている物は何ひとつなくなった。

　その一瞬で、天使は車両の中心に浮いて、身体を丸めていた。

　天使の真下に、低い姿勢で斬甲刀の慣性を押え込もうとしている日光がいた。天使は日光の背中に足をついて跳ちよう躍やくし、遅れて突入してきた月光と焰を見つめたまま、すぐ背後にある日光の後頭部を、メイスの尻しりで軽く突いた。

　本当に、軽く突いたのだ。

　ドアをノックするほどの力で。

　ただそれだけ、本当にただそれだけのことで、日光が突然バランスを崩した。走っていた勢いを殺そうとして床に左手を突き、制御がお留守になった右手の斬甲刀がそのへんにあった座席の残ざん骸がいに引っかかって、ついに絶望的なところまでバランスが崩れた。日光は転倒し、邪じや魔まになる物をすべて弾はじき飛ばしながら床を転がった。

　──!?

　故障──焰がまず考えたのはそれだった。詳細なチェックをしている時間などあるはずはなかったので、コマンドの戻り値だけを確認した。四肢を制御している四つの小脳は、すべて正常な値を返している。右脇腹に損傷箇所がふたつ。転倒したときに斬甲刀で自分の身体を傷つけてしまったらしい。

　が、それ以上に問題なのは、脊せき髄ずいに沿って配されている、自律系を制御する三つの小脳が、すべてエラー値を返していることだった。

　確かに脳は衝撃に弱い器官だし、正確な位置に正しい角度で強い衝撃を与えれば、その一撃だけでロボットを片づけることは可能だ。しかし、いくらなんでも、たったあれっぽっちの力で小突いたくらいでは、脳を機能不全に追い込むことなどできはしない。

　できはしないはずだ。

　わけがわからなかった。

　月がつ光こうの踏み込みを止めた。が、間に合わない。天てん使しの跳ちよう躍やくは明らかに後続の自分を狙ねらっている。「何か」があるはずだと思い、その中に真っ向から踏み込んでみれば確かに「何か」があった。しかし、その「何か」を早くも一発食らってしまい、しかもそれが何なのかがまるでわからない。

　しかし、それ以外のいくつかのことがわかった。天使の左半身のどこかに──たぶん左腕か、あるいは左肩──ほんのわずかなコマンドの遅延がある。右半身の動きとの間に微妙なズレがある。もうひとつ、天使はスニーカーを履はいているのではっきりとはわからないが、恐らく右足にも障害がある。指の可能性が高い。日につ光こうの背中を蹴けったときの跳躍のしかたがおかしかった。二足直立するタイプのロボットが跳躍できるのは足に大きな親指があるからだ。天使は、右足の親指をうまく動かせないのかもしれない。

　あれから、四秒と半分が過ぎていた。

　日光は床にひっくり返ったまま。コマンドに反応はするし、立ち上がらせようと思えばたぶんできるだろう。しかし、焰ほむらの側にその余裕がない。着地し、もう一度跳躍した天使が目の前にいる。身体からだを丸め、メイスを構かまえて牙きばをむいている。壮絶な笑みを浮かべている。

　斬きった。

　ここでも天使は信じられない動きをした。メイスを斬ざん甲こう刀とうの刀身に巻きつけるようにして斬ざん撃げきをかわした。斬甲刀の動く力を盗んで身体を振り回し、右に逃げようとした天使の上半身に、再びかすかな動作のズレが生まれた。

　だからどうした、というレベルだった。

　焰でなければ、そのズレの隙すき間まに割り込みをかけることなどできなかったはずである。

　月光の制御を瞬間的にかなぐり捨て、焰は月光の肩の上で身を反らし、鞭むちのように上体を振り下ろした。ただでさえわずかな隙を、焰は直線では攻めなかった。焰の首の斜め上に跳はね飛んだブレードは座席のパイプにワイヤーを巻きつけて急激に方向を変え、黒猫の頭を背後から切り飛ばそうとした。

　天使の肩にしがみついていた黒猫が、初めて表情を変えた。

　黒猫の跳躍はギリギリで間に合った。ブレードは黒猫の右耳のつけ根に入り込み、しかし頭ず蓋がい骨こつを両断するほどの力はなく、骨の表面を滑って右の頰ほおへと抜けた。空中で身体からだを反らし、反転させ、黒猫は長い尻尾しつぽを振り回して体勢を制御しようとするが、苦しまぎれの跳ちよう躍やくだったことは確かだ。黒猫は丸腰であり、その身体は重力のみに支配されている。何かに着地するまでは何もできない。




　最後の隙すきだった。




　そう。

　それは、確かに、最後の隙だったのだと思う。

　離れた場所から見ていた楽かぐらですらそう思った。もう一撃で終わる。月がつ光こうが斬ざん甲こう刀とうを返せば終わる。焰ほむらがもう一度頭を振っても終わる。焰なら両方をいっぺんにやるだろうと楽は思ったし、焰はその通りにした。

　それほどまでに、黒猫の状況は絶望的に見えたのだ。

　それほどまでに絶望的な状況にあってもなお、黒猫が膨ぼう大だいな量のコマンドを天使に送り込み続けていたことに、焰は最後まで気づかなかった。気づいていたとしても、やはり焰は黒猫を引き裂こうとしていただろう。

　勝利は、ほんの一瞬先まで来ていたのだから。

　月光の背後にまで回り込んだ天てん使しが跳躍し、メイスを横なぎに振るって月光の側頭部を叩たたきのめしたのは、その勝利の瞬間よりもさらに一瞬だけ早かったというだけのことなのだから。

　月光の脳が上げる悲鳴は数百通りのエラー値となって、勝利が永久に遠ざかってしまったことを焰に教えた。

　次の瞬間に、メイスに弾はじき飛ばされた月光の頭が焰にぶつかってきた。焰は肩から転がり落ちた。無理な体勢でしがみつくより、自分から落ちてしまった方がいいと思った。頭部を一撃された月光は、もはや焰のコマンドに一切の反応を見せようとはしなかった。ゆっくりと崩れ落ちていく月光の巨体、座席を蹴けって反転する黒猫、その頰ほおが引く血色の弓、そして、身体が落下する勢いをすべてメイスに乗せ、焰の頭を叩たたき潰つぶそうとする天使。

　あんなの天使さまじゃない、と楽は思った。

　最初からわかっていた。

　天使さまに、牙きばなどあるはずはなかったのだ。

　突然、楽の身体に勇気と力が漲みなぎった。

『まてえ────────────────────────────────────っ!!』

　周囲の金属が赤熱するほどの、楽の絶叫であった。

　黒猫が、天使が、そして焰が楽を振り返った。身を潜ひそめていた座席の陰から震しん電でんがのっそりと身を起こし、楽はその肩の上に飛び乗った。

『もうやめて!!　焰ほむらにこれ以上ひどいことしたら楽かぐらはゆるさないから!!』

　焰が叫ぶ。

『逃げろ楽!!　早く逃げるんだ!!』

　天てん使しは、一度は止めたメイスを再び振り上げて牙きばをむく。笑みを浮かべ、

「この番組は、技術で臣民の明日を守る甲こう賀が技研の提供でお送りしております。豪華プレゼントが当たるキーワードは番組の最後にお知らせしますので、引き続きお楽しみください」

　黒猫は無言だった。

　闇よりも黒い顔の中で、金きん色いろの目玉だけが楽をせせら笑っていた。

　負けてはならないと思った。

　こんな連中に負けてはならないと楽は思った。焰を助けなければならない。それができるのは自分しかいない。楽を肩に乗せて震しん電でんは右前に構かまえる。右みぎ掌てを腰の高さに、左拳こぶしは顎あごの高さに、足を大きく開き、上体をわずかに前傾させてゆっくりと腰を沈め、全身の力を両足の底に沈殿させていく。

　黒猫の笑みが大きくなった。

　天使が震電に向き直り、メイスを引きずりながらゆっくりと歩き始めた。次第にその歩調が速まっていく。あと三歩も歩けば走り出すだろう。五歩も走れば跳ちよう躍やくするだろう。跳躍した天使は残忍な速度で震電に襲いかかり、その肩の上にいる楽をメイスの一撃で叩たたき潰つぶすだろう。

『馬鹿な真ま似ねはやめろ楽!!　お前の敵かなう相手じゃない!!』

　焰が叫んだ。

　天使が跳ねた。

　そして、震電はその名の通り、電光の速さで動いた。

　メイスが振り下ろされようとした瞬間に、震電は目にも止まらぬ早さで天使の懐ふところに踏み込んだ。左腕がメイスを巻き取るように動き、天使はその動きに引きずり込まれて上体を泳がせた。その天使の顔面に、震電は情け容赦のない右の掌しよう打だを打ち込んだ。

　その一発で、すべてのケリがついてしまった。

　天使は車両の反対側まではじけ飛び、壁に激突し、全身を痙けい攣れんさせながら苦しげに床を転げ回った。掌打をまともに受けた右の頰ほおの肉がべろりと剝はがれ、化けの皮に隠れていた赤あか錆さびだらけの凶悪なロボット面がのぞいた。

　震電が掌打を放った姿勢のまま、両耳のあたりからぴーっと蒸気を吹き出した。

『か、楽……、お前、』

　焰の言葉はそこで詰まる。黒猫は憐あわれなほどに慌てふためき、

『て、てめえ何者だ!?　ちくしょう、もう容赦はしねえ!!　みんな出てこい!!　あのガキをぶちのめせ!!』

　突然、あれほどの突風にも耐えた車両の窓が一斉に砕け散り、メイスを手にしたニセ天使の大軍が車内に雪崩れ込んできた。全員が何から何まで瓜うり二つだった。ニセ天使どもは口々に天気を予報しながら楽かぐらと震しん電でんを取り囲み、メイスを振り上げて一斉に飛びかかった。楽と震電の姿はあっという間に見えなくなってしまう。無数のメイスが情け容赦なく振り下ろされていく。

　焰ほむらが悲痛な叫びを上げた。黒猫は狂ったように笑った。

　そのとき。

『へんしんっ!!』

　裂れつ帛ぱくの気合とともに、眩まばゆい閃せん光こうが炸さく裂れつした。

　焰も黒猫も、その強烈な光に視界を塗り潰つぶされた。再び柔らかな闇が戻り、恐る恐る目を開けた焰と黒猫は、閃光に弾はじき飛ばされたニセ天使の群れと、双そう眸ぼうを炯けい々けいと輝かせてうずくまる震電の姿と、その肩に舞い下りる美しい雌猫の姿を見た。滑らかな毛皮は不思議な光をまとい、長く優美な尾は二股またに分かれている。

　焰も黒猫もあんぐりと口を開け、もはや言葉もない。

　震電がむくりと身を起こす。ひょろひょろだったはずのその身体からだがひと回りもふた回りも大きくなったように見える。閃光に弾き飛ばされて転がっていたニセ天使が、ひとり、またひとりと起き上がり、メイスを振りかざして震電に飛びかかる。

『ひとつ!!』

　猫ねこ又またが叫んだ。最初に襲いかかってきたニセ天使を、震電は裏うら拳けんの一発で車両の外まで弾き飛ばした。

『ひとよりハゲがあるっ！』

　震電は耳から蒸気を噴き出し、黒猫を見据えてゆっくりと歩き始める。ニセ天使が再び襲いかかる。猫又が叫ぶ。

『ふたつ!!』

　震電の正拳を受けたニセ天使が、黒猫の頭上を越えて吹っ飛んでいく。

『ふらちなハゲがあるっ!!』

　黒猫は腰を抜かしてへたり込む。震電は歩き続ける。ゆっくりと黒猫に迫る。

　楽は、叫ぶ。

『みっつ!!』




　上出来だった。

　二十七箇所に罠わなを仕掛けて、ネズミが六匹もかかった。

　しかもそのうちの一匹は、楽の弟だと言っても通るくらいの大物だ。

　震電は上機嫌で、目をぴかぴかさせながらエレベータドームに戻ってきた。黴かびに埋もれた巨大なコンテナ牽けん引いん車のハシゴを上り、軋きしむハッチを開けてコクピットの中に入る。楽はたぶんまだ寝ているだろうと思って防水シートをめくると、やっぱり楽かぐらはまだ寝ていた。箱のふちにあごを乗せ、だらしなく伸びきって寝息を立てている。

　震しん電でんは、楽の身体からだをゆさゆさと揺すった。

　途端に楽は跳はね起きた。

　これには震電の方が驚いた。普段の楽は、震電がいくら揺すってもうるさそうにそっぽを向くばかりで、いつまでもぐずぐずと寝ているのに。しかしまあ、起きてくれたのならそれでいい。震電は楽に獲え物ものを自慢したくて仕方がなかったのだ。楽は寝床にしゃがみ込んだまま、さかんに周囲を見回している。電波ヒゲが寝ぐせでひん曲がっている。震電は手にしていた半透明のゴミ袋をごそごそやって、本日一番の獲物である巨大ネズミの尻尾しつぽをつかんで引っぱり出した。「まあ見てくれ」と言わんばかりに楽の目の前に突きつける。

　楽は、まず巨大ネズミを、次いでその向こうにある震電の顔を、呆ぼう然ぜんと見つめた。

　震電は大いばりで目をぴかぴかさせた。

　楽がいきなり飛び跳ねた。

　突き出された腕を駆けのぼってさらに跳ちよう躍やくし、楽は震電の横っ面に見事な蹴けりを見舞った。

　その一撃で震電はひっくり返った。楽は着地に失敗してシートの下に転がり落ち、それでも収まりがつかずにコクピットの中をどたばたと走り回る。震電は慌てた。とにかく楽を落ち着かせようと思い、すぐそばにあったリュックサックに手を突っ込んで、ずんぐりとした赤い小箱を取り出す。小箱には天てん使し語の複雑な文字が印刷されており、パッキンで中身を密封できるフタがついている。

　震電はそのフタを開けた。中には白い粉がいっぱいに入っていた。

　白い粉は、いい匂においがした。

　その匂いに楽がやっと気づいた。震電がコクピットの座席の上に箱を置くと、楽は走り回るのをやめてのろのろと箱に近づき、箱を抱きかかえるようにして中に顔を突っ込む。くんくんと粉の匂いを嗅かいでいる。

　震電はほっとした。

　この粉の正体を震電は知らない。ずっと前に、「すごいものを見つけた」と楽がどこからか箱ごと引きずって持ってきたのだ。活動のおじいが死んで、楽が映写機探しの旅を引き継いだばかりのころだったように思う。なんとかしてこの粉の正体を確かめようとした楽と震電だったが、箱に書かれた天使語はとても手におえるものではなかったし、様々な実験の結果わかったことといえば、この粉を水に溶かすとぶくぶく泡が立つことくらいだった。

　これは魔ま法ほうの粉。絶対そう。

　なぜって、いい匂いがするから。

　楽は結局、そういう結論を下した。

　いずれ天使の遺物のひとつなのであろうが、この粉の匂いが楽は大好きだった。また、そのことは震しん電でんの役にも立った。楽はまだまだ子供であり、さっきのように何かちょっとしたきっかけですっかり動転してわけがわからなくなってしまうこともあるのだが、この箱の粉の匂においを嗅かがせてやればとりあえずは落ち着くのである。

　それにしても、箱に顔を突っ込んですーはーすーはーやっている楽かぐらの姿は、何だか危ないヒトみたいに見える。匂いだけなら毒ではないようだし、震電に隠れて粉を舐なめて腹痛を起こして以来、楽もこれは食べられないものなのだと理解している。とはいえ、放っておけば楽はいつまでもそうやって匂いを嗅いでいるし、何か他の物で気を引いて箱を取り上げるタイミングというのもなかなか難しい。

　震電は少し考えて、今日も焰ほむらにネズミを持っていくのか、と聞いてみた。

　震電の見るところ、焰の生活能力はゼロである。もし楽がそのつもりなら、ネズミを腸を抜いて燻いぶしておいた方がいい。そうしておけば日持ちがする。

　と、見るからにラリった動きをしていた楽の尻尾しつぽが、急にぱったりとしおたれた。

　楽は箱から顔を出し、鼻の先についた粉を前足でかき落とした。何やらしょんぼりとしたまま、半分ほど開いていたコクピットのハッチからするりと外に出ていってしまった。どこへ行くのかと震電は問うが、楽の答えは返ってはこない。

　牽けん引いん車の外に出た楽は、コクピットから床に飛び降りて力のない背伸びをした。

　いきなり走り出す。

　目をつぶり、息を止め、周囲の黴かびの林に身体からだごと飛び込んで、胞ほう子しを蹴け立ててごろごろと転げ回る。黴の木を散々に荒らし、息が続かなくなり、ジャンプして林から飛び出そうとして、菌きん糸しの下生えに隠れていたケーブルにつまずいた。黴だんごになって転がり出てきた楽は、ダンプに轢ひかれたような格好でべったりと床につっぷして動かない。

　馬鹿みたいな夢を見た。

　そんな夢を見たことが恥ずかしかった。その夢を震電に邪じや魔まされて怒った、子供っぽい自分がいやだった。

　夢に出てきたハゲを数えるあの文句は、実は古くからある「数え歌」だ。小さい子供に数の数え方を教えるための。尻尾が二股またに分かれていたあれだって、出所は子供むけのくだらないおとぎ話である。遥はるかな昔に「シーベルト」という怪物が現れ、尻尾が二股に分かれた牝めす猫ねこがこれを退治したという伝説がトルクにはあるのだ。二股に分かれた尻尾には数々の神通力が宿るという言い伝えは、この話が元になっている。

　本当に、馬鹿みたいな夢だと思う。

　夢の中で、天使は月光の肩から転がり落ちた焰に飛びかかり、メイスを振り上げてとどめを刺そうとした。

　あそこで十二秒だ。

　あそこまでは本当だ。

　それから後のことはぜんぶ噓うそだ。

　本当は弱虫のくせに、夢だけは一丁前だと思う。本当は、自分は恐ろしさのあまり、ただ震えているばかりだった。焰ほむらを助けることはおろか、大声を出すことも、その場から逃げ出すことも、目をつぶってしまうことすらもできなかった。

　最後まで何もせずに、ただ見ていたのだ。

　最初から最後まで、黒猫の力は圧倒的だった。それは楽かぐらも認めざるを得ない。しかし、九秒目あたりに焰が放った乾けん坤こん一いつ擲てきのワイヤーブレードは、勝負をひっくり返す可能性を孕はらんだ一撃だった。その直後に天てん使しはメイスの一撃で月がつ光こうを無力化し、同時に焰を月光の肩の上から叩たたき落として確たる足場を奪った。

　しかし、あのとき、黒猫とてかなりの手傷を負っていたのだ。

　天使の振り下ろしたとどめは、ギリギリのタイミングだった。

　もし、もし仮に、焰を助けるために、あの瞬間の天使に飛びかかっていくだけの勇気が自分にあったらとしたら──。いや、飛びかからなくてもいい。夢の中でやったように大声を出して、天使の注意をほんのわずかでも引きつければそれでいい。

　それをやるだけの勇気がもし、自分にあったとしたら。

　白黒は逆転していたはずだ。

　天使の一撃は、ギリギリで間に合わなかっただろう。天使の一撃をかわした焰は、まだ宙にあるワイヤーブレードの返しの斬ざん撃げきで、黒猫を屠ほふっていただろう。

　そして、そのブレードはそのまま弧を描いて飛び、楽の首を跳はねていたはずだ。

　余計な真ま似ねをした楽を、焰が許すはずはないのだから。

　徹底的な意気地なしであったことは、楽にとってはむしろ幸いなことだったのだ。

　夢でも幻でもない。

　焰は負けたのだ。

　十二秒で。




　黒猫は「気き聯れん坑こうの幽かすか」と名乗り、天使と共に去った。

　あれから焰は、あの列車の中にしばらくの間とどまって、日につ光こうで月光を分解しては組み立てたり、月光で日光を分解しては組み立てたりして過ごした。

　楽は、焰とは別の車両からその様子を見ていた。とても同じ車両の中にいられる雰囲気ではなかった。焰が何故そんなことをしているのかわからなかったし、車両いっぱいに広げられた焰の荷物のほとんどが、ロボットの部品や工具、あるいは武器の類たぐいであることに気づいたときにはさすがに呆あきれた。

　しかし楽には、焰のしていることが驚きだった。

　焰の手際が、楽の目にも明らかなほど見事なものだったからである。そもそも、自分で自分のロボットの中身をいじったりできるスパイラルダイバーなどそうはいないのだ。手順の決まりきったごく簡単な作業ならともかく、複雑なメンテナンスなどは「ドールマスター」と呼ばれる専門の職人に任せてしまうのが普通である。

　焰ほむらは、自分のロボットがよその猫に触られることを嫌っているのだろうか──楽かぐらは最初、そんなふうに考えた。さもなければ、貧乏だからなのかもしれない。焰は人気のあるダイバーではないし、だから投げ銭もあんまりもらえなくて、ドールマスターに払えるお金がないのかもしれない。

　しかし、焰の作業を見ているうちに、考えが変わった。

　だんだんわかってきた。

　天てん使しが手にしていた、軽いひと突きで日につ光こうを行動不能にしてのけた、あの不思議なメイス。

　焰は、あのメイスの謎なぞを解こうとしているのだ。

　そして、ロボットについてここまで知り抜いていることが、焰の強さを支えているのだ。

　もちろん、ロボットの創造は天使の技である。最も優秀な部類のドールマスターですら、「ここをこうすればこうなる」ということを経験的に知っているにすぎない。「なぜそうなるのか」を理解しているわけではない。

　焰もまた、「なぜ」を理解しているわけではないだろう。

　しかし焰は、大おお雑ざつ把ぱながらも「どうすれば直せるか」を知っている。それは裏返せば、「どうすれば壊せるか」という知識になる。そうした知識があれば自分のロボットの修理は自分でやれるし、自分でやれば、ドールマスターの口から日光月がつ光こうの不良箇所についての情報が漏れることもない。

　焰は無駄な技は見せねえ──博打ばくち屋のブチ猫は、そう言った。

　焰は長い長い時間をかけて、分解と組み立てをひたすら繰り返していた。

　何も食わず、ろくに眠りもしなかった。

　そして、焰は日光と月光を完全に元通りに組み直し、それまでの作業の過程で出たゴミをすべて集め、酸をかけて焼き捨てた。

　荷物をまとめ、列車を後にした。

　楽は震しん電でんとともに、その後を追った。焰の行き先が、楽にはわかっていた。

　気き聯れん坑こうだ。




　焰が負けたあの日から今日まで、楽は焰とひと言の言葉も交わしていない。「失うせろ」と言われるのが恐こわくて、楽の方から話しかけることなどできなかった。焰の方から話しかけてくることもなかった。

　そして楽は今、気聯坑の街からさらに外がい殻かくを下ったところにあるこのドームで、身体からだ中じゆうを黴かびだらけにして、ダンプに轢ひかれたような格好でべったりと床につっぷしているのだった。

　焰ほむらの様子を見に行こう、と思う。

　どうせまたいつもの場所にいるのだろう、と思う。

　楽かぐらはむっくりと身を起こし、ドームに六本ある斜行エレベータのうちのひとつに歩み寄った。急角度な下りのトンネルの先に、軌道から外れてひっくり返っているカーゴキャリアーが見える。楽は、カーゴキャリアーの動輪に磨かれてつるつるのぴかぴかになった軌道の一本を抱きかかえるようにしてまたがり、トンネルの底めがけて滑り降りて行った。

　このトンネルを底まで下れば、トルク外がい殻かくを環状に取り巻く巨大な回廊に出る。

　焰と日につ光こうと月がつ光こうは、その回廊のどこかで、幽かすかと名乗ったあの黒猫が現れるのをじっと待っているのだ。




　その焰は、今もなお多爾[image: こん]ドルゴンである。

　あの戦いは野試合であり、正式なスパイラルダイブではなかったから。




　　　　[image: くぎり]




　負けるなら、二度と起き上がれないくらいに負ける必要があった。




　思い出す。ゆっくりと崩れ落ちていく月光の巨体。座席を蹴けって反転する黒猫。その頰ほおが引く血色の弓。そして、身体からだが落下する勢いをすべてメイスに乗せ、焰の頭を叩たたき潰つぶそうとする天てん使し。

　覚悟を決める必要は、なかった。

　そんな覚悟はスパイラルダイバーになったときから決まっていた。強者を求めて挑戦を繰り返せば、敗北はいつの日か必ずやって来る。

　そのときが、ついにやって来ただけの話だ。

　わからないものは恐ろしい。

　が、負けて死んだ後に自分がどうなるかはわかっている。

　だから、死ぬのは恐ろしくなかった。

　なのに、天使は、焰の頭を叩き潰すぎりぎりのところでメイスを止めた。

　ぼくの勝ちだ──黒猫は、そう言った。

　わけがわからなかった。

　こいつは何をとんまなことを言っているのだ──焰はそう思った。

「はれるでしょ──────────────────────────────────っ!!」

　突然に天使が叫び、その場でくるくると踊り出した。焰は床にひっくり返ったまま、呆ぼう然ぜんとその様を見つめていた。天使のその奇妙な踊りが「喜びの踊り」を下へ手たくそに真ま似ねたものであることに、焰ほむらはすぐには気づかなかった。天てん使しはひとしきり踊った挙句、そのへんの座席の上に飛び乗った。猫のように両手をついてしゃがみ、猫の声を真ま似ねて勝利の雄お叫たけびをあげた。めいっぱいに背中を反らして、めいっぱいの大声で。

「な────────────お───────────う────────────!!」

　いつの間にか、黒猫がすぐそばにいた。

『とんだ猫っかぶりだね。斑まだらと戦ったときのあれが全力だと思ってた』

　黒猫が言う。首をかしげ、床に転がっている焰の顔に鼻っ面を近づけて、電波ヒゲが触れ合いそうな至近距離から焰の瞳をのぞき込む。

『斑は身体からだを大きく左に傾けて、左回りに攻め込んでばかりだったよね。確かめたわけじゃないけど、斑は、右目の視力がほとんどなかったんだと思う。必死になって、死角を頭上に追いやって隠してたんだよ』

　黒猫の頰ほおをつたう赤い血が、白い焰の顔に点々と滴り落ちる。

『あれで多爾[image: こん]ドルゴンだなんてよく言えたもんだけど、あんたもあんただった。戦いが始まってから七分も経たって、あんたはようやくあの死角を攻めた。あんなでかい隙すきに気づくのに七分もかかるなんて、正直、大した奴やつじゃないって思ったよ。さっきワイヤーブレードをもらうまで、ずっとそう思ってた。あそこにブレードを投げ込めるあんただ、斑の死角なんか一発で気づいてたはずだ。どうしてすぐに攻めなかったの？』

　それは──

『相手がおいぼれだから情けをかけたの？』

　違う。

　焰の言葉は波にはならなかった。

　そして、ここに至って焰はようやく気づき始めたのだ。

　黒猫は、自分を殺して勝負にケリをつける気はないのだということに。

　今のこの瞬間まで、この戦いにそんな結末があり得るとは、考えてもみなかった。

　黒猫は三秒だけ答えを待ち、三秒待っても焰が答えなかったので、そのまま踵きびすを返した。頰の傷口から血が跳はねた。

『クリス、帰ろう』

　待て。

　聞きたいことがある。

　そっちがそういうオチをつける気なら、こっちにも聞いておかなければならないことがある。

　焰は、問う。

『──名前は』

　黒猫は、答える。

『気き聯れん坑こうの、幽かすか』

　振り返りもしなかった。

　走り去る天てん使しの姿はすぐに列車の奥の闇に飲まれ、幽かすかの姿もじきに闇に溶けて、すぐに見分けがつかなくなった。




　負けて、生き残ってしまうことだけが恐ろしかったはずなのに。




　中ちゆう心しん柱ちゆうにある螺旋階段スパイラルをふた周りほど小さくして、縦たて方向に重力をかけ、洞に無数のねぐらと大量の猫を押し込み、階段に無数の屋台をばら撒まけば、気き聯れん坑こうの街になる。

　中心柱の螺旋階段がそうであるように、この街も、階段に縁ふち取られた虚こ空くうには鋼鉄の鎖が差し渡されている。ただ、螺旋階段の鎖はダイバーのための足場であるが、この街の鎖は掟おきて破りの猫を閉じ込めて死ぬまで放っておくための監獄だった。闇に目を凝こらしてみれば、それぞれの鎖の中ほどには鋼鉄製の檻おりがぶら下がっており、その中には猫のものと思える白骨化した死し骸がいが入っているのがわかる。

　幽のねぐらの有あり処かは、焰ほむらが思っていたよりもずっと簡単に割れた。地ち球きゆう儀ぎからまだお呼びがかからないのが不思議に思えるほどの街がい灯とう守もりの爺は、幽という名前の黒猫がこの街に生まれたことも、住んでいたこともないと明言した。

　ただし。

　最近、この街の周囲にいくつかの愚ぐ連れん隊たいが出没するようになったらしい。大集会から宣せん教きよう部隊が派遣され、愚連隊のとある一団と一戦交えたのだが、この愚連隊は思わぬ強固な抵抗を見せた。首領を含めた敵勢の大部分を取り逃がすわ、二組のソウルセイバーが殉教するわの体たらくに終わったのだという。

　爺の話は、実に回りくどかった。

　宣教部隊の敗北は、愚連隊側のロボットが極めて強力に整備されていたことに要因があった。これらのロボットの調整をやったドールマスターは誰だれか？　捕ほ虜りよとなった荒くれたちにお決まりの異い端たん審問が行われた。もちろん三下連中は何も知らなかったが、幸運なことに捕虜の中にはただ一匹、斬きり込み隊長の若頭が混じっていた。さて、若頭が語ったその真相とは──ああ恐ろしや、これっぱかしの祝しゆう儀ぎではとても口にはできぬ。べべん、べん。

　いちいち鋲びよう銭せんを投げるのがもう面倒になって、焰は袋ごと突き出して好きなだけ取れと言った。

　有り難い経きよう文もんを脳ミソに突っ込まれてはたまらない、若頭がゲロした謎なぞのドールマスターの正体とは、こうだ。──この気聯坑の街をさらに地球儀側に下った黴かびの森のそのまた奥に、いつのころからか、「若い黒猫」が住み着くようになった。非常に腕の立つドールマスターで、食料やある種の機械部品と引き換えにロボットの整備を請うけ負っているのだが、誰もその正体を知らない。実に用心深く、ボス猫との一対一でしか取り引きの交渉をせず、ロボットの受け渡しは黒猫の側が場所を指定し、誰かが見張っていれば決して姿を現さない。もちろん、堅かた気ぎも里さと者ものも一切相手にしない。

　これは、愚ぐ連れん隊たいや盗賊団などの間でもあまり知っている者のいない話だという。黒猫は厳しく客を選ぶし、選ばれたボス猫連中も他の集団に出し抜かれることを嫌って、黒猫の存在をそう簡単には口外しないからだ。若頭のいた愚連隊の総長は、たまたまこの黒猫との付き合いがあったにすぎないし、その総長は気き聯れん坑こうの近くで事を起こすなと手下に言い聞かせていたらしい。宣せん教きよう部隊を招くきっかけとなった今回の騒ぎも、総長に反目する一部勢力の暴走であったのだという。

　焰ほむらの差し出した袋を貧相な尻尾しつぽで丸ごと抱き込んだ街がい灯とう守もりは、そこまで語り終えてにたりと笑うのだった──虚こ空くうに吊つられたいくつもの檻おりを振り返り、鋲びよう銭せんをいま一本めぐんでくれたら件くだんの若頭がどの檻おりで果てたかを教えるよ、と。

　焰は、皮肉ではなく礼を言ってその場を離れ、その足で気聯坑を後にした。




　奴やつの方から「気聯坑の」幽かすか、と名乗ったのだ。

　もう一度、奴の方から現れるはずだ。焰はそう信じて、トルク外がい殻かく最外がい縁えん部の森の中に踏み込んだ。でたらめに歩き回るうちに、トルク外殻を一周する巨大な環状回廊に出くわした。ここなら目立つだろうと思い、そのへんに落ちていたガラクタと布きれを使って急ごしらえのねぐらを造った。

　ドラム缶を適当に積み重ねて壁を造り、その上に強化プラスチックの板を乗せて屋根を造った。そこらじゅうの隙すき間まにボロ布きれを詰め込んで砂糖水をぶっかける。こうすれば、糖分を食ってめちゃくちゃな勢いで繁殖する黴かびがすぐに隙間を塞ふさいでくれる。楽かぐらがやっているのを盗み見て憶おぼえたやり方だ。

　そのねぐらの中にじっとうずくまって、焰は今も幽を待っている。

　右には日につ光こうがいて、左には月がつ光こうがいる。

　日光と月光はあぐらをかいて座り、軽くうつむいて、胸の前で親指を重ねて両手を合わせている。焰はその間で身体からだを丸めている。自分の脇腹に顔を突っ込んで目を閉じているが、眠ってはいない。

　日光と月光の暗視視覚を共有して周囲を監視している。

　本当に巨大な回廊だった。どこもかしこも黴の菌きん糸しに覆おおい尽くされて、壁や床が石造りなのか金属なのかの判断もつかない。天井のあちこちを突き破った酸素黴の巨木が、床をぶち抜いてさらに下へと伸びている。それらの幹はトルク外殻の外壁をも突き破って、宇宙に菌糸を茂らせているはずだった。

　これだけの森が生い茂っているということは、あのリニアチューブのような突風がこの回廊に吹いたことは一度もないということだ。とりあえずは安心していいのだろうが、なぜここには突風が吹かないのかはよくわからない。これほどでかい空間がトルク外壁を一周しているのなら、いかにも大風が吹きそうな気がする。楽かぐらならその理由を知っているのかもしれなかったが、焰ほむらには当てずっぽうの想像をすることしかできなかった。推測そのいち。黴かびの森があるせい。森が呼吸をして、突風が発生しないような空気の循環を自分で作り上げてしまっている。推測そのに。空間があまりにもでかすぎるから。突風の発生には、空気のさざ波が集まって次第に大きな風になり、気圧差によって狭い場所に押し込まれて一気に加速することが必要なのに、ここにはその肝心の狭い場所がまるでない。

　待ち続ける。

　日につ光こうは胞ほう子しダルマになってしまい、月がつ光こうの頭の上には黴の花が咲いてしまった。

　幽かすかは、まだ現れない。

　ここでこうして幽を待っていると、時間の流れがひどく遅く感じられる──いや、それを言うなら遅いどころか、十二秒で終わったあの戦いの十二秒目から、時間など少しも動いていないようにも思える。

　負けて、生き残ってしまうことだけが恐ろしかった、はずだった。

　分裂している自分を感じる。ここでこうしている自分を、どこか上の方からじっと眺めている別の自分がいる。そいつの視線は片時も途切れることがなく、投げやりで冷酷な、まるでネズミを嬲なぶるときのような関心をもって、負けておめおめと生き残ってしまった自分がこれからどうなるのかをじっと観察している。

　申し訳ないような気も、少しする。

　あまり面白いことが起こらないので、そいつを退屈させているに違いないからだ。

　負けた。そして、まずはあのメイスの謎なぞを解こうと夢中になった。日光と月光をバラしては頭をひねっていた。呆あきれたことに、その間に眠ったり物を食ったりした憶おぼえがまるでない。あれこそ異常行動だと言えばまあそうだ。しかし、メイスの謎は思っていたよりもあっさりと解けてしまい、それから後はちゃんと眠くもなったし腹も減った。

　負けて、しかも死に損ねたというのに。

　何か、とんでもないことになってしまうような気がしていたのに。

　少なくとも自分では、いつもの自分と何も変わらないように思う。

　あくまでも、「少なくとも自分では」である。あれ以来、楽が近寄ってきたり話しかけてきたりしなくなった。自分ではそんな気はあまりしないのだが、楽の目から見れば、いつもよりも無愛想だったり、おっかない顔をしていたりするのだと思う。

　また霧が深くなってきた。

　共有した視覚のすみで、何かが動いた。

　焰が顔を上げると同時に、楽はすぐそばにある黴だらけのコンテナの陰にさっと隠れた。が、電波ヒゲがぴょこんとのぞいている。

　これでも楽かぐらには感謝している。ずっと世話になりっぱなしだ。あれからずっと口もきいていないけれど、食べ物や鉄てつ枕まくらの鉄粉を差し入れてくれている。ただ、楽は決まって自分が寝ているときや用を足しに行っているスキを狙ねらってくるので、礼を言うチャンスがなかった。

『楽』

　焰ほむらが呼びかけると、電波ヒゲがぴくんと震えた。

　礼を言う気ぐらい、焰にだってあったのだ。

　あったはずなのに、

『──ほら、お前の番だよ。楽だ、かぐら。「ら」のつく言葉』

　電波ヒデがまたぴくんと震えた。そのヒゲから、むにゃむにゃした思考が微かすかな波になって漏れ始める。焰は周囲を警戒して電波ヒゲの感度を極限まで高めているし、一方の楽はまだ電波ヒゲの制御が未熟なので、楽が一いつ生しよう懸けん命めいに考えている思考のおおよその内容までが焰にはわかってしまう。

『ら。羅ら針しん盤ばん』

　と言ってしまってからすぐに「みうっ」という鳴き声がもれ、焰のところまで漂ってきていた思考がぽかんと弾はじけた。

『おれの勝ち』

　コンテナの陰でばたばたと地じ団だん太だを踏む音がして、

『もう一回もう一回！　今度は楽が先！』

『よーしかかってこい』

『焰！　また「ら」！』

『ランプ』

『「ぷ」!?』

　焰のヒゲに、ものすごい絶望が伝わってきた。「ぷ」は難しい。

『ぷ、ぷ、ぷ、ぷ、ぷ、ぷ、ぷ、』

『あと五秒』

『ぷ！、ぷ！、ぷ！、ぷ！、ぷ！、ぷ！、ぷ！、』

　あと一秒というそのとき、焰が勝利を確信した瞬間、回廊の闇の奥から別の思考が割り込んできた。




『プロペラ。また「ら」だよ』




　楽の驚きが焰の頭の中で弾けた。焰はそれを自分の驚きと区別できなかった。

　割り込みをかけてきたマイクロ波は、日につ光こうと月がつ光こうのレシーバーにほぼ同時に届いた。背後は壁ということは、発信源は真正面のどこかだった。焰は立ち上がり、正面の闇に目を凝こらした。

　闇の中の、思いがけないほど近くで、二つの金きん色いろの瞳が見開かれた。

　焰ほむらは半ば感心し、半なかば呆あきれた。

　猫の目は闇の中の微かすかな光を捉とらえることができる。が、その微かな光を反射して猫の目は光ってしまう。この目の光はかなり遠くからでも気づかれる。奴やつはそれを嫌って、目を閉じたまま忍び寄って来たのだ。自分の毛皮の色を闇に溶け込ませ、出力を極限まで落とした電波を杖つえのように使って。

　焰は、言った。

『遅かったな』

　幽かすかは、言った。

『早かったね』

　焰の背後で、日につ光こうと月がつ光こうが立ち上がる。ねぐらの屋根がその巨体に突き上げられて斜めに滑り落ち、胞ほう子しがもうもうと舞い上がった。楽かぐらがものも言わずにコンテナの陰から転がり出る。半分腰が抜けている。それでもどうにか焰のところまでたどり着き、月光の左足の陰に隠れて幽をじっと見つめた。

　焰が問う。

『連れはどこだ？』

　幽が答える。

『クリスはねぐらに置いてきた。ぼくはケンカをしに来たわけじゃないから』

『知るか。おれはケンカをしに来たんだよ』

『あんたに話があるんだ』

　焰の苛いら立だちがじりじりと高まっていく。自分でも抑えきれなくなってしまう前に、焰はその高まりを言葉にして逃がした。

『だったらこっちにも話がある。聞きたいことが三つある。お前は一体何者で、こんな森の中で何をしている』

　──お前ほどの奴が。

　焰は、そういう言い方ができなかった。

　幽は答えない。答えずに、

『もうひとつは？』

『なぜ、あのとき、とどめを刺さなかった』

『とどめを刺してほしかったの？』

　幽のその問いには、揶揄する響きは微み塵じんもなかった。

　考える必要などないはずだった。

　以前の焰であれば、即座に「当たり前だ」と答えることができたはずだった。

『──あのね、』

　幽かすかは、そこで一度詰まる。

『ぼくはもう二度と、あんたとはやらない。やれない。絶対に』

　そのとき、楽かぐらは顔に吹きつける熱風のようなものを感じた。すぐそばにいる焰ほむらの、その白い身体からだの中で、どす黒い戦意が燃え上がり始めていた。

『──おれが、いま、お前に襲いかかったら？』

　幽は、覚悟を決めたように答える。

『どうもしない。そういうのもありだと思うよ』

　汚い。

　楽は、そう思った。

　幽というあの黒猫は、どこまでも汚い奴やつだと思った。

　幽というあの黒猫は、焰ともう一度やったら負けるかもしれないと考えているのだ。だから丸腰で現れたのだ。焰の性格を見抜いて、丸腰の相手とは戦えまいと高をくくっているのだ。

　もう一度やって負けるのが嫌なら、あのときに焰を殺せばよかったではないか。

　それは、恐ろしい考えだった。

　が、楽は、焰のために、そう考えた。

　もう一度やって負けるのが恐こわいくせに、しかも、その一度限りの勝利で相手を殺すだけの勇気もないくせに、なぜ焰と戦ったりしたのか。そんなのは勝手すぎると思う。殺す覚悟のできない奴は、殺される覚悟もできない奴だと思う。強いか弱いかの話ではない。そんな半端な奴が、一丁前に多爾[image: こん]ドルゴンに挑戦などしてはいけないのだ。

　丸腰であろうと関係ない。戦いなどではない。ゴミ掃除だ。こんな汚い奴はひねり殺してしまえばいいのだ。

　なぜ焰はそれをしないのか。

　楽の電波ヒゲからは、そんな激しい思考が漏れに漏れていた。焰はじっと黙ってそれを聞いていた。幽にも聞こえていたかもしれない。

『──あんたに話があるんだ。言い訳を、聞いてもらえる？』

　幽がつぶやく。固い表情をして、懸けん命めいに突っ張っている。

　こうして見ると、楽ほどではないにせよ、こいつは自分よりもずいぶん年下なのだということが焰にはよくわかる。

　焰は思う。

　こいつは、何者なのか。

　こんなガキが、愚ぐ連れん隊たいのボス連中と渡り合って、一体何をやっているのか。

『──ラッパ』

　焰が、言う。

『また「ら」だろ？　ラッパ。知ってるか、天てん使しの楽器。「ぱ」だよ』

　焰ほむらの顔はやはり険しい。

　しかし幽かすかは、どこか、救われたような表情を見せた。

『──パラシュート』

『？　何だそれ。相手が知らねえ物を言うのは反則だぞ』

『ぼくのねぐらまでは、少し歩かなきゃならないけど』

　幽は、言う。

『一緒に来てくれれば、見せるよ。パラシュート』
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　少しどころではなかった。ずいぶん歩いた。

　幽かすかのねぐらは、トルク外がい殻かくの外壁にぴったりくっついた、巨大で複雑な形をしたドックの中にあった。と言うよりも、幽はそのドックそのものを丸ごと自分の住すみ処かとしているらしかった。

『こんな外側で危なくねえのか？　気密漏れが起こったら一発だろ』

　幽は平然と、

『危ないよ。危ないけど、ここなら色々と便利だし』

　危ないよと言い切られ、途端に楽かぐらが尻しり込ごみする。

『大丈夫だよ。ドックそのものは頑丈にできてるから、中に入っちゃえば平気だから』

　いくつもの気密隔壁をくぐって幽はドックの奥へと進む。隔壁は、電波で信号を送って開け閉めができるように細工されているらしかった。まず幽が、続いて焰ほむらと日につ光こう月がつ光こうが、最後におっかなびっくりの楽が、ドックの中心部へと足を踏み入れた。

　わけのわからない機械でごちゃごちゃと埋まった、かなりの広さの空間だった。

『明かりを点つけるよ』

　幽かすかが電波を放った。

　次の瞬間、ドックの中心部全体に光が満ちた。楽かぐらはびっくりして日につ光こうの足にかじりついた。焰ほむらは一瞬だけ身をすくませ、唐突すぎた光に目を細めていたが、やがて、

『……すげえ、電気照明だ』

　天井や壁や柱に取り付けられたいくつものガラスの球が、黄色っぽい光を放っている。

『これ、ぜんぶそうなのか？』

　紫し禁きんの箱はこ城じろの中で、焰はこれと同じ光を見たことがある。が、それだって、傘の下に電気照明管がひとつあるきりのものだった。ここまで大掛かりなものではなかった。

『うん。あ、ぼくが作ったわけじゃないからね。このドックだけがたまたま、ほとんど昔のままの状態で残ってたんだ。この照明だって、ヒューズを交換しただけでぜんぶ点いた。スイッチだけは電波で操作できるように改造したけど。ほら、あそこのあれ』

　幽は、尻尾しつぽで天井の一角を指した。

　天井に、大きくて丸くて白いものが吊つられていた。

『何だありゃ』

『あれが、パラシュート』

　どうということはない。見たところ、白い布を半球状につなぎ合わせただけの物に思える。

『あれで、何をするんだ？』

『例えばさ、すごい高い所からそのまま飛び降りたらすごい勢いで床にぶつかって死んじゃうでしょ？　だけど、あれを着ければ空気の抵抗でゆっくり降りられる』

　幽はやけに饒じよう舌ぜつだ。何やらはしゃいでいるようにも見える。すぐそばにあったダンボール箱を蹴け倒し、あふれ出たガラクタの中から、布切れのようなものを尻尾に引っかけて焰の目の前で掲げて見せる。

　それは、天井に吊られたパラシュートをそのまま小さくしたものだった。

　ただしこちらは紙製で、何本もの糸で重りがつけられている。

　幽は身をかがめ、その場で跳ちよう躍やくした。全身のバネを使って、尻尾の先に引っかけていたパラシュートを天井高く投げ飛ばした。重りに引かれて飛んだパラシュートは、天井近くでぱっと傘のように開き、そのままゆらゆらと降りてくる。

『ね？　これなら死なない』

　パラシュートが床に落ちて、重りがかちんと音を立てた。

　焰は、余計にわけがわからなくなった。

『──、いや、だからさ、あれで、』

　尻尾で天井の大きなパラシュートを指し、

『何を、するんだよ？』

　幽かすかも天井のパラシュートを見上げて、

『あれも実験用。本番で使うやつは作ってる途中。あれよりもずっとでかくなる。ひょっとしたら丸じゃなくて四角にするかも』

　話がまったく見えず、焰ほむらがだんだんイライラしてきたそのとき、すぐ背後で扉の開く音が聞こえた。扉の開く音に続いて足音が聞こえ、足音に続いてむにゃむにゃした眠そうな声が、

「さそり座のあなた。よかれと思ってしたことが周囲の誤解を受けてしまいそう。今日一日は、いつも通りの仕事を無難にこなしていた方がよさそうです。ラッキーカラーは赤。温かい紅茶を飲んで気分を落ち着けると運気も回復に向かいますよ」

　出た、という感じだった。

　焰の背後には、ドアもあれば窓もついた、でかいコンテナがあった。中に住めるよう改造を施したものらしかった。そして、そのドアを開け、でろんでろんのパジャマ姿で目をこすりながら出てきたのは、幽の相あい棒ぼうのあの天てん使しだった。

　いまだに日につ光こうの足にかじりついていた楽かぐらは悲鳴を上げ、防ぼう刃じんギアにばりばりと爪つめを立てて日光の身体からだをよじ登り、頭の後ろのフードに飛び込んだ。

　まさかここで事が起こるとは思っていない──しかし、焰は反射的に飛びすさって距離を開け、全身で身み構がまえてしまった。焰は何もコマンドを飛ばさなかったが、まずいことに、日光と月がつ光こうは自律的な判断を下して焰の反応に従って、やはり全身で身構えてしまった。

　クリスマスにしてみれば、驚くなと言う方が無理である。

　何しろドアを開けたらそこに日光と月光がいたのだ。クリスマスは悲鳴も上げず、目を見開いて、そのままぺたんと尻しりもちをついてしまった。しかし、その瞬間に何かのスイッチが切り替わりでもしたのか、それからの行動はまるで稲妻のようだった。尻もちをついた姿勢のままくるりと転がって、殴り込みに備えてそうしてあるのか、ドアのすぐわきのホルダーに掛けてあったロッドメイスを手に取って、一番近くにいた日光の死角に飛び込もうとした。

『クリスっ!!』

　幽が、そう叫ぶよりも早くコマンドを放った。

　クリスマスにではなく、クリスマスが手にしているロッドメイスに向けて。

　でなければ手後れだった。

　クリスマスはすでにウエイトの落下を利用して攻撃姿勢を取り、日光の頭部を目標とした打撃モーションに入ってしまっていた。いまさら攻撃中止を命じても、クリスマスの腕力だけではメイスの慣性を押さえ込めなかったはずだ。

　ウエイト内部の回路をＯＮされたメイスが、突然、とんでもない勢いでクリスマスの手から弾はじけ飛んだ。

　その勢いに引きずられてクリスマスは空中でもんどりを打ち、一回転してべちゃんと顔から落ちた。メイスは宙を飛び、コンテナの壁に激突し、そのままそこにめり込んで貼はりついた。

　幽かすかの電波ヒゲから、安あん堵どの思考が漏れた。

　幽が再びコマンドを飛ばすと、メイスがぽろりと壁からはがれ、物騒な重さを感じさせる音を立てて床に転がった。

　そこでやっと、焰ほむらは全身の力を抜いた。床に転がったメイスを一いち瞥べつし、

『──やっぱり、電磁石か』

　小さくため息をついて、

『──だよな。当然だ。それ以外にないもんな』

　この言葉に幽が驚いた。焰を振り返って、

『すごい、気づいてたんだ』

『──どういう意味だよそれ』

『だって、ぼくが知ってるのは当たり前で、知らなかったら笑われる。だけど、あんたが知ってるのはすごい』

『けっ。どーせ。言っとくけどな、お前にこてんぱんにやられた後にあいつらバラして血ぃ抜いて、そん中に混じってた機械虫の死し骸がいが鉄にべたべたくっつくのを見るまでは、何されたのか見当もつかなかったんだぞ』

　幽はなおも目を輝かせ、

『ロボットの分解できるの？　だよね、やっぱり見ただけで気づくなんて無理だもんね。でも、そんなことできるスパイラルダイバーなんかめったにいないよ。ドールマスターにだってなれるよ、やっぱりすごいよ。さっきだって「ラッパ」なんてのが出てくるし。博識だと思う』

『ったくナメんじゃねえぞガキが。こちとら敵かたきのロボットぶち壊してなんぼの商売だ。やられてから気づいたって遅いんだよ』

　顔から床に落ちたクリスマスは、自分がどこにいるのかわからないような顔をして呆ぼう然ぜんと床に座り込んだままだった。こいつは敵ではないと判断した日につ光こうが、クリスマスに正対して両手を合わせ、小さく一礼し、ずいと手を伸ばして助け起こそうとした。

　迫る巨体に、クリスマスが突然正気づいた。

　クリスマスは跳はね起きて、まるっきり猫の身のこなしでコンテナの屋根の上に駆け登ってしまった。日光をにらみつけ、「しゃ────────っ!!　しゃ────────っ!!」と喉のどを鳴らして威い嚇かくする。喧けん嘩かを売られたと思ったのか、それに楽かぐらが反応した。身体からだ中じゆうの毛を逆立て、上等だとばかりにフードから身を乗り出して、「か────────っ!!　か────────っ!!」と勇ましく怒鳴り返す。

　焰と幽が、その様子を投げやりな感じに眺めている。

『クリス、だっけ？　あいつ、自分のこと猫だと思ってんじゃねえのか？』

『うん。かもしれない』

「しゃ────────っ!!　しゃ────────っ!!」

「か────────っ!!　か────────っ!!」

　そして焰ほむらと幽かすかは同時に叫ぶ。

『うるせえぞ楽かぐらいつまでやってんだ！　いい加減にしろ！』

『ケンカするなクリス！　だめ！　クリスだめ！　ハウス！』

　幽に叱しかられ、それでもクリスマスは「今日のところはこのへんで勘弁してやる」という顔をして、コンテナの屋根から窓にくるりと滑り込み、しかしその窓から顔の鼻から上をのぞかせて楽にガンを飛ばしている。楽は楽で全身の毛を逆立てたまま、「てめえこの次にはもう容赦しねえからな」という目つきでにらみ返す。

　焰はその場にどかっとしゃがみ込んだ。

『さて』

　耳の後ろを搔かいて、幽を横目でじっと見据える。

『気き聯れん坑こうで噂うわさ聞いたぜ。ドールマスターの真ま似ね事ができるのも、マブなシノギが別にあるってのもお互い様だよな』

　幽の顔が、固くなっていく。

『聞くだけは聞いてやる。お前の話』

　幽は天井の照明をじっと仰いで、考えをまとめようとする。

『どこから話せばいいのかな──』

　そして幽もまた、焰を見据えた。

『──決めた』




『トルクはさ、』

　幽は、そこから始めた。

『宇宙に浮かぶ島だよね』

　思わぬ幕開けに焰は面食らった。

『──ああ』

『どんなふうに浮かんでるか知ってる？』

『あのなあ、一体何の話だよ？　浮かんでるったら浮かんでるんだろ。どんなふうにもクソもあるか』

　幽は、焰が再びまじめに話を聞く気になるまでじっと待った。

『地ち球きゆう儀ぎは自転してるんだ。トルクはその周りを回ってる。地球儀の中心を含む、自転の軸と直角に交わる面を想像して。トルクはその面の上を、地球儀の自転と同じ方向にぐるぐる回ってる』

　焰もそのくらいは知っている。一応。

『で？』

『なぜ、トルクは地ち球きゆう儀ぎに落っこちていかないんだと思う？』

　大丈夫かこいつ、と思った。

『現に落っこちねえんだからいいだろ別に』

『でも、どうしてさ？　地球儀には「昇しよう天てん力りよく」っていう何でも引きつける力がある。トルクには、ぶら下げている糸もない。支えている柱もない。さっき、ロッドメイスが磁力に引っぱられてコンテナの壁にくっついてめり込むの見たろ？　トルクだって昇天力に引っぱられてるはずなのに、地球儀に落っこちてめり込まないのはどうして？』

　焰ほむらは、そんなふうに考えたことはなかった。

　幽かすかはまるで、トルクが地球儀に落っこちて当然と思っているかのようだ。

　そんなふうに考えることは、不ふ遜そんで罰当たりなことだと教えられてきた。

『──お前な、こんな話してるの誰だれかに聞かれたら大変だぞ。下へ手たすりゃ異い端たん審問だ』

『大丈夫だよ。この程度ならまだ』

『何だ「この程度」って。大丈夫なわけあるか。いいか、もしお前がどっかの街の往来で「トルクには支える物が何もない！　トルクはいつか地球儀に落っこちるぞ！」なんて叫んだらどうなる？　ソウルセイバーがすっ飛んくる。お前は生皮引っぺがされてネズミのエサだ』

『トルクがいつか地球儀に落っこちるなんて言ってない。現に落っこちてなんかいないし、なぜ落っこちないのかって言ってるだけだよ』

『バカ。聞いてる方にすりゃ同じようなもんだ。ちっと小利口だからっていい気になるんじゃねえよガキが』

『だけど、紫し禁きんの箱はこ城じろの坊さんたちだって似たような話するじゃない。死んだ猫の魂は昇天力に引かれて地球儀に召されるとか、そのとき魂は神しん気きに汚けがれを焼かれて光るとか』

『それとこれとは別だ』

『同じだよ。トルクか魂かの違いがあるだけだよ。どっちも、地球儀の周囲にある物体に昇天力がどう働くかっていう話だ』

『違う』

『どう違うのさ？』

　焰はいきなり尋ねた。

『お前、死ぬのは恐こわいか』

　幽は、答えなかった。

『死ぬときゃ大抵痛かったり苦しかったりするけどな、死ぬのが恐いのは、本当はそのせいじゃない。死ぬのが恐い一番の理由は、死んだ後に自分がどうなるのかわからないからさ。正体のわからないものは誰だっておっかないんだよ。坊さんの話はな、死んだ後にどうなるかっていう説明だ。誰だっていつかは死ぬんだし、そのときまでずっと死ぬのを恐がって生きてくなんてあんまりだろ？　だから坊さんは一いつ生しよう懸けん命めいに研究をして、その結果わかったことをみんなに話してるんだ。だから坊さんの話は有り難いんだよ。だけどお前の話は違う。坊さんのは説明で、お前のは疑問だ。おっかないものを増やすだけの話だ』

　幽かすかは少し考えて、金きん色いろの目だけでうなずいた。続ける。

『──そうだね。わからないものは恐こわいよね』

『ああ』

『じゃあ、説明をつけ加えれば、ぼくの話も恐くなくなるよね』

　焰ほむらはしばらくの間、無言でいた。

『──ああ』

　幽はまた、金色の目だけでうなずいた。

『あのね、トルクが地ち球きゆう儀ぎに落っこちないのは、すごい速さで動いてるからなんだ。トルクはまっすぐに動こうとする。地球儀が昇しよう天てん力りよくで引っぱってその方向をずらす。これが細かく細かく繰り返されれば、トルクは曲線を描いて動くだろ？』

　いきなり始まった説明を、焰は頭の中で慌てて追いかける。

『地球儀の昇天力は変化したりしないから、トルクの描く曲線の曲がり具合は、トルクの速度によって決まるよね。トルクを早く動かせば曲線はゆるやかになるし、遅く動かせば曲線は深く曲がる。トルクの速度をうまく調節して、曲線の曲がり具合を地球儀の丸みにぴったり合わせれば、トルクは地球儀の周りをぐるぐる回り続ける。宇宙にはその動きを邪じや魔まするものが何もないから、トルクはいつまでも落っこちない。どう？　恐くなくなった？』

　焰は、瞬まばたきを一度した。

『──それだけか？』

『そう』

『それだけで大丈夫なのか？　ただそれだけのことで、トルクは地球儀に落っこちないのかよ？』

『そう』

　理解はできた。

　理解できるだけに、噓うそっぽく聞こえた。神様や天てん使しなら、もっと難しくて壮大な仕掛けをこしらえそうな気がした。

『回し笛っていうおもちゃがあるよね。四角い笛に糸がついてて、尻尾しつぽに糸を結んで振り回すと音が鳴るやつ。トルクと地球儀も基本的にはあれと同じ。尻尾が地球儀で、笛がトルクで、糸が昇天力』

　それもわかる。わかるが、そんな安っぽい例を出されると不安になる。理屈が単純すぎて、そんな単純な理屈にトルクの平安が保証されているのだと思うと、それはそれで恐ろしい。

『小さいころ、あの回し笛で遊んだことある？』

　もちろんある。トルクでは、円を描く動きは「ありがたい」動きであるとされる。円の動きはトルクの動きと同じだし、角も欠けたところもない完かん璧ぺきな形が円であるからだ。その円の動きをする回し笛も縁えん起きのいいおもちゃとされ、坊主が子供に配ったりもする。トルクに住む猫で、子供のころにあのおもちゃで遊んだことのない奴やつがいたらモグリである。が、

『おれにはガキのころなんてねえ』

　幽かすかは目で笑い、

『回し笛の糸を長さを変えると、音の高さが変わるよね』

　確かに変わる。が、

『初耳だ』

『みっともないよそういうの』

『うるせえ』

『糸が短いと、早いスピードでびゅんびゅん振り回さなくちゃいけない。空気が速いスピードで笛に流れ込むから音が高くなる。糸が長ければ、そんなにがんばらなくても笛を回していられる。空気がゆっくり笛に流れ込むから、音は低い』

　焰ほむらは不覚にも、なるほど、と思ってしまった。

『これと同じことが地ち球きゆう儀ぎとトルクにも言える。円を描いて回るための速度っていうのは、糸の長さ、つまり地球儀からの距離ごとに決まってるんだ。もしトルクが今よりもっと地球儀に近いところにあったら、今よりもっと速い速度でびゅんびゅん回っていなくちゃ円の軌道を維持していられない。トルクと地球儀が今より遠ければ、今よりもっと遅い速度でいい』

　このあたりから、焰は話に引っぱり込まれ始めていた。

『じゃあ聞くが、今のこのトルクは、地球儀からどのくらいの距離を、どのくらいの速度で回ってるんだ？　それも決まってるんだろ？』

　投げつけるようにそう尋ねた。どうせはっきりした数字など知らないのだろうと高をくくっていた。

『うん。決まってる。距離は、地球儀の表面からだと６０００キロくらいで、中心からだと１万２０００キロくらい。この高度での円軌道速度は、だいたい秒速５６００メートルくらい』

　なんだかくやしい。

『──その高度でその速度を出してれば、地球儀の周りを回り続けていられるのか？』

『そう』

『トルクじゃなくても？　どんなガラクタでも？』

『そう』

『日につ光こうや月がつ光こうでも？』

『そう』

『でかくても小さくても？　でっかい岩の塊でも、ゴキブリ一匹でも？』

『そう』

　焰ほむらはふと、恐ろしい疑問を思いつく。

『じゃあ、もし、もし仮にだぞ、地ち球きゆう儀ぎの周りを回ってるトルクの速度を、どうにかしてゼロにしたら、』

　やっとここまで話が来た──幽かすかは、ひそかにそう思った。

　答えを口にした。

『コンテナにめり込んだメイスと同じ運命。地球儀めがけてまっ逆さま』

　想像できなかった。

『じゃあ、まっ逆さまの話をするね』

『だめだ』

『──どうして？』

　幽は上目づかいに見ると、焰はぷいとそっぽを向き、

『やっぱりだめだ。こんな話するもんじゃない』

『ちゃんと説明もつけるよ。誰だれにも聞かれてないし、あんたがソウルセイバーに言いつけたりしないだろ？　ぼくだってしない。だから平気だよ』

『そうじゃない。あのな、』

　しばらく迷った挙句に、焰はこう言った。

『言葉にはな、言こと霊だまっていう力があるんだ。いいことでも悪いことでも何でもそうだが、腹の中に収めているうちはなんてことはねえ。けどな、いったんそれを口に出すと、物事が本当にそっちの方向に動き始めるような力が働くもんなんだよ。だから、トルクが落っこちる話なんかするな』

　ちらりと幽の顔をうかがって、

『──トルクの速度が、ほんとに遅くなったら困る』

　幽は、安心した。

　幽の顔に出たその安心を焰は読み違えた。ビビっているのを笑われたと思った。

『お、お前さっき自分でそう言っただろうが！　トルクが落ちないでいられるのはその高さごとに決まった速度ぴったりで動いてるからだって！　ってことは、言霊でも何でも、トルクに何かほんのちょっとした力が働いて、速度がほんのちょっとでも遅くなって、ほんのちょっとでも落下が始まったら最後じゃねえか！　速度がゼロならまっ逆さまで、それよかずっと時間はかかるだろうけど、いつかは地球儀に落っこっちまうんだろ!?』

　今度こそ幽は笑った。

『大丈夫だよ。今までのは円軌道で地球儀の周りを回る場合の話だから』

『だからどうだってんだ！　その円から外れたら地球儀に落っこちることに変わりはねえんだろうが!!』

　何だか自分が臆おく病びよう者になった気がしておもしろくなかったが、恐こわいものは恐かった。

『いい？　トルクは今、秒速５６００メートルで動いてる。何かの方法で、この速度を秒速５０００まで落としたとする』

『だからやめろって！』

『すると落下が始まる。トルクはそれまでの円軌道を維持できなくなる。地ち球きゆう儀ぎの丸みとぴったり合っていた曲線が、昇しよう天てん力りよくに引っぱられて、さらに地球儀寄りの方向に曲がり始める。外から見れば、トルクは斜め下に向かって落ちていく』

『ほらみろ！』

『だけどね、速度を秒速５０００まで落としたくらいじゃ、トルクは結局どこまでいっても地球儀には接触しない』

『どうして!!』

『斜めに落ちていく角度がゆるやかすぎるからだよ。速度を落とせば確かに落下は始まる。高度はどんどん下がっていくし、速度はどんどん上がっていく。地球儀の反対側まで回り込んだあたりで、ええとね──』

　幽かすかの尻尾しつぽがぱたぱたと動いた。暗算をしているらしい。

『高度は、地球儀の表面から２０００キロくらいまで落ちて、速度は秒速７０００メートルくらいまで上がる。ここが地球儀への最接近点。高度が一番低くなるのも、速度が一番速くなるのもここ。そこから先は、今までのコースを逆にしたような軌道をたどって、ブランコみたいに戻ってくる。高度はどんどん高くなるし、その分だけ速度はどんどん遅くなる。で、トルクは結局、地球儀にはぶつからずに、その周りを一周して、もといた場所まで登ってくる。そのときが実は、この軌道の最高高度で最低速度』

　焰ほむらは必死で話を追った。ということはつまり、曲線が地球儀よりに曲がる分、もともと円だった軌道が細くなって──

『これってつまり、楕だ円えんを描いてるってことだよね。そのままほっとけば、やっぱりトルクはいつまでもこの楕円のコースをめぐり続ける。トルクでも岩の塊でもゴキブリでもそう』

　幽は焰をじっと見つめて、

『秒速５６００を５０００に落とすって、言うだけなら簡単だけど、秒速６００メートルの減速だよ。時速２１６０キロも速度を減らすってことだよ。こんなに速度を減らしても地球儀には届かない。高度２０００キロまで近づくのが精一杯なんだ』

　言う。

『──これでわかったでしょ。円軌道上にある物体を、地球儀に接触する楕円軌道に入れるのが、どれだけ大変なことか』

　焰は何気なく答える。

『魂をその軌道に入れるんなら簡単だけどな。死ねばいい』

　そして幽はついに言った。

『ぼくは、生きたまま地ち球きゆう儀ぎに行きたい』




　楽かぐらの歓声が聞こえる。日につ光こうと月がつ光こうがかわりばんこにパラシュートを放り投げ、楽は重りに引かれてゆらゆらと落ちてくる白い半球を、気が違ったような勢いで追いかけている。

　コンテナの窓からその様子をじっと見つめるクリスマスは「いーれーてー」のひと言が言えない。

　焰ほむらは、幽かすかの言葉を飲み込めない。

『──なんだと？』

『確かに大変なことだよ。だけど、不可能じゃない。充分な減速さえできれば、楕円軌道の近地点を地球儀に接触させることはできる。減速のための装置を積んだ頑丈な乗り物さえあれば、生きたまま地球儀へ行けるんだ。ぼくは、必ず地球儀にたどり着いてみせる』

　そう言った。

　焰は、恐怖を感じた。

　その瞬間、焰の目の前にいるのは、金きん色いろの目と黒い毛皮を持った、未知の生き物だった。

『それまでは死ねない。だからもう、あんたとはやらないんだ』

　名乗った。

『ぼくは、幽・スカイウォーカーの三十七番だよ』




　焰と幽が、何か言い争っている。

　何だろう。そう思った楽が、パラシュートの下から顔を出した。

　そのときにはもう、焰は手を出していた。

　楽は慌ててパラシュートの下から這はい出ようとした。重りをぶら下げている糸が足にからまり、どたばたと床を転がり、頭にきて、爪つめでパラシュートをびりびりに引き裂いてようやく脱出した。

　そのときにはもう、焰は床に突き倒した幽の上にのしかかって、すぐ目の前にある幽の喉のど笛ぶえを嚙かみ砕きそうな目をしていた。

　日光月光も、クリスマスも、今いる場所から一歩も動く様子がなかった。日光も月光もクリスマスも、「自分の判断」で動くことができるロボットだ。ここまでマジなケンカを始めた主人を黙って見ている連中ではない。つまり、「手を出すな、その場を動くな」というコマンドを、焰も幽も飛ばしていたということになる。

　もちろん、そんなコマンドは、楽には関係ない。

　しかし、楽は、凍りついたようにその場から動けなかった。

　幽をにらみつける焰の目つきが、どうしようもなく恐ろしかったからだ。

　やがて焰ほむらは、幽かすかを乱暴に蹴けりのけて踵きびすを返した。楽かぐらには恐ろしくて直視できないほどの顔つきで、ドックの出口である気密隔壁に向かう。日につ光こう月がつ光こうがその後に続いた。焰の後についていくのは恐こわかったが、まさかこのままひとりでここに残るわけにもいかなかった。がくがくする足を懸けん命めいに動かして、楽は焰の後を追った。

　幽の言葉が追いかけてきた。

『地ち球きゆう儀ぎは死者の魂が赴く彼ひ岸がんなんかじゃない。そんなのは噓うそだ』

　焰は歩き続ける。

『あんたもやっぱり大集会の腰抜けと一緒なの？』

　焰は歩き続ける。

　そして、幽が焰にとどめを刺したのは、焰の姿が気密隔壁の向こうに消える瞬間だった。

『またね、多爾[image: こん]ドルゴン』

　焰の足が止まった。

『──もう一度、その名でおれを呼んでみろ』

　振り返らなかった。

『あっという間に夢が叶かなうぞ』

　焰は、ドックを後にした。




　　　　[image: くぎり]




　巨大な回廊の、急ごしらえの貧ひん相そうなねぐらに帰り着くころになって、楽はようやく焰に声をかける勇気を奮ふるい起こした。

『どうしたの!?　何があったの!?　楽にも教えてよ!!　幽がひどいこと言ったの!?　いじわるされたの!?　待ってよ焰!!』

　楽は、叫ぶようにそう言った。

　焰は答えなかった。

『楽がやっつけてあげる!!』

　楽が、また叫んだ。

『幽が焰をいじめたんでしょ!?　楽がやっつける!!　楽はあんなやつに負けないもん!!　あんなやつちっとも恐くないもん!!』

　子供の言うことだった。

　焰を元気づけようという一心から出た言葉だったはずだ。

　しかし、それは、どうしようもない失言だった。

　楽は右の頰ほおに熱を感じた。目の前が暗くなり、上も下も右も左もわからなくなった。３メートルもはね飛ばされ、黴かびだらけの床の上にひっくり返っていた。

　火を噴くような焰ほむらの視線に貫かれた。

　そして、焰に殴られたのだということに、楽かぐらはようやく気づいた。

　それから、楽はまるで尻尾しつぽに火が点ついたようにその場を転げ回った。殴られて痛かったし、焰に嫌われるのがいやだった。楽はいつも、嬉うれしくても悲しくても踊っていた。自然に身体からだが動いた。今もそうだった。炸さく裂れつする感情に反応して、身体が勝手にばたばたともがき苦しんだ。

　苦しむだけ苦しんで、さんざんに暴れて、楽はそのまま走り去っていた。焰の見ている前で、楽のちっぽけな後ろ姿は回廊の闇にあっという間に飲まれた。

　焰は、急ごしらえのねぐらの中に入って身体を丸めた。

　顔を脇腹に突っ込んで、目を閉じた。

　転がらない毬まりに、食えないネズミに存在する価値がないように、弱いスパイラルダイバーが息をしていい理由は何もなかった。




　ぼくは、幽かすか・スカイウォーカーの三十七番だよ。




　スカイウォーカー。

　聞いたことくらいはある。

　これまでその手のおかしな連中はみな、ソウルセイバーの手にかかって始末されてきた。当然だと思う。地ち球きゆう儀ぎは浄じよう土どだ。死者の魂のみが行き着く彼ひ岸がんだ。そこに行ってみせるなどと主張する連中を、大集会が放っておくわけがない。

　三十七番。

　そんなにいたのか、という気もする。たったそれだけなのか、という気もする。

　自分がその三十七番目だ、と幽は言った。

　それ以外には何も言わなかった。

　しかし、すべてが腑ふに落ちた。

　なぜ、あいつは自分に勝負を挑んできたのか。

　なぜ、あいつは自分にとどめを刺さなかったのか。

　なぜ、あいつは自分とはもう戦わないのか。

　すべては、焰が多爾[image: こん]ドルゴンだからだ。

　スカイウォーカーは存在すること自体が罪だ。だから、スカイウォーカーである幽も、愚ぐ連れん隊たいや盗賊団のように、大集会の目を逃れて森の中に隠れ住む以外にない。そして、食料やある種の機械部品と引き換えに、ヤクザな連中のロボットの整備を請うけ負っている。

　ある種の機械部品。

　もちろん、そうなのだろう。

　幽かすかはその部品を使って、「減速のための装置を積んだ頑丈な乗り物」を作っているのだ。

　本気なのだあのバカは。

　そして幽はドジを踏んだ。幽の取り引きの相手は愚ぐ連れん隊たいや盗賊団である。大集会にたてつく奴やつらという意味では確かに似た者同士だが、信用するに足る連中は数少ないだろう。しかし、カタギから食料や部品を調達すれば一発で足がつくだろうし、幽は長いことうまくやっていたのだと思う。慎重に客を選び、正体を隠して。ところが、ついにやっちまった。幽は客の選び方をしくじって、ドジ野郎にドジをうつされた。取り引き相手の愚連隊の中にいたドジ野郎が、無謀なヤマを踏んで大集会の手に落ちたのだ。

　そして、幽の存在が、そのドジ野郎の口から漏れた。

　大集会は今のところ、幽のことを「不ふ逞ていの輩やからに手を貸すふとどきなドールマスター」と認識しているはずである。幽がスカイウォーカーであることまではバレてはいないはずだ。しかし、目をつけられてしまったことに変わりはない。「頑丈な乗り物」が完成するまではヤクザ連中との取り引きも止めるわけにはいかないし、ねぐらをよそに移すのもそう簡単にはいかない。

　ヤバい。

　そのころ、街である騒ぎが起こった。誰だれにでも戦いをふっかけるくせに実に面白味のない戦いをする無名のスパイラルダイバーが、何を血迷ったか多爾[image: こん]ドルゴンサマに挑戦状を叩たたきつけ、あろうことか、その戦いに勝利してしまったのだ。新たな多爾[image: こん]となったそのダイバーは、むしろ当然のことであるはずの周囲の無理解にヘソを曲げ、街を捨てて旅に出た。

　幽は、そのダイバーのことを、ずっと以前から知っていたのかもしれない。それとも、ヤクザの手を借りるかどうかして、そのダイバーに関する情報を集めたのかもしれない。

　とにかく、幽はそのダイバーの性格を見抜いた。

　こいつならいけるだろう──幽は、そう判断した。

　幽の考えはこうだ。まず、その新たな多爾[image: こん]に野試合を挑み、完かん膚ぷなきまでに叩きのめし、しかし、とどめは刺さずに生かしておく。多爾[image: こん]はくやしいもんだから仕返しを考える。いっぺんやり合って相手の手のうちがある程度はわかってるから、当然多爾[image: こん]は作戦を立てる。ロッドメイスの謎なぞを突き止め、幽の居所を割り出して、もういっぺんケンカをしにやって来る。てめえこないだはよくもやってくれたな。

　そこで正体を明かす──ぼくは、幽・スカイウォーカーの三十七番だ。

　そして言う──もう、あんたとはやらない。

　それだけでいい。

　多爾[image: こん]の注意を引きつけて、自分のそばから離れていけないようにすればそれでいい。

　多爾[image: こん]には建前の権力と、本物の実力がある。

　多爾[image: こん]が気き聯れん坑こうにねぐらを構かまえるだけでも、大集会には充分な圧力がかかる。

　ここはおれがシメる、土足で踏み込んでくれるなよ──そういう意味の。

　当代の多爾[image: こん]ドルゴンの縄なわ張ばりで、そう勝手な真ま似ねはできないのだ。

　そして、その縄張りは幽かすかにとっての隠れ蓑みのになる。幽は「ふとどきなドールマスター」にすぎないし、そんな小物のために多爾[image: こん]と面倒を起こしたのでは割が合わない。

　幽はここまでの絵を描いて、当代の多爾[image: こん]となったそのダイバーに野試合をふっかけ、叩たたきのめし、生かしておき、再戦を拒否したのだ。

　幽はダイバーの性格を見事に見抜いていた。

　ダイバーがどんなに再戦を迫ろうとも、幽は決して首を縦たてには振らないだろう。ダイバーは、自分より強い者が存在することに耐えられず、自分からは戦おうとしない丸腰の幽を襲って殺すこともできず、他の誰だれかに幽が殺されるのを黙って見ていることもできず、再戦を諦あきらめることも死ぬまでできないだろう。

　そのダイバーは、見事にハメられたのだ。

　そして、そのマヌケこそ、この自分だ。




　──ごめんね。

　電波ヒゲから漏れ出す思考を聞いた。

　焰ほむらは顔を上げた。急ごしらえのねぐらのすぐそばにあるコンテナの陰から、電波ヒゲがぴょこんとのぞいていた。

『──楽かぐら』

　焰は、声をかける。

『こっち来い。このへんは物騒な連中もうろうろしてるはずだしな、そんなところにいるとさらわれちまうぞ』

　楽が、もたもたした足取りで姿を見せた。布製の小袋をヒモで首から下げていた。

　電波で泣いていた。

　楽は何度も転びそうになりながら近づいてきて、ねぐらに足を踏み入れようとしてためらった。月がつ光こうが身を乗り出し、楽の首ねっこをつまみ上げて、焰の隣に座らせた。

　ぐちゃぐちゃに泣きながら、楽はひたすらに詫びた。

『ごめんね、へんなこと言ってごめんね。楽があいつに勝てるなんてうそだからね。ごめんね。ごめんね。楽のことなんかもうきらい？　楽のことなんかもうしらない？』

　焰は、無表情につぶやいた。

『いや』

　とっくに怒りは消え失せていた。

　かといって、愛想を作るだけの元気があるわけでもなかった。

　焰の無表情さに楽は少し怯おびえた。ぐずぐずと泣き続けた。それでもどうにか気を取り直して、

『あのね』

　返事はしてくれないかもしれない、と楽かぐらは思う。

『ん』

　ただそれだけの返事からでも、楽は勇気をもらえた。

『楽の宝物を持ってきたの。ぜんぶは持ってこれないから、この袋に入れてきたの。いい匂においがする粉。この粉の匂いを嗅かぐと楽は元気がでるの。焰ほむらがほしいなら、これあげる』

　楽は尻尾しつぽで小袋のヒモを首から外し、身体からだを丸めている焰の顔のそばに置いた。

　焰は袋に鼻を近づけた。

　いい匂いがした。

『──いつも、世話かけるな』

　ようやく、礼が言えた。
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　取り引きの場所は、森のほとりにある「柴しば権ごん現げん」という名の加速回廊だった。

　加速回廊というのは、「鳥居」と呼ばれる赤いゲートが無数に並んだ石造りの通路のことである。場所によって真っ直ぐだったり曲がりくねっていたりと色々だが、その出発点は必ずトルクの中心を向いており、終しゆう端たんは地ち球きゆう儀ぎ[image: こん]の方向に向いている。

　死んだ猫の魂は肉体を離れ、近くにある加速回廊に引き寄せられてその中を通過する。鳥居は加速器で、魂は鳥居をひとつくぐり抜けるたびに少しずつ加速されていく。鳥居の数は場所によって少しずつ違うが、いずれにせよ魂はかなりの最終速度を獲得してトルクの外壁を突き抜けて自転に振り飛ばされ、昇しよう天てん力りよくに引かれて地球儀へと落ちていく。

　らしい。

　つまり、加速回廊とは死んだ猫の魂が集まる場所なのだ。魂が飛んだとか幽霊を見たとかいう話にはことかかないし、だから生きている猫は怖がって近づかない。そうでなくても加速回廊の多くは街から離れた黴かびの森の中にあるし、黴の森にはそれとは別の、もっと現実的な種類の危険がいくらでも潜ひそんでいるのだ。

　柴しば権ごん現げんも、そうした加速回廊のひとつだった。

　そして、そんな柴権現を、幽かすかは取り引きの場所として使っていた。

　そして、そんな柴権現の入り口に、層そう州しゆう愚ぐ連れん隊たい「蒼あお森もり一家」の総長、「岩がん陣じん坑こうの雫しずく」と腹心の部下二匹の姿があった。三匹の背後には、手下たちのロボットの中でもとりわけ力自慢の連中たちに運び込ませた、大きなコンテナがどっかりと置かれている。

　左に控えた部下が、周囲の闇を恐々と見回しながら言った。

『ね、ネズミ』

　右に控えた部下が、やはりびくびくしながら続けた。

『み、水』

　雫はその短毛の巨体をびくりと身じろぎさせ、

『──ズベ公』

　部下二匹が飛び上がった。右の部下が声をひそめて、

『そ、そそそ総長！　いい加減にしなせえ！　「ズベ公」はもう三回目じゃないすか！　ヤバいっすよもう帰りましょうよ、こんなドジなしりとりじゃいつかとり殺されちまう』

　さすが総長と言うべきか、雫は平然と構かまえているように見える。左の部下の顔を尻尾しつぽでぼかりと叩たたき、自分の失敗は棚に上げて、

『ドジたあ何だドジたあ。だいたいお前が「水」なんて言うからいけねえんだ。「ず」がつく言葉なんてそうあるか。後先のこともうちょっと考えろ』

　左の部下も半分は逃げ腰で、

『ああああああやだやだ、きっと悪あく霊りようどもはもうそのへんまで来てるに違いねえ。総長約束してくださいね、今度お手つきがあったら逃げましょう。ね、ね』

『そういうわけにいくか。この渡世、相手にナメられたらメシの食い上げだ。ほれお前の番だ、「う」だよ「う」』

『──う、うんこ』

『こ、独こ楽ま』

『ま、ま、』

　部下はひげを震わせて恐怖に慄おののく。総長がしりとりが下へ手たくそであることは、蒼森一家にいるものなら誰だれでも知っている。この柴権現での取り引きにお付きとして同行するのは、若頭たちにとっては恐怖の貧乏クジなのだ。

　が、雫はどうにか先をつないだ。

『まきびし』

　命からがら、という感じのため息が左右から漏れた。その安心感に罠わなが潜んでいた。左の部下は「し」に続けてついうっかり、

『し、しょんべん』

　どば、とハリネズミのように毛が逆立つ。

　そこに右の部下がすかさず、

『もらしもらし！　「しょんべんもらし」！　だよな!?　そう言おうとしたんだよな!?』

『そ、そそそそうそう。しょんべんもらし』

　二人はもはや息も荒い。右の部下は知恵を絞り、

『し、刺客』

　と言って雫しずくを振り返り、口をぱくぱくさせた。雫は「おう、なるほど」という顔をして、

『口』

　命懸がけの綱渡りはさらに続く。『ち、地ち球きゆう儀ぎ』と左、『ぎ、義理かけ』と右、『喧けん嘩か』と雫。左が『カギ』、右が『ぎ、ぎ、義理人情』、そこで雫が疑問を呈する。

『さっきから「義理義理」って、そういうのありなのか？』

　左右が声を揃そろえて『ありですっ!!』と言いはる。雫は仕方なく『宇宙』、それに続いて左が『う、う、う、裏口』

　右は「ち」のつく言葉を必死で探す。「地球儀」はもう出た。「力石」も「血止め粉」も出た。『早くしろ』と雫が急せかす。恐怖が思考をかき乱す。そのとき脳裏に一筋の光明が射さし込み、右は夢中でそれにしがみついた。

　罠わなだった。

『ち、地図!!』

　雫は沈黙した。

「ズベ公」の泥沼だった。

　もうだめだ。ひとたまりもなくハリネズミとなった二匹の部下は、破門にされてもいいから逃げよう、金こん輪りん際ざいヤクザ稼業からは足を洗って堅かた気ぎになろうと思った。

　雫が、言った。

『お前ら、帰っていいぞ』

　総長のお許しが出たのだ。もうこんな恐ろしい場所には一秒もいたくはなかった。二匹の部下は転がるように逃げ出して、無数の鳥居の並ぶ回廊の入り口には、雫の姿と大きなコンテナがあるばかりとなった。

　首から下げた自慢の懐かい中ちゆう時計を尻尾しつぽで目の前にかかげて一いち瞥ぺつし、雫は鳥居の奥の闇に向かって言った。

『遅いぞ。うちの若い衆には信心深い奴やつが多いんだ。場所はそっちの言いなりにしてやってんだから、せめて時間くらいは守ってくれなくちゃ困る』

　闇が答えた。

『あんたが早く来すぎたんだよ』

『そうか？』

『間違いない。ぼくが使ってる時計は絶対に狂わない。今度その時計もロボットに持たせてよこすといい。直してあげるよ』

　雫しずくは、どこからともなく聞こえてくるその言葉を信じた。こと機械仕掛けのからくりに関しては、正体不明のこの声以上に信じられるものはなかった。

『約束のブツ、耳を揃そろえて持ってきたぜ。ずいぶん骨が折れた』

『重かった？』

『耐熱煉れん瓦がはな。その他のガラクタもぜんぶここにちゃんとある。水と食い物も』

『ありがとう』

『礼にゃ及ばねえよ。こいつは対等ごすんの取り引きだからな。あんたはこっちのデク人形どもを修理して、前よりもずっといい動きができるようにしてくれる。その代わりにこっちは八方手を尽くして、あんたが欲しがってる物を探して持ってくる。当たり前のこった』

『それでもお礼は言わなきゃ。助かるよ』

　闇から聞こえてくる声は奇妙に甲高く、おかしな雑音が混じっていた。つくづく用心深い奴やつだと雫は思う。おそらく、電波ヒゲからの波を幾重にも反響させて遠くまで届くようにする、何らかの仕掛けを使って話しているのだろう。が、雫にわかるのはそこまでで、その仕掛けというのが具体的にはどんな理屈で動くどんな仕組みのからくりなのか、皆目見当がつかない。奴にとってはその程度のものを作るくらいは朝飯前なのだろうな、という想像ができるだけだった。

『そっちが礼を言うならこっちもだ。手前、太陽儀おてんと様のお呼びもかからねえ極道者にござんすが、手厚く面倒見て頂きましたこと、お有り難うさんにござんす』

　雫はおどけて礼を言った。ふと思い出し、

『──そうだ、あんたが探してた、ええと、なんだっけ、』

『四酸化ニトロゲン？』

『違う。そっちじゃなくて』

『ヒドラジン？』

『そう。そのヒドラジン。うちの若い衆が、そいつが詰まったタンクを見つけたぜ』

　闇から聞こえる声が、小さく跳はねた。

『ほんと!?』

『ああ。あんたがよこした紙切れな、あれと同じ表示がタンクの横っ腹にあったそうだ。たぶん間違いねえと思うよ。言われた通り、タンクを叩たたいて中身が詰まってることを確かめて、あとは指一本触れちゃいねえ』

　ため息によく似た感情が、闇の奥から微かすかに伝わった。

『──ありがとう。本当に助かる。だけど、そのタンクには絶対に近づかないで』

『わかってるよ。それともあれか？　おれが横取りするとでも思ってんのか？』

『うん』

　雫しずくは苦笑した。

『正直だな──まあ、おれとしちゃあんたのそういうところを信用してるんだがな。安心しな、おれは約束は守る。それに、あれを使って何かできるほどのオツムの持ち主はあんたくらいのもんだろ？　使えもしねえ物横取りしたってしょうがねえさ』

『そんなことない。ヒドラジンを爆ばく発はつさせるのに知恵なんかいらない。おまけにヒドラジンが燃えると毒のガスが出る。街ひとつくらいはあっという間に皆殺しにできる』

　雫は、尻尾しつぽをぱたりと動かした。

　言わずにおけばいいことを奴やつは言っている。いつもの「奴」らしくない。ヒドラジンの危険を言い立てて、それほど危険な物を扱うことができる自分を誇っているかのように聞こえる。

『──あんたが、それをするのか？』

　闇は答えなかった。

『そのヒドラジンってやつを紫し禁きんの箱はこ城じろにぶち込もうってんなら手を貸すぜ。大集会のクソどもにゃおれにも恨みがあるしな』

　闇は、やはり答えない。

　雫は、そこで、問うてはならない問いを発した。

『──なあ、おれたちヤクザ者にガラクタ集めさせて、あんた何を企たくらんでるんだ？』

　やっと闇が答えた。

『教えない。あんたには教えられない』

　まあ、そうだろうな──と雫は思った。

　自分は、蒼あお森もり一家の総長である。大集会のクソどもはヤクザな猫の脳ミソを洗うことなど何とも思っていない。自分がもし宣せん教きよう部隊の手に落ちるようなことになれば、自分は知っていることをすべて洗いざらいぶちまけることになる。口から泡をふき、糞くそも小便も垂れ流しながら。

　だから教えられないのだ。

　仮に、それを教えられたとしても、自分が心からすごいと言ってやれるかどうかはわからない。誰だれかにとって大切な「何か」は、往々にして、他の誰かにとってはケツの穴の周りの毛よりもどうでもいいものだったりする。

　よくあることだ。

『なあ、ひとつ聞いてもいいかい？　あんたには──』

　雫は、問う。




『──あんたには、仲間がいるのか？』

　闇は即答した。

『修理したロボットはもう解放した。いつもの場所に向かってぞろぞろ歩いてるはずだ。次の取り引きの時間は追って知らせる。今度は、そっちは何も持ってこなくていい。ヒドラジンのありかを教えてくれるだけで充分だよ』

『食い物は？　水もいらないのか？』

　闇は言い張る。

『いらない』

　取り引きは終わった。

　コンテナを残して、雫しずくは加速回廊を後にした。奴やつはどこからか自分を見ているはずだと雫は思う。闇の奥に遠ざかっていく自分の後ろ姿を、奴はどんな思いで──

　──いや。まさか。

　どんな思いも何もあるものか。奴にはもちろん、仲間がいるのだ。それどころか、奴は交渉役を任されているただの下っぱにすぎないのかもしれない。声だってひどく若いし。仕事ぶりから言ってもそうだ。あの見事な手腕と驚くべき作業効率は、複数の猫が知恵と労力を出し合っている結果だと考えるのが自然だ。そうに決まっている。「奴」の正体は「奴ら」なのだ。

　そうでなければ、あまりにも哀れだった。

　自分のような稼業ですら、仲間はいるというのに。

　大仕事に対する夢や、成功の喜びを分かち合う相手がいるというのに。




　鳥居の奥の闇の中で、幽かすかは、焰ほむらのことを考えている。

　毎日ねぐらにやってきては再戦を迫るだろうと思っていたのに、焰はあれ以来、一度も姿を見せない。




　　　　[image: くぎり]




　お前はどうする、と焰は尋ねた。

　街に出かけて露ろ店てんをひやかしたりするのは好きだけど、街に住むのは好きではない、と楽かぐらは答えた。

　それに、何やら確かめたいこともあるのだと言う。

　だから自分は、しばらくはこのエレベータドームに残る。牽けん引いん車両のコクピットの中に張ったテントで、震しん電でんと一緒に暮らす。だけど、焰のところにも遊びに行く。ネズミやゴキブリをいっぱい捕まえて持っていくから楽しみにしているように。

　楽は、そう言った。

　確かめたいことって何だよ、焰はそう尋ねた。

　ないしょ、楽かぐらはそう答えて笑った。

　この森には幽かすかが住む。ということは、愚ぐ連れん隊たいや盗賊団がうろついているということでもある。心配と言えば心配だったが、楽は震しん電でんとともに、そういう森の中で長い間暮らしてきたのだ。街には街の危険があるし、楽にしてみれば、この森の中にいた方が安全なのかもしれない。

　ともかく、楽がついてこないのは好都合だった。

　安心した。

　ひょっとすると楽は自分のそんな気持ちを察したのかもしれないとも思ったが、それならそれで楽に甘えようと思った。

　焰ほむらは、自分がこれからやることを、楽には見られたくはなかったから。




　焰は、斬ざん甲こう刀とうを手にした日につ光こうと月がつ光こうを引き連れて気き聯れん坑こうの街に向かった。螺旋階段の露ろ店てんがぼちぼち店じまいを始め、そのへんを跳はね回っている子猫の姿が消えて、怪しげな大道芸やいかがわしい見世物や辻つじ賭と博ばくに荒くれたちが群がり始める時間だった。

　そういう時間を焰は狙ねらった。

　螺旋階段の一番上まで登った。手すりも何もない階段の縁ふちに立って、街を見下ろした。

　やりたくなかった。

　ふと視線を感じ、振り返ったすぐそこに、楽よりもさらに幼い一匹の子猫がいた。ただでさえ丸い目をさらに丸く見開き、焰の耳をじっと見つめている。まだ短い電波ヒゲからは思考がだだ漏れで、何を考えているのか丸わかりだった。

　焰のピアスが珍しいのだ。

　このあたりには、ピアスをする習慣はあまりないらしい。

　焰は尻尾しつぽを伸ばし、子猫の鼻っ面をぽかりと叩たたいた。子猫は驚き、しかしヒゲを全開にして笑った。

『お前、この街の子か？』

　子猫はうなずく。

『叱しかられるんじゃないのか？　こんな遅くに外をうろついて』

　子猫はそれに答えようとするが、まだデジタル言語をうまく制御できないらしい。ぐにゃぐにゃした思考が伝わってくる。叱られるけどこっそり寝床を出てきた。念力や透視術を見てみたい。どきどきする。こっそり戻ればきっとバレない。耳にわっかがついてる。痛くない？　それも手品？　おしりがかゆい。きのうでっかいゴキブリを食べた。

　焰は周囲を見回し、壁に立てかけられた錆さびだらけの大きな歯車に目を止めた。

『──あのな、そこにでっかい歯車があるだろ？』

　焰が尻尾で歯車を指し示すと、子猫はくりっと背後を振り返る。

『念力や透視術なんかよりもずっとすごいもの見せてやる。でも危ないから、あの歯車の陰に隠れてろ。恐こわかったら無理して見なくてもいい。だけどな、最初から最後まで見届けられるのはたぶんお前だけだ。後でダチに自慢できるぞ』

　そう言って、焰ほむらは日につ光こうの肩の上に駆け上った。月がつ光こうが細い布切れで焰に目隠しをする。子猫は素直に歯車の陰に駆け込んで、その様子をじっと見ている。

　そして焰は、螺旋階段の街を見下ろして、咆ほえた。

　殺シヤ──────────────────────────────────っ!!

　同時に、大出力の、多爾[image: こん]ドルゴンのみが使うことを許されている周波数で、街ひとつを相手に因いん縁ねんをつけた。

　焰の咆え声の残響が闇に溶けて消えたとき、螺旋階段の街には一切の物音も動きも失せていた。誰だれもが、階段の最上部に突如として現れたよそ者を見つめて呆ぼう然ぜんとしていた。

　歯車の陰に隠れて見ていた子猫もそれは同じだった。さっき焰と言葉を交わしていなかったら、一目散に逃げ出していたに違いない。と、焰の周囲にいた見るからに安っぽい風体のチンピラと、脂肪の上からさらに油を塗りたくったようなお腹なかいっぱいのデブが、焰に向かって何ごとか怒鳴った。チンピラもデブも強そうなロボットを連れている。ゆっくりと日光月光に近づいていく。デブが何かねちねちした感じの言葉で焰にからむが、難しい言葉ばかりで子猫にはよくわからない。毛皮が白いからっていい気になるな、みたいなことを言っているのだと思う。このままではあの白猫はやられてしまう、よそからやってきていきなりあんなまねをしたのだ、きっとひどい目にあわされるに決まってる──子猫はそう思った。

　その次の瞬間に、勝負はついた。

　日光がデブのロボットを、月光がチンピラのロボットを斬きり倒した。

　日光も月光も、斬ざん甲こう刀とうの一撃で相手の両脚を切り飛ばしていた。日光の肩の上で、焰は次の獲え物ものを探す。電波を猛烈に飛ばして周囲を手探りし、攻撃行動に入った目標に対して頭の中で次々と背番号をつけていく。

　左。

　月光で処理した。

　右と正面。

　日光で処理した。

　階段を下り始めた。一段飛ばしの、しかもかなりの早足だ。それを見た周囲の猫が悲鳴を上げて逃げ惑う。立ち塞ふさがる者があれば、足ばかりを狙ねらってすべて斬り捨てて進んだ。どいつもこいつも話にならない弱さだった。ロボットへのコマンドを迷めい彩さいすることさえできないような奴やつばかりで、焰にはどこにいるどの相手が自分のどこをどうしようとしているのか、すべて読めてしまった。せめてものハンデだと思って目隠しをしたのに、これではまるで意味がなかった。指一本触れさせないことなど当たり前の話であり、あとはこちらの斬ざん撃げきが猫にもロボットの急所にも当たらないように気をつけるだけであって、これが意外と難しかった。相手がヘボすぎて、ときに予想のつかない動きをするからだ。

　街は、恐怖の叫びに包まれた。

　本物だ、本物の焰ほむらだ、本物の多爾[image: こん]ドルゴンだ──最初に上がったその叫びを、焰は意識のどこかで、聞くともなしに聞いていた。

　津波のような動きが始まった。猫たちは何もかも投げ出して、我われ先さきにと逃げ出した。

　多爾[image: こん]が来る。

　それは、怪物が来るということと、まったくの同義だった。

　焰の口が三日月のように裂けた。べろりと舌がのぞいた。街があげる恐怖の叫びを、白いその全身で聞いていた。

　螺旋階段の底にたどり着くまでには、五分とかからなかったはずである。

　月がつ光こうが焰の目隠しを外した。

　階段の底から見上げる気き聯れん坑こうの街は、その五分で、猫の姿のまるでない死の街と化していた。鎖に吊つられた檻おりの中の白い骸むくろだけが焰を見下ろしていた。あの子猫が顔を出すかもしれないと思って、螺旋階段のてっぺんを見つめた。

　そのまま、焰は一時間も待った。

　子猫はついに、姿を見せなかった。

　これで、この街をシメた。噂うわさは疫病のように広まるだろう。大集会の耳にも入るだろう。

　そして、自分は今度こそ、正真正銘の怪物になってしまったのだと思った。

　焰は、螺旋階段の底から、死の街となった気聯坑をいつまでも見上げている。




　自分を遥はるかに上回る力を持っている奴やつがいる。

　なのに、そいつの目は、自分には理解できないほど遠くを見ている。




　　　　[image: くぎり]




　幽かすかが、森の中の巨大な回廊を走っている。金きん色いろの瞳が上下に揺れながら、闇の中をとんでもないペースで動いている。苦しげな息遣いだけが聞こえる。

　ゴールは、もうしばらく先だ。

　この回廊はトルク外がい殻かくを一周している。幽とて、このトレーニングを始めたばかりのころは、回廊一周を走り切ることなどできなかった。そんなことができると思って始めたわけでもなかったし、適当なところまで走ったら折り返して戻ってくることにしていた。それですら、自分の体調やスタミナを見誤り、途中ですっかりへばって、そこで野宿をしてようやく帰ってくることもしばしばだった。それでも繰り返し走った。そのうちに、どんどん遠くまで走れるようになって、ついにその距離はトルク外殻を一周した。

　幽かすかは機械のように走り続ける。

　幽の行く手の闇から、クリスマスの声が聞こえてきた。

　走り続けるうちに、姿が見えてきた。酸素黴かびの幹の根元に寄りかかって座り、ピクニック用のバスケットと発光細菌のランプを傍かたわらに置いて、クリスマスは激動の続く株式相場の今後について嬉うれしそうに喋しやべっている。

　幽は最後のダッシュをした。

　ランプの明かりの中に転がり込み、幽はその場にひっくり返ったまま息をあえがせていた。クリスマスは南北動乱へと話題を移し、板はん門もん店てんでの最終交渉はまさに和平への最後のチャンスであるが、双方が首都と主張する聖地『新しん都と安あん』の帰属や、膨ぼう大だいな数にのぼる政治犯の帰還についてなどの難問が山積みで、最終的な合意に達することは難しいだろうと述べた。幽はようやく身体からだを起こし、クリスマスの作業服のポケットに尻尾しつぽを突っ込み、鎖つきの懐かい中ちゆう時計を引っぱり出してタイムを確認した。

『クリス、次いくよ』

　クリスマスはピクニック用のバスケットを手に取った。やけに軽そうだ。取っ手にはテープが巻きつけられて頑丈に補強されており、後から改造してつけ足したものか、フタを止める掛け金が四つもあった。クリスマスはそれら四つの掛け金をすべて外し、ぱかりとフタを開けた。

　中身は、空っぽだった。

　準備運動のつもりか、幽はそのへんを軽く走り回って何度か跳ちよう躍やくした。最後に大きく跳躍、バスケットの中に飛び込む。尻尾をぐいと突き出して見せる幽に、クリスマスもまじめくさった顔で右手の親指を立てる。フタを閉め、四つの掛け金を止めると、中からぼんぼんとフタを突き上げるような音がして、

『確認、フタよろし！』

　クリスマスは立ち上がり、バスケットの取っ手を右手に持って、何やら走り出そうとしている格好で身み構がまえた。

『確認、姿勢よろし！　重力訓練初回目！　三十秒！　用意よろし！　開始っ!!』

　そしてクリスマスは、腕も抜けよとばかりにバスケットを思いっきりぶん回した。一から三十まで数える。三十を数え、いきなり腕を止める。取っ手をつかんでいる右手に「どさ」という感触が伝わる。

『初回目終了！　重力訓練二回目！　三十秒！　用意よろし！　開始っ!!』

　声はまだ、かなりしっかりしていた。

　クリスマスは再び、思うさまバスケットを振り回す。三十数える間振り回し続け、またいきなり腕を止める。

『にっ二回目っ、終了っ！　さんっ、終回目っ！　三十秒っ！』

　いい感じにヤバい声だった。

　幽かすかは、ヤケクソのように叫んだ。

『開始っ!!』

　クリスマスは容赦はしない。喜色満面でバスケットを振り回す。三十数え、今度は意図的に腕を下に向けて止めた。その場にしゃがみ、フタの掛け金を外してバスケットをひっくり返す。ぱかんとフタが開いて幽がぼたっと落ちてきた。突っ伏したまま身動きもしない幽に向かって、クリスマスは右手の親指をぐいと立てた。

　幽の尻尾しつぽがはたりと動いてそれに答えた。

　だめだ、と幽は思う。回廊を走って一周できるようにはなったけれど、この重力訓練に耐えられる身体からだがまだ作れない。地ち球きゆう儀ぎへの突入時はともかく、最初の大減速をかけるときには大変な衝撃がかかるはずで、自分はそれに耐えねばならない──いや、ただ耐えるだけではだめだ。たとえ失神を免れたとしても、冷静な判断力を失って正しい操作ができなくなっていたら意味がないのだ。

　クリスマスがバスケットのフタを閉め、ランプを手にして立ち上がった。幽も立ち上がる。ねぐらに戻ろうと、クリスマスの先に立って歩こうとするのだが、まっすぐに歩けない。かくん、かくん、と一歩ごとに右にズレていく。

　そのとき、鈴りん銭せんが転がる音を聞いた。

『時計』

　楽かぐらの声がした。

　幽とクリスマスはまったく同時に立ち止まった。波が飛来した方向を正確にたどり、幽とクリスマスはやはりまったく同時にその方向に振り向く。滑らかなシンクロ動作で、幽の主動マスターをクリスマスが従動スレイブしている。ただ振り向くだけの地味な動作ではあるが、主従間の遅延のまるでない、焰ほむらが見たらそれだけで機嫌を悪くしそうな、実に見事なコマンド制御だった。

『パラシュートでしょ？　「と」だよね？　だから時計。「い」』

　楽は、そう言った。

　幽とクリスマスから20メートルほど離れたところに、楽と震しん電でんがいた。楽は震電の肩の上から飛び降りて、きっぱりとした早足で幽に近づいていく。震電が慌ててその後を追う。震電は頭からボルトがいくつも突き出た長い鉄パイプを手にしており、「七生報国」と筆書きされた鉢巻きを締しめていた。

　声をかけてきたのはこれが初めてだが、楽と震電はしょっちゅうこの回廊にやって来ては、幽が走ったりバスケットに入ってぐるぐる回されたりするのを遠くからじっと見ていた。焰に言われて自分を見張っているのかもしれない、と幽は思っていた。焰はあれ以来姿を見せていない。

　楽は、自分の跳ちよう躍やく力で飛びかかれるギリギリの範囲に幽を入れて、そこで足を止めた。クリスマスをじろりとにらみ、喉のどの奥で微かすかにうなる。クリスマスも楽をにらみつけて歯をむき出しているが、幽かすかがコマンドで縛しばっているのでそれ以上のことはしない。幽は楽かぐらの視線の動きを注視して、楽がこちらを射程に入れているのだということに気づく。

『──ケンカしに来たの？』

　幽から楽までは２メートル以上の距離がある。子供にしてはなかなかの跳ちよう躍やく力と言える。

『ちがうもん。このへんには盗賊がいるって焰ほむらが言ってたもん』

　だから震しん電でんに武器を持たせているのだ、と言いたいのだろう。お前をぶん殴るためではないのだと。

『じゃあ、何の用？』

　楽はその両の目にものすごい決意を込めて、はっきりと言った。

『どうして焰ともういっぺんケンカしないの？』

　幽は楽の顔をじっと見つめ、ふっと目をそらして歩き出した。クリスマスは楽を未練たっぷりににらみつけながらその後に続く。楽は距離を開けてさらにその後を追い、最後尾を震電ががちゃがちゃと歩く。

『ねえ、どうして焰とはもうケンカしないの？』

　幽に聞こえるように、楽は大きな声でそう尋ねる。幽は足を止めず、振り返りもしなかったが、今度は返事をよこした。

『焰に聞かなかった？』

『焰はぜんぶ教えてくれたよ。楽は焰にも聞いてみたから』

　じゃあ何をいまさら聞くことがあるのだ、と幽は思った。

『ならわかってるだろ。そういうわけだよ』

『焰の言う通りなの？』

『たぶんね』

　楽はそこで少し考えて、

『あのね、焰は楽に説明してくれたんだけど、焰の言ってることがむずかしくって、楽にはよくわからなかったの』

　そんなの知るか、と幽は思った。

『だったらもういっぺん焰に聞けばいいだろ。それじゃよくわからないからもっとわかりやすく説明してくれって。あいつは多爾[image: こん]ドルゴンだし、多爾[image: こん]は働かなくても食っていけるんだからヒマなはずだろ。いくらでも付き合ってくれるさ。ぼくは忙しいんだよ』

『何度も聞いたよ。だけどやっぱり楽にはわからなかった』

　もう幽は答えなかった。

『だから、楽は自分で考えたの。考えても難しくって、ずうっと考えてたの。それで、やっとわかったと思うの』

　幽は無言で歩き続ける。

『楽かぐらの考えを聞きたい？』

　無言。

　構かまわずに、楽は言った。




『楽が、幽かすかの友達になってあげる』




　幽の足が、止まった。

『何してあそぶ？　しりとりするなら幽の番だよ。時計の「い」。それともかくれんぼする？　楽はかくれんぼ上手だよ。幽がかくれんぼ下へ手たでも大丈夫、鬼ならずうっと震しん電でんがやってくれるって』

　そんなこと言ってないぞ、と震電は目をぴかぴかさせた。

　幽は、クリスマスにコマンドを突っ込んでその全身を制御下に置いた。

　楽は、くるくると踊るような動作をしながらそのへんを歩き回り、横倒しになったクレーンの残ざん骸がいの上に飛び乗った。

『あのね、焰ほむらが教えてくれたんだけど、誰だれにも言うなって焰は言ってたけど、でも幽になら言ってもいいと思うんだけど、幽はスカイウォーカーなんだよね』

　幽は、クリスマスの右手をポケットの中に入れた。ワイヤーブレードのリングが手に触れた。

『もし幽がスカイウォーカーだってことがバレたら、幽はお役人につかまって打ち首になるんだよね。だから、誰にも見つからないように、誰もいないこんな森の中にひとりで住んでるんだよね。だから、友達ができないんだよね。幽がスカイウォーカーだってこと自分から白状したのも、焰に友達になってほしかったからでしょ？　なぜって、幽がスカイウォーカーだって聞いて焰がすごいって思ってくれたら、焰は友達になってくれるかもしれないから』

　楽はクレーンのアームの上を跳はねるように歩き、床に飛び降りた。

　幽は、クリスマスの右手でリングをつかみ、ポケットから引き出した。三本のブレードが揺れる重さを指に感じた。焰の盾型とは形が違った。頭にウエイトをつけた、細い片刃のブレードだった。

『焰は強くてかっこいいもんね。みんなからは怖がられてるみたいだけど、ほんとは恐こわくなんかないって楽は知ってるよ。幽だってそう思ってるんだよね。幽だってほんとは、焰は強くてかっこいいって思ってるんだよね。だから、焰の大事なもの取り上げて、隠しちゃったんだよね。なぜって、そうすれば、トルクじゅうのぜんぶの猫が幽のこと嫌いになっても、焰だけは幽から離れていっちゃったりはしないから』

　楽は、今度は黴かびに埋もれたドラム缶の上に飛び乗った。

　そのドラム缶は幽の真後ろ、クリスマスの右後方の、４メートルほどの位置にある。

　照準が始まった。

『だから、楽かぐらが幽かすかの友達になってあげるから、焰ほむらの大事なもの返してあげて。楽にはわかるもん、ぜったいそうだもん。こんどケンカをしたら──』

　動いたら斬きろう。

　そう決めた。

『──焰は、もう、負けないから』

　楽がドラム缶から飛び降りた。

　クリスマスが宙に舞った。幽は振り向きざまに大出力の因いん縁ねんをつけた。クリスマスの手から三本のブレードが跳はね飛んで銀色の細い軌跡を引いた。クリスマスは背後に跳ちよう躍やくしながら小さく身をかがめ、まったくの無音で一度足を突き、同時にくるりと身体からだを回転させ、身体にワイヤーを巻きつけてその弛たるみを殺し切った。

　右手を一いつ閃せんさせ、ブレードを標的から引き抜いた。

　幽の照準も終了した。

　恐ろしい波をぶつけられて、楽はその場に凍りついていた。

　その背後で、引き抜かれた三本のブレードが三筋の切断線をつなげ、ドラム缶を斜めに切り取る楕だ円えんにした。塗料の重さにドラム缶が弾はじけ、見るからに粘性の強そうな液体が大量に飛び散った。

　楽は凍りついたまま、頭から塗料をかぶった。

　これで、小便を漏らしたことは、ちょっと見にはわからなくなった。楽は転がるように逃げていく。何が起こったのかも把握していない震しん電でんが、目をぴかぴかさせながらその後を追う。

　楽を死ぬほど驚かせてやったのがそんなに嬉うれしいのか、コマンド制御を解かれたクリスマスが跳ね回って喜んでいた。くるくると踊る。両手を突いてしゃがみ込み、背中をいっぱいに反らして勝利の雄お叫たけびを上げる。

　幽は、うつむいている。

　クリスマスが四つん這ばいで駆け寄ってくる。身をかがめて幽の顔をのぞき込む。指で身体を突っついてみる。

　誰だれもいない暗い森の中で、幽は、いつまでもうつむいている。




　上等だ。

　そんなに返して欲しいなら返してやる。

　多爾[image: こん]ドルゴンの庇ひ護ごなど必要ない。理解などされなくていい。自分はひとりでも平気だ。これまでずっとひとりで生きてきたのだ。

　トルクは大昔に天使たちの手で築かれた城であり、宇宙に浮かぶ島だ。その高度は地上６０００キロ、軌道速度は秒速５６００メートル。このふたつの悪あく魔まの数字に打ち勝つためには、強力な噴射のできるエンジンと、堅けん牢ろう無む比ひな耐熱機構があればいい。

　それ以外には、何もいらないのだ。
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　その巨人は、ソウルセイバーの装束に身を固め、マントで全身を覆おおい隠し、顔に猫の面をつけている。身体からだつきは日につ光こうや月がつ光こうによく似ている。日光や月光からもう少し肉を落とし、必要最低限の臓ぞう器きと筋肉を残して要所を鎧よろいで覆えば、ちょうどそのロボットの身体つきになる。日光月光よりは折れやすいが、その分だけよく切れる──そんな雰囲気だ。

　そして、そんな物騒なロボットの肩の上に乗っているのは、たいそうな年寄りの、大集会の僧そう正じようなのだ。

　あってはならない組み合わせだった。

　ロボットと僧正は、死の街と化した気き聯れん坑こうの、螺旋階段の底にいた。

　まるで疫病に襲われでもしたかのように、街には猫の一匹の姿もない。

　僧正はふと、頭上を見上げた。虚こ空くうを横切っている幾本もの鎖と、その鎖に吊つられた鋼鉄製の檻おりを見透かす。その中に何か気になるものでもあるのか、僧正は長いこと頭上の一点に視線を据えていた。

　すん、と空気の匂においを嗅かぐ。

　僧正は頭を回し、六方に伸びている六本の回廊を順繰りに見回した。やがて、そのうちのひとつを尻尾しつぽで指し示した。

『あそこじゃ』

　ロボットが歩き出す。坊主の示した回廊に踏み込み、がらんとした闇の中を長いこと進み、ふと右に向きを変え、壁面に口を開けている狭い枝道に入った。そこに枝道があることを大昔から知っていたかのような、よどみのない歩調だった。

　狭い枝道の先に、急な下りの階段が現れた。天井は、ロボットの頭がつかえそうなほど低い。

　階段は幾度も折り曲がって、ひたすら下へ下へと続いた。このままでは宇宙に出てしまうのではないかと思うほど下った果てに、狭い部屋に行き当たった。

　その部屋には住人がいた。

　座して合掌する日につ光こうと月がつ光こうと、ボロ布きれの大きな山だ。

　日光も月光も、突然の僧そう正じようの出現に驚かない。「動くな」という不揮発コマンドを受けているのかもしれない。

　僧正は構かまわずにロボットを部屋に入り込ませ、ボロ布の山を杖つえの先で突つかせた。

　ボロ布の山が、眠そうにもそもそと動いた。

　相手には見えもしないだろうに、僧正は「私は名もない旅の者である」という意味の、仕し種ぐさだけの簡単な仁義を切って、こう言った。

『多爾[image: こん]ドルゴン当代とお見受けするが。拙せつ僧そうをお忘れか』

　忘れてなどいない。

　焰ほむらはボロ布を弾はじき飛ばして起き上がった。

『捜したぞ』

　焰の葬そう儀ぎを請うけ負った、あの坊主だった。




『なんじゃ、客が来たというのにこのねぐらでは何も出てこんのか』

　ロボットをその場にどっかと座らせ、その膝ひざの上で坊主は丸くなっている。

『しょうがねえだろなんにもねえんだから』

『食うものはちゃんと食っておるのか？』

　焰はぼろ布の上に腰を下ろした。

『物売りの屋台に残ってたもんとか、誰だれかのねぐらの中を漁あさったりとか。けど、最近じゃそういうのはみんな腐りかけてきたから、今は日光と月光はここに残して、遠くの街までこっそり出かけてる。動どう煉れん坑こうとか機き芯しん坑こうとか、あのへんまで行きゃなんとか。白猫と見りゃぐずぐず言う奴やつもいるけどさ、白けりゃみんな多爾[image: こん]かよって言えば、まあ』

『なんとまあ──』

　坊主は大きなため息をついた。

『──街を出た理由は、まあわからんでもない。今まで、どうしておった？』

　焰ほむらはふと顔を上げ、坊主の世にも物ぶつ騒そうなロボットを二秒間見つめた。

『──あんた、ほんとに坊さんかい？』

　坊主はにっこりと笑い、

『左様。とは言え、出家したときにはぬしよりも倍は歳としを食っておったかの。ま、色々とあったが、話せば長いぞ。丸三日は寝かさん』

『勘弁してくれ。そもそも何しに来たんだよ？　紫し禁きんの箱はこ城じろにおれを連れ戻そうたってそうはいかねえからな』

　この坊主は本当によく笑う。

『それはこちらも助かる。ぬしの方もあれから色々とあったのだろうし、無理には聞かんよ』

　無理に聞かん、というそのひと言が、呼び水になった。

『──あのさ』

　焰は息を吸い込み、考えをまとめた。どこからどう話すか、それを決めるのは難しかった。

　何しろ相手は大集会の坊主だ。

　しかし、この坊主なら──

『トルクはさ、』

　焰は、そこから始めた。

『宇宙に浮かぶ島だよな』

　あのときの焰のように坊主は面食らい、あのときの焰のような相あい槌づちを返した。

『──ああ』

『地ち球きゆう儀ぎからの距離は６０００キロで、トルクの軌道速度は秒速５６００メートルだよな。もし何かの方法でこの軌道速度を十分に落としたら、トルクは地球儀に落ちるよな』

　坊主は無言だ。

『トルクは重いから、そう簡単には速度は落とせないよな。もっと軽い、何か丈夫な乗り物なら、トルクを丸ごと減速させるよりゃ楽だよな。そういう乗り物に乗って、もし充分な減速が実現できたら、生きたまま地球儀へ行けるよな』

　坊主の考えはどうあれ、坊主である以上は「うん」と言うはずはないと焰は思った。

　やはり、坊主は無言だった。

『そういうことをやったり、考えたりするのは、そんなに悪いことなのか？』

　坊主が、答えた。

『そうだ』

　今度は焰が押し黙る番だった。

『それは、ぬしの考えなのか？』

　焰は首を振る。

　では、誰だれだ──とは、坊主は問わなかった。

『──よいか。わしや、ぬしや、その誰だれかは、特別なのだ。わしはそういうことを考えるのが仕事だ。ぬしには、そういうことを考えるヒマがある。その誰だれかもそうなのだろう。だが、他の多くの者達はそうではない』

　坊主は、笑わない。

『無知が罪だなどというのは、ほんのひと握りの、衣食が足りている者の言い草でな。それ以外の多くの者はトルクの高度も軌道速度も知らんし、そもそもそんなことは普段考えもせんじゃろう。なぜなら、誰もがそれぞれにやるべきことを山ほど抱えておるからだ。ネズミを獲とったり、金を稼いだり、子供の面倒をみたり。生きてくのに必死だ。余計なことに頭をひねるヒマなど、ない方が当たり前なんじゃよ。考える時間もない、これまでに考える練習をしたこともない、そうした者達に恐ろしい事実を突きつけて何になる？』

『──説明すればいいだろ、理解できるように』

『ぬしは、トルクのすべての猫が、その説明を受け入れられると思うのか？』

　焰ほむらは、答えられなかった。

『一対一の話し合いであれば、あるいは、説明で事足りることもあろう。しかしな、相手が集団となると話は違う。一の知恵を持つ猫が十匹集まったとき、その集団としての知恵は決して十には届かんものなのだ。この落差は、集団が大きければ大きいほど激しいものになる。舵かじがきかんようになる。下へ手たな方向に動き始めてしまっても取り返しはつかん。無論、ぬしの言う説明が、トルクのすべての猫に受け入れられるときは来よう──いつの日か。じゃが、それにはあと百年かかるかもしれん。あと千年かかるかもしれん。それを縮めようとしてあがいても、並大抵の力では如何いかんともし難いのだ。重すぎるトルクを減速することが難しいようにな』

『──待つしかないのか、本当に』

『多くの者が、今ほど懸けん命めいにならんでも生きていけるような時代になるまでな。考え違いをするでないぞ、わしも、ぬしも、その誰かも、他の者たちが懸命になって社会を動かしてくれているからこそ、そこに寄りかかって生きていくことができる。わしらに少しだけ余計に物が見えておるのは、他の誰かがその分だけ盲めしいておるということなのだ。自分でネズミを獲らんでもわしらの食う分はそこにある。わしらはネズミを自分で獲る手間が省けてヒマができる。そのヒマから物は見えてくる。じゃが、わしらが食ったそのネズミを獲ってきてくれたのは、誰じゃ？』

　焰が、それでも、

『──だけど、夢を持つのは勝手だろ。夢を持つだけなら誰も怖がったりしないだろ。誰もいないところでこっそり夢に浸ったり、夢を実現しようとして何かするのは自由だろ。それでも駄目だってのか？』

『それができれば苦労はせんのだ』

　坊主は、笑わない。

『昔な、スカイウォーカーと呼ばれる者たちがいた。ぬしが先ほど言ったような、そういうことを達成しようとした連中だ』

　坊主は、どこまでも笑わない。

『昔は、今よりも悪い時代だった。そういう突拍子もない夢を抱くことが逃げだというつもりはない。程度の差はあれ、誰だれしもそうやって自分の心を守るしかないのだからな。スカイウォーカーは大集会に滅ぼされたように言われておるが、時代が良くなるにつれて、そういう夢を抱くものが現れなくなったというのも事実なんじゃ。もちろん、今のトルクが理想の世界だとは言わんよ。だから、そういう輩やからが再び現れることもあるやもしれん。ぬしの言う通り、すべてを腹の中に収めておけるというなら構かまわん。だがな、それはできんのだ。あまりにも大きすぎる夢を抱いた者は、そのうちに、周囲に対して必ずこう言い出す。

　自分を理解してくれ。

　自分の夢を理解してくれ。

　自分の夢に手を貸してくれ。

　すごいと言ってくれ。

　土を盛って山を造れば、どこかに必ず穴ができるのだ。そもそも、そやつがそんな夢を抱くことができたのは、そんな夢も抱かずに額ひたいに汗している多くの者たちがいてこそなのだ。周囲の無理解はむしろ当然の反応にすぎん。しかし、そやつにはもはやそのことが理解できん。

「我こそは大志を抱きし覚かく者しやである」式の孤独な優越感が芽生え、いつまでも無知な周囲の者たちを見下し、ついには憎むようになる。そして、いずれ具体的な行動に出る』

　あの日のあのリニアチューブの、大蛇のようにうねる列車の中の闇。

　牙きばを持つ天てん使しと、闇に金きん色いろに輝く二つの目。

『このトルクの周囲には何がある？　宇宙だ。壁を隔てたそこには、真空と、低温と高温と、毒の波が荒れ狂う地獄があるばかりだ。それでなくてもトルクの歴史は猫の屍しかばねで埋まっておる。流は行やり病、戦、毒黴かびの雲。常にわずかばかりのものだったとは言え、トルクの平安が今日まで吹き消されることなく続いてきたのはまさに奇跡だ。わしら猫たちはな、今でも、真上に切り立った刃の上を息を殺して歩いているのだ。トルクの猫たちにその事実を突きつけるよりは、噓うそでも構わんから、恐怖を沈痛する言葉を口にしたい』

　坊主は、やっと笑った。

『──だから、わしは、坊主になった』

　焰ほむらは長いこと沈黙していた。坊主のロボットを見つめ、

『──そいつを連れたあんたが言うと、重みがあるよ』

　坊主は、さらに大きく笑った。

『お、聞くか？　わしの若いころの話。坊主の話は長いぞ？　わしもやっと調子が出てきたところだしな、ぬしにその気があるならわしは構わんぞ？』

　聞かせてくれと答えても、坊主が真実を口にしないだろうことは、焰ほむらにもわかっていた。

『遠慮する』

　坊主はロボットの上で背伸びをして、

『──まあ、忘れることだ。ぬしも余計なことで頭を悩ませておる場合ではなかろう。肩慣らしをしたいなら付き合うぞ。わしにはこの心強い連れがおるからな』

　焰ほむらには、話が見えなかった。

『なんだそれ』

『なんだそれとはなんだ。恥を知れ恥を。ぬしはそれでも多爾[image: こん]ドルゴンか。あれほどの勢いで斑まだらに挑戦したぬしであろうが。少しは我が身を省みてだな、相手の気持ちも察して、もっと真面目な態度で──』

　ますます当惑する。

『──相手って、何だよ』

　坊主は呆あきれ、

『たわけ。多爾[image: こん]の相手は挑戦者のスパイラルダイバーに決まっとる』

　そして坊主は、焰が目を見開いて硬直していることに気づいた。

『ぬしはまさか──』

　坊主は、やってられんとばかりにため息をついた。

『まったく、つくづく寸足らずな奴やつじゃのお。ということはあれか、ここしばらくこの部屋を一歩も出てはおらんというわけか？』

　坊主はイライラしてロボットの足に尻尾しつぽをばしんと打ちつけ、やおら立ち上がって焰の尻しりを足蹴げにしてどやしつけた。

『このたわけが!!　階段のふもとに出て仰ぎ見ればいやでもそれと知れる!!　行け!!　かつてのぬしが斑に叩たたきつけおった「あやつき髑髏しやれこうべ」も顔色無からしむ此この度たびのあっぱれな挑戦状、その寝ぼけ眼まなこをひん剝むいてしかと見届けよ!!』

　焰は、走り出した。

　走らずにはいられなかった。曲がりくねった狭い階段を、飛ぶような勢いで登った。長い尾を真横にたなびかせ、回廊を一散に走り抜け、螺旋階段スパイラルのふもとにたどり着き、無人の街を見上げた。

　そして、

　焰の見上げる遥はるかな先に、それは、あった。

　螺旋階段の虚こ空くうを横切る幾筋もの鎖。その中ほどに吊つられた鋼鉄の檻おり。その中に囚とらわれて白骨をさらす猫の骸むくろ。

　それらの中に、ただひとつだけ、猫のものでない骸を収めた檻があった。

　その檻には、粗い格子の目のあちこちに、尻尾で縛しばりつけられた腐ったネズミの死し骸がいがぶら下がっていた。

　その檻おりの中には、骨だけになった天てん使しがいた。

　全身を完全に復元した天使の骨格が、檻の中に磔はりつけにされていたのだ。ゆるく両手を広げて舞うように身体からだを伸ばし、少しかしげた頭ず蓋がい骨こつの眼孔の闇が、高みからまっすぐに焰ほむらを見下ろしていた。

　その額ひたいには、決してゆるがせにはできない挑戦状の作法である、糞くそでつけた足跡があった。

　焰は、その場を動かない。

　糞の足跡の臭においを確かめるまでもない。




　幽かすかの挑戦状だった。













　あとがき







　わたくしガリレオ、齢よわい七十を数えるフィレンツェ人ヴィンチェンツォ・ガリレイの息子は、自らこの裁きの場に召しよう喚かんされ、キリスト教圏全体において異い端たんとされる重大な罪に関して、最も名高く尊い枢すう機き卿きようの宗教裁判長の前にひざまずき、聖なる福ふく音いん書しよをこの目で見、この手で触れ、いつのときも、今も、それに神のお力によってこれからも、教会が信じ、教えるものすべてを信じます。しかし、太陽が世界の不動の中心であり、地球は世界の中心ではなく動いているという誤った意見を捨て去り、口頭、書面など、いかなる手段でも前述の説を信奉、擁よう護ご、教授してはならないと異端審問室が裁判によりわたくしに命じたにもかかわらず、また、前述の説が聖書の内容に反しているという通知を受けたにもかかわらず、わたくしはすでに糾弾されたこの新説を論じ、それを擁護する有力な主張を提示する本を何の釈明もせずに書き、出版したが故に、太陽が世界の中心であり、地球は中心ではなく動いていると信じているという異端の疑いを異端審問室に宣告されました。

　したがって、すべての忠実なるキリスト者の心から当然のこととしてわたくしに向けられたこの強い疑いを取り除くことを願い、誠意と真正の信仰をもって前述の過ちと異い端たんの説を捨て、おとしめ、憎むことを誓います。




　むひひ。こういうの一発かましとけばエラそーなあとがきに見えるしな。しかしいくらなんでも長すぎるかな。だけどハッタリきくしな。せっかく苦労して丸写ししたのに消しちゃうのもったいないしな。

　いやー、取材をするまで知らなかったんですが、ガリレオって地動説が正しいっていう証拠をにぎってたわけじゃなかったんですねえ。おまけに、問題のブツである「天文対話」は確かにちょっと問題のある本だったみたいです。誰だれにでも読めるようにイタリア語で書かれていて、宇宙について友人たちと対話するというわかりやすい設定で、当時のローマ教皇のことだって誰でもわかる「シンプリーチョ」（『のろま』の意）なる人物に古代ギリシアの古臭い主張を語らせちゃう、っていうアブない内容。

　そりゃあ怒られるわさ。

　当時は現代よりもずっと余裕のない社会だったはずで、そういう社会での宗教は責任が重大です。「殺すな盗むな」とか「お友達には親切にしましょう」とか、そういうエラそうなことを言わなきゃいけない教会が、「宇宙ってどんなふうになってるの？」って訊きかれて答えられなかったらカッコがつきません。加えて、『宇宙は我々のためにあるのではないし、神様は我我に好意を持ってくれているわけでもない』と考えるのは、余裕のない人々にとってはとても恐ろしいことです。『ワシらが宇宙の真ん中だ』とする説をキリスト教が支持したのは、ものすごく自然なことであると思えます。

「コペルニクスは面白い仮説を唱えているよ」って書くんならいい。だけど、「この仮説を信じない奴やつはバカだ」なんて言わんばかりの書き方をしたら、そりゃあみんな怒ります。仲間の科学者連中はずいぶん止めたようですが、ガリレオは聞き入れずに本の出版に踏み切って、案の定怒られちゃった。しかもただ一方的に怒られたわけじゃなくて、イエズス会は「お前が納得のいく証拠を示せるんならオレたち考え直してもいいよ」とまで言ったのに、裁判の後もガリレオはその証拠を示すことができなかった。ガリレオの完敗と言えましょう。これでもし本当に「それでも地球は動いている」なんて言ってたらただのアホですな。

　だけど。

　わたしごときが言うのもアレですが、こういう人、きらいじゃないです。

　わたしがこれまで抱いていたガリレオのイメージは、「その主張があまりにも先進的であったがために、わからず屋の集団リンチにあって叩たたき潰つぶされてしまった殉教者」というものでした。だけど、どうやら本当はそんな単純な構図ではなかったみたいです。キリスト教側はわからず屋の集団というわけではなかったし、ガリレオだって冷静で物静かな知の巨人というわけでもなかった。へんに頑固なところがあって、虚栄心だって人並みにあって、煮詰まってくると突拍子もないことをやらかしたりもする。自分の主張が仮説に過ぎないことも、それが受け入れられないであろうことも承知しており、それでも言わずにはいられない。あえてお上をおちょくるような、扇せん情じよう的な著作の向こう側に見えるのは、確たる証拠もないままに天動説を信じて安あん穏のんとしている周囲の人々と、その人々に地動説の確たる証拠を突きつけることができない自分と、その両方がどうしようもなく苛いら立だたしくて、髪の毛をかきむしって歯ぎしりをしている人間くさい天才の姿です。

　とはいえ、ガリレオは「ごめん」ですみました。

　これがもし、もっともっと余裕のない社会だったら、ガリレオはきっと、大集会のソウルセイバーに殺されてしまったでしょうね。




　ものすごく余裕のない社会に生まれてしまったものすごい天才が、その社会の価値観と真っ向ぶつかるような夢を追いかけようとすれば、その周囲には迷惑を被こうむったり不幸になったりする人が必ず出てきます。

　それでも、その天才は前に進むのか。

　この本は、そういうお話です。

　む。なんかスカした言い方。自分でちょっとテレてしまいました。んじゃね、ええとですね、たとえば「ロケット造って月に行く」と口にしただけで殺されちゃうような社会があるとします。そこに住む人々はみんな「Ｋ－１」みたいな競技にうつつを抜かしています。そんな社会に、それこそ何でもできちゃうような超天才がいて、そいつは山奥に隠れてこっそり月ロケットを造っています。ところが、ある日突然、そうした状況に天才はぶちんとキレて、路地裏でピーター・アーツを襲ってボッコボコにしてしまうのです。そして、天才はこう叫ぶのでした。

「ワシはガリレオ・ガリレイじゃあ！　憶おぼえとけえ!!」

　さあ、ピーター・アーツの明日はどっちだ。

　うん。こっちの方が近いな。『ピーター・アーツ　vs　ガリレオ・ガリレイ』。

　この本はそういう話です。

　だと思います。




　椎しい名な優ゆうさん、編集の峯みねさん、校閲さん、営業部さん、その他大勢の、この本の制作に関かかわったすべての人に、ありがとうございました。




　次は「幽かすかの章」。リターンマッチの鐘は鳴ります。ソウルセイバーの爪つめを研ぐ音は、焰ほむらの苦悩の終わる日は、幽の決断が下されるときは、そう遠くないところまできています。
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秋あき山やま瑞みず人ひと

１９７１年生まれ、山梨出身。東京某所在住。主食はＳＦとミステリー。今作が、初のオリジナル作品。近頃、青色申告決算書（©武蔵府中税務署）が届いた。以来、レシートや使用済みテレフォンカードを求めて、地面を見ながら歩く日々……って脱税じゃん？？？？
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椎しい名な 優ゆう

第５回電撃ゲームイラスト大賞〈金賞〉受賞者。電撃文庫『月と貴女に花束を』シリーズのビジュアルを担当する。座右の銘は「明日があるとは限らない」と「そのうちなんとかなるだろう」。
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猫ねこの地ち球きゅう儀ぎ




焔ほむらの章しょう








秋あき山やま瑞みず人ひと
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